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林りん檎ご１　ストリート・キラー







　幸しあわせでたまらない、もう死んでもいい。

　藁わら木き高校一年生、小こ滝たき浦うら人とは、ほんの三十分前までそう思っていた。

　入学以来、何となく気になっていた同級生の窓まど月つきなゆり。女子校出身でおとなしくて面めん倒どう見みが良くて人気者の彼かの女じよが、まさか今日……掃そう除じのあとで自分のところにやって来くるなんて、彼かれは想像だにしていなかった。

　あのとき彼女は、恥はずかしそうに顔を真っ赤にして浦人に声をかけてきたのだ。

『小滝くん、あの……野球部の勧かん誘ゆうのポスターを描かいたの、小滝くんなんですよね』

　初めて間近で見た彼女は、長い黒くろ髪かみのサイドを後ろでまとめて紺こん色いろの細いリボンを結んでいた。少し古風だけどまじめそうで清せい楚そだな、と思った。

『あ、う、うん。野球部の友とも達だちに頼たのまれて……それが何か？』

『あの、わたし、絵が好きで……でも下手くそで。知識とかもほんとに無くて、下手の横好きなんですけど。それで勉強のために美術部に入りたかったんだけど、うちの高校、美術部無いし……あ、あの、それで……』

　彼女は恥ずかしそうに、両手の人差し指を胸の前でつんつんと合わせている。

『もし良かったら……絵を、教えてくれませんか？』

『絵を？　俺おれの絵なんて、中学校の美術部で勉強したていどだけど、いいの？』

『いいんです！　今まで、絵画教室なんかも見に行ったんだけど、どれも好みじゃなかったんです。小滝くんの絵は生き生きしててキラキラしてて、特に色しき彩さいが虹にじみたいでとても綺き麗れいで、わたしもこんな絵が描きたいってはじめて思ったんです。お願いします！』

　彼女が両手を制服の胸の前で祈いのるように合わせたとき、浦人の心臓はドキーンとした。動どう揺ようしていることが彼女にばれないように、どぎまぎする気持ちを必死に取りつくろいながら、クールを装よそおって答える。

『あ、うん……じゃあ、デッサンの練習からしようか。スケッチブックとコンテを使って……』

『コンテ。って、何ですか？』

　きょとん、と彼女は首をかしげた。ズルッ、と浦人はこけかける。

『知識が無いって、そこからなのかっ？』

『ごめんなさいごめんなさい』
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　必死に謝あやまる彼女が可愛かわいくて、浦人はため息と笑いが同時に出てしまう。ちなみにコンテとは、四角柱の形をしたチョークのような画材で、色は茶や黒などがあり、スケッチなどに用いるものだ。

『いいよ、じゃあ帰りに画材屋で買おう』

『え！　小滝くんと一いつ緒しよにですか？』

　なゆりの白い顔が、またパッと赤くなった。浦人は、はっとして口を押おさえる。

『あ……ごめん。帰りに男子と一緒とか、嫌いやだよな』

『あっ、いいえ！　そういう意味じゃないんです。突とつ然ぜん無理なお願いをしたのに買い物までつきあってくれるなんて、小滝くんって親切な人なんだなって……』

　にっこり、と彼女は浦人を見つめて光のようにほほえんだ。

『じゃあお願いします、〈先生〉』

　白状してしまうと、浦人は今までの人生において、女子にはあまり縁えんが無かった。彼のそばにはずっと幼なじみで親友の榊さかき幹かん士じ……浦人にポスターを頼んだ張本人がいたから、女子と遊んだこともなかった。スポーツマンの幹士はよくモテていたが、その陰かげになっている自分には関係のない話だと思っていた。

　なのに、たとえ絵を教える教えられるというだけの関係でも、女の子と話をする機会が自分におとずれるとは思ってもいなかった。そして実際そうなってみると、浦人は自分でも驚おどろくほど、幸せでたまらないという感情がわき出ていることに気づいた。意外だけど、あまりにも俗物スノツブだけど、もう死んでもいいとまで思ってしまった。

　ほんの三十分前には……。




「……嫌だっ……死にたくない……っ！」

　今、彼はひと気の無いビルの隙すき間まに倒たおれていた。

　かすれた声で叫さけんだ口から、血の泡あわが湧わく。制服のブレザーの左胸は、真っ赤に染まっている。血を止めようとして彼があてがった手の、指のあいだから真っ赤な血が幾いく筋すじも流れだす。

　一いつ瞬しゆんのことだった。画材店で買い物を済ませ、駅に向かって人どおりの無いオフィスビル街をなゆりと歩いていると、ビルの隙間からいきなり手が出て引きずりこまれた。抱だき寄よせられたのと同時に、左胸に「どん」と何かが当たったのを感じた。

　なゆりが悲鳴を上げながら、自分のほうへ駆かけ寄ろうとした。「逃にげろ」と叫んだ瞬しゆん間かん、左胸に激痛が走って血が噴ふきだし、ひざの力が抜ぬけて倒れた。

「うひゃひゃひゃ！　あひゃはははーっ！」

　甲かん高だかい笑い声を上げて、「男」はビルの隙間から飛びだした。漆しつ黒こくのレザーコートと顔を覆おおう長い黒髪、レザーコートの背には鎌かまを持った死神の刺し繍しゆう……ブラックメタル風の後ろ姿が見えた。その右手には、逆手に握にぎられたコンバットナイフ。刃はにねっとりとついたピンク色の脂あぶらは、浦人の血と脂し肪ぼうが混じったものだ。

「誰だれか来てください！　助けて！」

　叫びながら、なゆりが逃げた。若者は追いかけた。一瞬見えた横顔は真っ白に塗ぬられ、黒いアイシャドウと黒い口紅で毒々しく彩いろどられていた。

「死にたく……ない」

　浦人は喘あえいだ。ビルの隙間には、廃はい材ざいや壊こわれた自転車などが不法投とう棄きされている。よほど長く放置されているのか、自転車の歪ゆがんだホイールが、真っ赤に錆さびている。ほとんど人目にふれていないのだろうか？

　すぐそばに、猫ねこが死んでいた。カラスに襲おそわれたのか、ズタズタになっている。ガラクタの山の上に仰あお向むけに倒れている自分も、すぐにこうなるのだろうか……と浦人は思った。頭の上でカラスの声が不気味に響ひびいている。自分の死を待っているのだろうか。死体はいったい、見つけてもらえるのだろうか？

　胸の傷が痛かった。脳天に突つき抜けるような痛みだった。息をするたびにズキンと痛み、胸の血がごぼごぼと泡だった。

　六月にしては暑い日だったが、出血のせいで、手足の先が冷たかった。意識が何度も飛びかけ、そのたびに浦人は必死に自分自身を呼びもどす。

（だめだ！　……俺が死んだら、誰が窓月を守るんだ！）

　だが、今の彼は立つことすらできない。ほんの数分前まで二人でぎこちなく自己紹しよう介かいのようなことを話しながら歩いていたが、オフィスビル街の路上にはほとんどひと気が無かった。なゆりを助けられる人間は、どこにもいない。

（嫌だ……死にたくない！　俺が窓月を……守らなくちゃ！）

　立ちあがって追いたい、彼女を助けたい。だのに、手足に力が入らない。指先がわずかにぴくぴくと動くだけだった。視界が暗くなってきた。

（だめか……もう死ぬのか？）

　肺に血がたまって、溺おぼれているように苦しかった。彼は大きく咳せきこんで、口から血の塊かたまりを吐はいた。じっと待っていたカラスたちが死を察したのか、ビルの上からふわりと舞まい降おりてきた。




　そのとき、かすかな花の香かおりがした。薔薇ばらの香りのようだった。

「カアカアカア！」

　突とつ如じよ、カラスたちが引きつった声を上げてバサバサと逃げだした。何が起こったのか……と、浦人は暗さの中で必死に目をこらす。

　暗いのは、目の前に真っ黒い傘かさが広がっていたからだということに気付いた。浦人の頭のそばに、晴れているというのに黒い傘をさした少女が立っていた。

　猫のような紅玉ルビーのような真紅の目、ひざまで届くツインテールをゆるめの縦ロールにした金色の髪かみ。ガラス細工のようなきゃしゃな体に、黒いレースをふんだんに使ったドレスをまとい、頭にも黒いレースのヘッドドレス。六月だというのにレースの手て袋ぶくろまでしていて、足元も黒いタイツと黒い靴くつで、肌はだを全く露ろ出しゆつしていない。

「小滝浦人。あんたはあと一分で死ぬわ」

　少女は黒いレースの手袋に包まれた手で、人差し指を「１」の字に立てて見せた。

　透すき通とおるように真っ白い陶とう磁じ器きのような肌に、唇くちびるだけが赤く目立っている。童顔で背も低く、小学生にしか見えないが、彼女は浦人のクラスメイトだった。

（九く結むすび……ラミカ？）

　もはや声も出だせず、浦人は彼女に視線だけを向ける。

　クラスメイトではあるが、話したこともないので、浦人は彼女のことをよく知らない。まして、血まみれの自分を涼すずしい顔で見下ろしていられる神経が、よけいに解わからない。

「聞いてる？　あんたはあと一分で死ぬのよ。だってほら、胸から流れる血が、呼吸をするたびにゴポゴポ泡あわ立だってる。これって肺が傷ついている証しよう拠こなのよ。血が肺にたまって息苦しいでしょ？」

　ラミカは冷え冷えとした表情で傘をさしたまま彼のそばにしゃがみ、顔をのぞきこんできた。傘は彼女のドレス同様、ゴージャスな黒いレースでたっぷりと飾かざり立たてられている。柄えには、貴族のステッキのような重じゆう厚こうな装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　黒い日ひ傘がさはここ数年、白い日傘よりも紫し外がい線せん予防効果があると言われて急速に広まった。日焼けが嫌で、真夏でも黒い長なが袖そでを着ている女性もときどき見かける。見ている分には暑苦しい流行だな……と、浦人は思っていた。

　そんな余談はともかく、平然とした顔で恐おそろしいことを言ってのけるラミカが浦人には信じられなかった。また、単なる色白だと思っていたラミカの顔が、たしかに色白でもあるのだが、よく見れば白いファンデーションのようなものを塗っていることに気づいた。

「あと三十秒よ、時間は無いわ。どっちにせよ死ぬのなら、あんたに選せん択たく肢しは無いのよ」

　彼女はそう言うと、倒れている浦人の顔を両手で支え、彼の顔の上に身をかがめた。

　長い金きん髪ぱつがさらりと音を立てて浦人の頬ほおを撫なでた。傘が二人の姿を隠かくすと同時に、彼女の冷たい唇が、血に塗まみれた浦人の唇に重ねられる。血の味がした。

（ファーストキスがレモンの味なんて……都市伝説だったんだな……）

　浦人はぼんやりと、そんなことを考えていた。あまりにも異常な状じよう況きようが続きすぎて、赤面したり戸と惑まどったりするような感情は麻ま痺ひしていた。

　顔を上げたラミカの口くちの端はしから、血の筋が幾筋も滴したたった。赤い唇の端はしに、真しん珠じゆのような八や重え歯ばが光っていた。

　ラミカは黒いレースのハンカチで口もとをぬぐい、浦人の顎あごを指できつくつかんで乱暴に口を開かせる。痛くて、浦人は顔をしかめた。

「あがっ……！」

「ああ、少し虫歯があるけど銀歯じゃなくてプラスチックを詰つめてるのね。あんた、ラッキーだったわね」

「にゃ、にゃんのふぉと……っ」

「どうやら無事のようだし、これを全身に塗っておきなさい。日向に出る前にね」

　ラミカは、黒いポシェットから香こう水すい瓶びんに入った乳液のようなものを取りだし、浦人に投げた。

「それから言っとくけど、これは、あくまで『保険』なのよ。あんたを助けたいわけじゃないんだからね」

「ほ……保険って……何のことだ？」

　声が出せることに、浦人は気付いた。胸の傷が、もう痛くない。そのかわり、全身が燃えるように熱く、発熱しているときのように頭がぐらぐらしていた。

　自分に何か変化が起こったことだけは理解できた。そしてその原因がラミカにあることも。

「九結……おまえ、いったい何者なんだ？」

　浦人はガラクタの上に辛かろうじて上半身を起こし、ラミカをにらんだ。彼女は、相あい変わらず冷ややかで興味のなさそうな視線を彼に投げる。

「吸きゆう血けつ鬼きぐらい、知ってるでしょ」

　ラミカは浦人に背を向け、傘を閉じると次の瞬間、トーンと地面を踏ふみ切きって飛びあがった。

　黒いレースが翼つばさのようにはためき、五階建てのビルの屋上まで一気に飛びあがる。傘を閉じたのは、空気抵てい抗こうを減らして高く飛ぶためのようだ。

　屋上に上ったラミカは、なゆりと男が走り去った方角へ向かった。再び傘を開いて空気抵抗を利用し、屋上から屋上へ滑かつ空くうしながら追っていった。

「……窓月っ……」

　浦人は、よろよろと立ち上がる。声を出せるばかりか、立ち上がれるようになっていたことに驚いた。まだ、全身が熱かった。

「窓月を助けなくちゃ……」

　ビルの隙間から出ようと、ビルの角に指をかけた瞬間、浦人は焼けつくような痛みを感じて手を引っこめた。

「ちっ！」

　浦人は指を見る。わずかに日光が当たっただけなのに、指先が火ぶくれになっていた。かなり重傷だ。皮ひ膚ふが破れて、内側からボコボコと空気の泡が湧いている。

　日向に出る前に……と言ったラミカのことばが頭の中にひびいて、ぞっとした。

（まさか……吸血鬼なんてありえない！　日本の警察は優ゆう秀しゆうなんだから、人の血なんか吸ったら速そつ攻こう逮たい捕ほだし！　今まで吸血鬼が血を吸って傷害罪で逮たい捕ほされましたなんてニュース、聞いたことないし！）

　必死に否定しようとしたが、指先の火ぶくれがあっという間にもとに戻もどっていくのを見て、彼は絶句した。

　確かめるようにもう一度、おそるおそる日光の当たる場所に指を出した。ふたたび刺さすような痛みが走って、浦人は手を引いた。

「ありえない、ありえない、こんなこと……！」

　何度もそうつぶやきながらも、彼の手はラミカに渡わたされた乳液を全身に塗っていた。制服のワイシャツを脱ぬいで胸にも、首にも、足にも……このとき彼は、胸の傷がすでにほとんどふさがって、古傷のようになっていることに気づいた。

　自分が違ちがうものになってしまったことを目まの当あたりにして、彼は青ざめた。だが今は、自分のことを考えている余よ裕ゆうはない。なゆりを助けなくてはならない。

　まずは警察に通報するため、浦人はよろよろと歩きだした。

（やっぱり、バイトでもして携けい帯たいぐらい持っておくべきだった……）

　大きな通りまで出て、ようやく彼は近くを通りかかった人をつかまえ、携帯電話を借りて一一〇番通報した。




　しかし、警察が捜そう索さくしたにもかかわらず、なゆりは見つからなかった。

　浦人は、現場および黒羽根署で事情聴ちよう取しゆを受けた。血まみれの制服は、浦人の母が持って来てくれた服に着がえた。刺されたこととラミカに復活させられたことをのぞいて彼は全すべてを話し、懸けん命めいに情報を提供した。

　応接室のような小こ綺ぎ麗れいな小部屋で、浦人は二人の刑けい事じと向きあっていた。彼が容疑者というわけではないので、ドラマにあるような鉄てつ格ごう子しのはまったような取調室ではなかった。

　ただ刑事たちの質問のはしばしには、「彼女は最近、何か悩なやみなどを話していなかったかね」と、なゆりが家出をして彼がそれを偽ぎ装そうするために作り話をしているのではないか……とでも言いたそうな雰ふん囲い気きがにじみ出ていた。

　ナイフを持った男に襲われたと言っているのに浦人が無傷だということが、疑われる原因のひとつになっていることは明白だった。着ていた制服は血まみれで穴が開いていたが、本物の血かどうか調べもせずに返された。頭から狂言だと決めつけているらしい。どんなに犯人の人相などについて語ってもほとんど聞き流されるので、彼は腹にすえかね、スラスラと犯人の絵を描いた。

「これ、似顔絵です。狂きよう言げんでこんなに詳くわしく描けないでしょ？」

　あれほど凶きよう悪あくな犯人なら、前科があるに違いない。人相を見ればピンと来るのではないか、と彼は期待していた。

　長い黒髪、黒いレザーコート、不自然なまでに整った顔立ちを白しろ塗ぬりにし、片手にはナイフ。事件を思いだすたびに吐き気けを催もよおすほどの怒いかりを感じたが、必死にこらえてそれを描いた。画材は、画材店で買ったばかりのスケッチブックとコンテ……なゆりのものだった。

「ほほう、うまいね」

　刑事は感心したように言った。

「君、けっこうこういう感じの漫まん画がとか読むのかね？」

「はぁ？」

　斜ななめ上うえの質問に、浦人の声がひっくり返る。どんなに言っても自分のことばが信用されないのだと、彼は痛感してイライラした。

（何だよ、俺がイカれた漫画に影響されて、安っぽいウソをでっち上げてるって言いたいのか？　俺のことばを信じてないってことは、窓月のことを本気で捜してないってことだ。殺人事件の検挙率が下がってるってテレビでやってたけど、すぐに捜せば助かった殺人もあるんじゃないのかよ！）

　そのとき、扉とびらがノックされた。迎むかえにきた浦人の母親は別の部屋で待たされているはずなのに、誰だろう……と、彼かれは怪け訝げんな目を向けた。

　入ってきたのは、背の高い女性だった。入ってきた瞬間に、ふわっと香こう水すいの香りがした。浦人の母親は食べ物商売なので香水をつけないためあまり詳しくは判らないのだが、そんな浦人ですら何だか高級そうな感じの香りだと思うぐらい、良い香りだった。

　女性は、豊満なボディに淡あわい色のスーツを合わせていた。髪は長く、年ねん齢れいは三十歳さいを少し過ぎたぐらいだろうか、だが髪かみ型がたや服装や化け粧しようのせいで、二十歳はたちぐらいにも見える。スーツの下に着たシルクの開かい襟きんシャツからのぞく胸むなもとが、大理石のようになめらかで白い。

　浦人は、驚いたように彼かの女じよを眺ながめた。

（美人だなあ……！　窓月も可愛いけど、この人の美び貌ぼうは次元が違う。俺はデッサンが得意だからどんなに化粧をしていても元の顔が判るけど、この人は骨格から完かん璧ぺきに美しい、まるで芸術品みたいだ。でも、年齢が判らないな。テレビの女優もそうだけど、美人の年齢ってのは判らないものなのかなあ……）

　彼女は、怜れい悧りな目もとの知的さと口紅を塗った扇せん情じよう的てきな赤い唇の不思議なバランスが、大人の色いろ香かを漂ただよわせていた。ルネッサンスの絵画を思わせる肉感的な美貌を見て、浦人はまるで名画を前にしたように呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「寄き留りゆう署長、どうされました」

　刑事がそう尋たずねたので、浦人は彼女がこの黒羽根署の署長だと知り、びっくりした。

（ええーっ、この人が警察官っ？　しかも、この刑事たちより若いし女の人なのに署長だって？　刑事ドラマでときどき出てくる『キャリア』ってやつかな。こんな美人なのに、頭もいいなんて……すごいなあ）

　キャリアとは、大学を出て国家公務員試験に合格した警察のエリートのことだ。最初の数すうヶか月げつこそ交番勤務などの「下積み」をすることもあるが、すぐにあれよあれよと出世して、若くして警察署長などの重役におさまる。

　ドラマではたいていたたき上げの刑事と反目する悪役だが、寄留は浦人を見ると優やさしげに微笑ほほえみかけて、どうもそういう感じではない。絵画に描えがかれた女め神がみのように、美しく優ゆう雅がな女性だと彼は思った。それもそのはず、よく見ると彼女の顔立ちも体つきも、一対一・六二の黄金率にぴったりと当てはまっている。ミロのビーナスやモナリザなどに共通する、完璧な美の比率である。

「小滝浦人くん……ね？　署長の寄留氷ひ美み華かよ、よろしく」

　挨あい拶さつされても、浦人はぼうっとしていた。寄留が、もう一度声をかける。

「小滝浦人くん？」

　はっ、と浦人はわれに返る。

「す、すみません。俺おれは美術が好きなんですけど、寄留さんがまるで美術の教科書みたいに完璧な美の基準を満たしていたので……つい黄金率の計算をしちゃって、ぼんやりしてました」

「は？　何言ってるんだ？」

　刑事たちは眉まゆをひそめたが、寄留はにっこりと笑った。

「わたしが黄金率ですって？」

「セ、セクハラですよね、すみません」

「いいえ、いいのよ。わたしは美しいと言われるのが好きなの、子供のころからずっと……たとえお世辞でも、ね」

「お世辞じゃありません。警察って硬かたい感じなのにあんまり美人なので、びっくりしちゃって、つい……」

「そう……ね。わたし、もともと法律関係の仕事をしようと思って、大学の法学部に在ざい籍せきしていたの。在学中に五歳下の妹を殺されて、それで警察官になったのよ」

　寄留は穏おだやかな口調で淡たん々たんと語った。浦人は思わず、頭を下げる。

「す、すみません！」

「いいのよ、もう終わったことだし……時効だしね」

　殺人事件の時効は、現在では二十五年だが、二〇〇四年までの事件ではわずか十五年である。

（時効ってことは……犯人は逮捕されてないのか。まさか、俺を刺したのと同じ奴やつじゃ……？）
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　寄留は爪つま先さきまでていねいに整えられた白魚のような右手で、浦人の描いた似顔絵を手に取った。まるで、中学校の美術室にあったモデル用の手だけの石せつ膏こう像のような綺き麗れいな手だ……と思って、彼は左手のほうにも目を向ける。が、左手には包帯が巻かれていた。

（あれれ……せっかく綺麗な手なのに、怪我けがでもしたのかな）

　浦人がそんなことを考えている前で、寄留は似顔絵を何度も眺めて、感心したように言った。

「この似顔絵、貸してもらえるかしら」

「え……俺が描いた似顔絵を？」

「まあ、あなたが描いたの？　とても上手だわ。今はコンピューターの、顔がん相そう認にん識しきシステムというのがあってね。たとえ変装や厚化粧をした顔でも、過去のデータベースと照らし合わせることができるのよ」

「そ、それって写真でなきゃ無理なんじゃないですか？　そこまで完璧に描けてるかどうか、自信が……」

「似顔絵でも、もしかして何か手がかりがつかめるかもしれないでしょう？　君の友達だちの命が懸かかっているんでしょ、何の手がかりも無いのなら、ダメモトでも可能性に賭かけるべきじゃなくて？」

　寄留のことばが頼たのもしくて、浦人の顔に血の気がさした。

「……ありがとうございます！」

　浦人は何度も頭を下げた。彼女は似顔絵をたたむと、スーツの胸の内ポケットに入れ、微笑みで応えた。




　深夜に警察署から解放されても、浦人はなゆりのことが心配で、とても自分ひとり暖かな家に帰る気になれなかった。それで彼は、迎えに来てずっと待っていた母親に、

「一人で帰りたい」

　と、言った。

　浦人の家は小料理屋をしている。彼の母・瀧たき江えは長い黒くろ髪かみをアップにし、着物姿に割かつ烹ぽう着ぎの和風美人だ。高校生の息子むすこがいるというのに、色白でシワひとつ無く、二十代後半にしか見えない。息子のことばにびっくりして、目をぱちくりしていた。

「一人で帰るって……別のタクシーで帰るって意味かい？」

「ううん。もう一度、現場に戻ってみたいんだ。警察は窓月のことを、ちゃんと捜してくれてない気がするんだ」

「母さんはおまえが言うことを信じてるよ。だから心配してるんだよ、犯人が口くち封ふうじに襲おそってきたらどうするんだい？　もし行くんなら、母さんも一いつ緒しよに行くよ」

「それこそ、犯人が襲ってきたらどうするんだよ。俺ひとりなら逃にげられるけど、母さんは着物にぞうりじゃないか。危ないから、母さんは帰ってろよ」

　タクシーのそばで心配そうに見送る母に背を向けて、浦人は闇やみの中へ駆かけだした。




　闇の中、浦人は昼間自分たちが襲われたビル街に戻った。

　もう終電も終わっていて、誰だれも残っていないのか、ビルの窓の明かりはほとんど消えていた。通報直後はイエローテープが張られて警官や鑑識官が何十人もいたのだが、もう何の痕こん跡せきも無い。

　それでも、並木の間にのぞく青い街灯のわずかな薄うす明あかりの中、浦人は少しでもなゆりや犯人の手がかりをつかめれば……と地面をなめるように見ながら、犯人が駆け去った方角へ歩いていった。

　そのとき、強つよい薔薇ばらの香かおりがした。浦人は不快に感じて、鼻を押おさえた。

「何だ、香水のきついＯＬでもこの道を通ったのかな？」

　頭が痛くなるほどの香りだと思った。風に乗って、流れてくる。

「あら、来たの？　家まで迎えに行く手間が省けたわ」

　冷ややかな声が頭上から聞こえた。ぎょっとして顔を上げると、青い街灯の上に黒い服を着たラミカが座すわっていた。

　彼女は、昼間と同じ服装だ。黒いレースをふんだんに使ったゴシック風のスカートが夜風になびいて街灯の前にたなびき、地面に落ちる光をちらちらと揺ゆらしている。

　夜だからか、黒い傘は閉じられている。傘に、小さな金色のコウモリのマスコットがついていることに浦人は気付いた。彼女の背後には、満月が冷たく光っていた。

「九結……」

　ラミカを見た瞬しゆん間かん、昼間彼女にされた口付けが頭の中にフラッシュバックして、浦人の顔にカアッと血が上った。彼女は浦人の真っ赤な顔を見て、つまらなそうに「ふん」と鼻を鳴らす。

「何想像してるのよ。言っとくけど、思い上がってるんじゃないわよ。あんたを好きでキスしたわけじゃないんだからね」

「べ、別に思い上がってるんじゃないぞ、俺だって迷めい惑わくなんだって！」

「何ですってー！　このあたしにキスをされて迷惑だなんて、何様のつもりよ！」

　ラミカは傘かさを開くと、ひらり、と街灯の上から飛び降りる。街灯の高さは、並木よりも高くおよそ六メートル。けれど、空気抵抗で傘がおちょこになってしまうこともなければ、ラミカが着地しても物音一つ立つこともない。まるで、羽う毛もうのようだ。濃こい薔薇の香りが、ますますきつくなった。

　ラミカは無口で、クラスの中では浮ういた感じだった。姿がよく目立つし、小こ柄がらで顔も可愛かわいいので目をつけている男子はいたものの、学校を休むことも多くて、彼女に声をかけられた男子もまだいないという噂うわさだった。

「おまえ……無口だと思ってたけど、すごい毒どく舌ぜつだな」

　すると彼女は傘を閉じて、呆あきれている浦人にその先を突つきつけた。

「あんたは無む駄だ口ぐちばかり叩たたくのね。ちょっと黙だまってれば？」

　そのとき彼は、傘の先、石いし突づきと呼ばれる部分が槍やりのように尖とがっていることに気づいた。先せん端たん恐きよう怖ふ症しようではないけれど、いい気もせず、傘の先を横に向けるため、つまもうとする。

「これ、人に向けたら危ないだろ」

「触さわらないほうがいいわよ、この傘の先は銀製なの。銀のイオンは強力な殺さつ菌きん効果があるのを知ってる？」

「浄じよう水すい器きとかに入ってるやつだろ」

「銀イオンは活性酸素を発生させて、細さい胞ぼうの膜まくに穴を開けるの。吸血鬼にとって活性酸素は命取りよ、十じゆう字じ架かに弱いというのも十字の形は関係なくて、十字架は神聖な銀で作られていることが多かったからなの。銀に触るとどうなるのか興味があったら、触ってみてもいいけれど？」

「い……いや、別にいい」

　吸血鬼と活性酸素が何がどうつながるのか解わからなかったが、とりあえず何か怖こわそうなので、彼は手を引っこめる。

「吸血鬼といえば……映画で見たことがあるけど、吸血鬼にするだけなら何もマウス・トゥ・マウスじゃなくても、どっかから血を吸うだけでいいんじゃないのか？」

「その方法は『感かん染せん』の確率が低いのよ。あたしだって、あんたなんかとマウス・トゥ・マウスなんてまっぴらだけど、粘ねん膜まくを接せつ触しよくさせるのが一番高確率だっていう研究結果が『ＭＯＶモツブ』で出たんだからしかたないでしょ」

「モッブって何だよ」

「説明は後よ。小滝、切きり崎さきを追うから手伝いなさい」

「キリサキ？」

「切崎契ちぎり。あんたを刺した奴よ」

「あの殺さつ人じん鬼きを追いかけるだってっ？」

　浦人は、目を白黒させた。

「何考えてるんだよおまえ、刑事ゴッコのつもりか？」

「だって、あたしが捜さがさなきゃ誰が捜すのよ」

「いや、普ふ通つうに警察が捜すだろ」

　浦人は呆れ半分に言う。出だし抜ぬけに、ラミカは笑いだした。

「おめでたいわね、警察が捜してくれると思ってるならどうしてあんたはここに来たのよ？」

　鋭するどく問われて、彼はぐっとことばにつまる。

「今日のニュース、まだ見てないのね」

　と、彼女は黒いポシェットからワンセグ携帯を取りだした。小さな液えき晶しよう画面に、深夜のニュースが流れる。アナウンサーが、淡々と原げん稿こうを読み上げた。

『本日午後四時ごろ、東京都黒羽根市でナイフを持った男に近くの高校生男女が襲われました。男は年ねん齢れい二十歳はたちから三十歳、痩やせ型がたで身長一七〇センチ前後。行方ゆくえ不明の十五歳の女子ともども、警察が行方を捜しています。では次のニュースです……』

　浦人は呆然とした。

「これだけ？」

　一言、そうつぶやくのがやっとだった。

　似顔絵を描く前にも、警察にもテレビ局の取しゆ材ざい陣じんにも、自分はたくさん話をしたはずだ。なのに、自分が必死に説明した犯人の特とく徴ちようも、似顔絵も、まるで取りあげられていない。年齢二十歳から三十歳、痩せ型で身長一七〇センチ前後の男など、いったいこの日本に何百万人いることか？

「服や現場に残ってたあんたの血けつ痕こんに関しては、完全無視ってわけね」

「カラスにやられた猫ねこの死体があったから……あれの血をなすりつけた狂言だと思われたみたいだ」

「さすが異状死体の解かい剖ぼう率たった一割を誇ほこる日本の警察らしいザル捜そう査さだわ。まああんたの傷が全部ふさがってる以上、血痕は無視しておいてもらったほうがいいんだけど」

「それにしたって、これっぽっちの情報で犯人が捕つかまるわけないじゃないか……！　どうしてなんだっ？　殺人犯が逃とう亡ぼう中なんだぞっ？」

「残念ながら、殺人犯には『人権』があるわけよ」

「何言ってんだ、行方不明になってる窓月の人権はどうなるんだよ！」

「もうひとつ残念ながら、死んだ人間には『人権』は無いのよね」

　と、彼女は人差し指を上げて、傘の先で頭上の青い街灯を指した。

「小滝、最近どうして日本じゅうに青い街灯が増えたのか知ってる？」

「え？　……き、綺麗だからだろ？」

「青い光は、人の攻こう撃げき性せいを抑おさえると考えられているのよ。街灯の色にまで頼たよらざるを得ないぐらい、日本では犯罪が増えてるってこと」

「ま、まさか！　日本の警察は世界一優秀なんだろ？」

「それは、どう見ても殺人としか思えないようなケースでも、ちょっと捜査や検挙が面めん倒どうくさそうなら警察では『事故』や『自殺』で片付けてしまうからよ。都内では、変死で検視官が検死をするのはわずか五パーセントだって知ってる？」

「たった……五パーセント？」

「特に二十三区外では、ほとんど検死されないわ。もし全部殺人事件だったら、今、九割以上とうたわれている殺人事件の検挙率は、実はわずか数パーセントになるでしょうね」

「それって……殺人者が、そのへんを平気でウロウロしてるってことか」

「テレビのニュースを見てても、おかしな事件が多いでしょう？　政治献けん金きんや裏金の調査をしている最中に官かん僚りようが謎なぞの『自殺』……とか、凶きよう悪あく殺さつ人じん鬼きなのに『大人の事情』で名前も顔写真も公開されていない逃亡中の殺人犯……」

　よく聞く話だった。浦人は、背筋がぞくっとした。

「で、でも……犯人を逮たい捕ほしなきゃ、また犠ぎ牲せい者しやが出るじゃないか！　日本が治安がいいってのは……嘘うそだったのか？」

「むしろ犯罪大国ね、日本の警察官の数は先進国では最下位クラスだって知ってた？　全国で警察官は二十四万人しかいないのよ。郵便局員の半分、国民五百人あたり警察官一人しかいないわけ。おかげで犯罪検挙率は二割、残りの八割は迷めい宮きゆう入り……。現に黒くろ羽ば根ね市では、特にこの五年間で殺人件数が倍増しているわ。この五年で、三十件をこえる未解決の連続猟りよう奇き殺人事件が起こっているのよ」

　ラミカの言葉が、すぐには浦人の頭の中に入ってこなかった。

「ご……五年間で三十件も？」

「自殺や事故として処理されてしまった事件を含ふくめると、百件近くになるわね。逃とう亡ぼう犯はんのほか、『再犯の可能性があるのに無罪や刑けい期き短縮になった犯罪者』、それから治安が悪化しているこの市に『割れ窓理論』でひきつけられてきたチンピラ犯罪者たち……そんな人殺しのクズ野や郎ろうが、そのへんで普通の顔をしてウロウロしてるわけ。だけどこんな街灯、衝しよう動どう殺人ならともかく、切崎のような冷静な快楽殺人鬼に効くわけがないわ。つい先週も隣となり町まちの繁はん華か街がいで、ふだん路上で手作りのシルバーアクセサリーを売っていた若い女が切り刻まれたところよ。刺さされてもしばらく生きていたようで、血が全部流れだしていたそうだわ……あんたがやられたときと一緒ね」

「そ、それだけ犠牲者が出てたら捜査しなきゃおかしいだろ？　手が足りないなら、手配書の一枚でも貼はっててくれれば！　もしそのへんに連続殺人鬼が野放しにされてるって聞いてれば俺だって、窓月を連れてひと気の無い道なんて通らなかった。その先週の殺人事件だって聞いてない、聞いてたらもっと気をつけてたのに！」

「被ひ害がい者しやよりも加害者の人権を大事にするのがこの国の常識なのよ。疑わしきは罰ばつせず、容疑者が未成年だったり背後関係によっては実名や顔写真も伏ふせられる。野放しにされた犯罪者がまた事件を起こしたり、更こう生せいしたからといって仮出所した犯罪者がお礼参りで被害者を殺しに行くような……それが、この国のイカれた常識なのよ。だからこそ、こんな『犯罪大国』に育ったわけだけどね」

　ラミカは、浦人の手をそっとつかんだ。女の子の手はこんなに小さいものなのか、と彼は驚おどろいた。それと同時に、白い小さな手が燃えるように熱いことにも気付いた。

「被害者は死人に口無し、でも今回は『間に合った』わ。小滝、あんたは貴重な『目もく撃げき者しや』よ。切崎を追うのを手伝いなさい」

「どうしておまえは奴の名前を知ってるんだ？」

「『上』が調べたからよ。あたしはこの黒羽根市が『担当区域』だから、上の指令に応じて追うだけ。切崎の名は判っても、奴は何度も整形手術を受けていて、今の顔も名前も判らないわ。あたしは、それをずっと追ってたのよ」

「じゃあ俺、おまえが捜せるように奴の似顔絵を描いてやろうか。さっき描いたのは警察に置いて来たけど、絵には自信があるんだ」

「そんなまだるっこしいことをしなくても匂においを追えばいいでしょ、ちょっとは頭使いなさいよ」

　と、ラミカは浦人が倒たおれていたビルの隙すき間ままで彼の腕うでを引っ張って連れてくると、背中をドンと強く押した。

「うわっ、ととと！」

　バランスを崩くずして、浦人はガラクタの山の中に突っ込んだ。

　その瞬間、妙みような匂いが鼻をついた。

「うぐ！」

　思わず彼は鼻を押さえた。ガラクタの山は、彼が流した血が腐くさって細さい菌きんが繁はん殖しよくしたのか、生なま臭ぐさくてむっとするような悪あく臭しゆうがした。

「うっ……げえ！」

　吐はき気けがこみ上げ、彼は後ずさる。彼の家は小料理屋をしているから、ゴミ捨て場には魚の内臓なども山盛りになっているが、これほどの悪臭ではなかった。

「嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びんになってるのよ。だからあたしも、こうしていつも強い香水でもつけてなきゃ、汗あせ臭くさい男子高校生がひしめきあう学校になんて通ってられないわけ」

「汗臭くて悪かったな。傷が治ったり鼻がきくようになったり、いったい俺に何をしたんだよ？」

「いいから、よく嗅かいでごらんなさい。切崎の匂いを思い出すのよ」

　と、ラミカは後ずさっていた彼の頭を無む理り矢や理り押おさえつけると、ガラクタの上によつんばいにさせた。

「おいっ！　俺は犬かよ！」

「あたしの犬にしてほしいとでも？　こっちにも選ぶ権利あるんですけど？」

「おまえ、ほんっとーに毒舌だな。学校で見てるかぎり、そんなキャラだとは思ってなかったぜ……」

　浦人は吐き気をこらえつつ、ガラクタの周りの匂いを嗅ぐ。

　切崎が立っていたあたりに、周囲とは異質な匂いを感じた。子供のころよく買ってもらった、モンスターのソフビ人形が脳のう裏りにぱっとひらめいた。

「……ここ、買って袋ふくろから出したばかりの、ソフビ人形みたいな匂いがするぞ」

　浦人は切崎の服装を思いだす。彼のブーツは、真新しかった。レザーのように見えたが、ビニールレザーだったのかもしれない。古い靴なら土などがこびりついていて、何らかの遺留品を現場に残す可能性がある。恐おそらく彼は人殺しをするために、わざわざ新しい靴を準備してきたのだろう。

「犬は人間の一万倍鼻がいいというけれど、匂いによっては人間よりも鈍どん感かんだったりするのよね」

　確かめるように何度も地面の匂いを嗅いでいる彼かれを見下ろして、ラミカが言った。

　真新しいビニールの匂いは、確かに切崎が移動したのと同じ方向へと続いていた。道の反対側の方向に匂いが続いていないということは、切崎はなゆりを追って行ったのと同じ方角からやってきて、このビルの隙間で被害者を待っていたのかもしれない。

「こっちだ！」

　浦人は匂いを追いかける。交差点に来くるたびに、匂いを嗅いで方向を確かく認にんした。気が焦あせって、駆け足あしになる。そのとき、浦人は奇き妙みようなことに気づいた……一歩一歩のストロークが大きい。まるで三さん段だん跳とびでもしているかのようだ。びゅんびゅんと風景が後ろに流れ、風が顔に当たる。自転車に乗っているときより速いかもしれない。

「な……何だ、このスピードは！」

　ラミカは後ろから、走って追いかけてきた。しんどそうに、息を切らしている。

「ちょっと、全速力で走らないでよ。あたしもかなり馴染んでるほうなのに、あんた意外に早く馴染んだわね」

「馴染むって、何のことだよ」

「今は説明してる暇ひまがないわ。さっさと匂いを追いかけなさいよ、犬のおまわりさん」

「どこまで偉えらそうなんだよ」

　彼女の態度の悪さに、浦人はブツブツ言いながら歩きつづける。

　匂いは高層マンションに続いていた。入り口はオートロックで、入れそうにない。しかし、匂いは確かにマンションの中に続いている。

「ここなの？」

「なんか、すごい金持ちそうなマンションだな。どうやって入る？」

　浦人が尋たずねる。ラミカは冷静な表情で、オートロックのキーを押しはじめた。

「おい、適当に押したって……！」

「適当じゃないわ」

　彼女はボタンをひとつひとつ、確かめるように押していく。

「神経細胞が活性化すれば、嗅覚同様、触しよつ覚かくも鋭くなるわ。キーを支えているシリコンゴムの疲ひ労ろう度どの違ちがいが指先の感覚で判るぐらいにね……二、五、八、九か」

　彼女は四つのキーの組み合わせを変えて入力する。四つのキーの組み合わせは、四の階乗だからわずか二十四通りだ。すぐに「ピーッ」と音が鳴り、ガチャッと音がしてオートロックが開いた。

「よし、入るわよ」

「九結、おまえいったい何者なんだ？」

　浦人はラミカの後についてマンションの中に入りながら、呆れたように尋ねる。彼かの女じよは振ふり向むいた。ツインテールの金きん髪ぱつが、ふわりと揺れた。

「吸きゆう血けつ鬼きだって言ったでしょ、同じ質問を二度するのはバカの証しよう拠こよ？」

「バカでもいいから聞かせろよ、どうしておまえがあいつを追いかける？」

「仕事だからよ」

「仕事って何だ？」

「すぐに判るわ。それに……」

　と、彼女は非常階段を登りはじめた。

「なゆりは、あたしのたった一人の友達だからね」

「仲良かったのか、知らなかった」

「変わってるのよ、なゆりは。あたしは友達なんか作るつもり無かったのに、あたしが一人でいると一緒にお弁当食べようって誘さそってきたりして……」

「放っておけなかったのかな。窓月らしいな」

「なゆりは可愛いし優やさしいし友達が多いし、あの子と一緒にお弁当食べたがってる子は他ほかにいっぱいいたのに……あたしなんて、たぶん卒業までは高校にいられないのに、ほんと、お節せつ介かいなんだから」

「卒業までいられないって？　なんでだ？」

「歳としを取らないからよ。こんな小学生みたいな高校三年生、見たことないでしょ？」

　それはそれで、一部のマニアにはじゅうぶんアリかもしれないが……と浦人は思ったが、口に出すと思いっきりののしられそうだったので、黙っていた。

　二人は、どんどん階段を登っていった。しかし、どの階にもあの匂いはしない。

　まだまだ上の階なのか、と浦人は顔を上げる。三十階建ての高層マンションだが、非常階段をどんなに歩いても息が切れない。自分の体が、明らかに変化していることを彼はまた実感した。

「昨日、なゆりに相談されたのよ」

　階段を登りながら、ラミカが言った。背中を向けているので、浦人には彼女の表情が判らない。けれど、声が少し低くなっている。もしかして、怒おこっているのか……と、彼は思った。

「どう考えても、あんたに『弟で子し入り』したいって。なゆりって絵が好きで、よくあたしも一緒に美術館とかにも行ってたのよ。まあなゆりの場合、下手の横好きなんだけどね……そういうところも可愛いんだけどさ。あたし良い友達のフリをして、あんたは帰宅部みたいでヒマそうだから、絵を教えてもらったらって言ったんだけど……言ってからすごく後こう悔かいした」

「そのせいで、窓月が襲われたんだもんな」

　浦人は責任を感じて、がっくりとうなだれる。

「じゃなくて、あんたがＯＫしたからよ。そりゃあなゆりは可愛いけど、あんたっていつも榊幹士とくっついてて女子に興味なさそうだし、全然脈がありそうな感じじゃなかったから安心してたのに、誤算だったわ……」

　ラミカは、初めて振り返かえった。思いっきり敵意に満ちた目で、浦人を睨にらんでいる。

「え？」

「言っとくけど！　あたしは、あんたになんか負けないんだからね！」

　彼女は非常階段の上から、傘の先でビシッと浦人を指した。色白の顔がわずかに赤く上気し、黒いレースのスカートが夜風にはためいている。スカートの中が見えるんじゃないかと思って浦人は一いつ瞬しゆん焦あせったが、よく見ればしっかりとフリルのついたズボンのような下着（ドロワーズ）をはいている。

「何をおっしゃってるのやら？」

　きょとんとしている浦人から、彼女はぷいっと顔を背そむけ、怒ったようにずんずん階段を上がっていく。

「どうして怒ってるんだ……？」

　彼女が何を考えているのか、浦人にはさっぱり判らない。

　彼女について階段を上がるうち、ふと、浦人は足を止めた。

「あの匂いだ！」

　二十六階。廊ろう下かに並ぶ各戸の扉とびらの数が目に見えて減っている。高層階は、一室ごとのスペースが広い高級仕様になっているようだ。

「この階だ、匂いが強くなってる」

「ふん、このあたりだと家賃は一ヶか月げつ五十万を超こえるセレブクラスね」

「悪党が都会の夜景を睥へい睨げいしながら、人殺しのことばっかり考えてるのか……ゾッとしないな」

「何をしてそんな大金稼かせいでるのかしら？　貧しさから来る社会への復ふく讐しゆう心しんから殺人を犯おかす奴やつも腐りきったクズだけど、金持ちの道楽で殺人を犯す奴は反吐へどが出るほどのクズだわね」

「それ、どっちがマシっていう意味なんだ？」

「どっちもクズって意味よ」

　二人は廊下を歩く。深夜一時にもなっているので、さすがにどの部屋もほとんどの電灯を落としてしんと静まり返っている。

　一室だけ、あかあかと電灯がついている部屋があった。その部屋の前に立つと、あのビニールの匂いがツンときつくなった。部屋の中からは、女ものの香こう水すいの匂いがきつく漂ただよっていた。表札は「如月きさらぎ怜れ音いん」となっている。

「この部屋だと思うけど、苗みよう字じが違うな。男だか女だか、っていうか読めないし……それに、女ものの香水の匂いがする」

「いいかげんな情報は要いらないわよ。香水が男ものか女ものかって、断定できるわけ？」

「ったく、上から目線だなー。おまえは刑けい事じドラマの上司じゃねーし、俺おれは部下じゃねーんだぞ？」

「男とばっかりつるんでる人間が、女ものの香水に詳くわしいとは思えないもの」

「警察署長の女の人がつけてた香水と同じ匂いがあったからだよ！」

「ああ、なーるほど」

「女ものの香水ってことは、まさか、あいつ女だったのか？」

「女に化けることもあるかもしれないけど、いちおう男よ。ついでに、その表札は偽ぎ名めいよ。あいつは名前も顔も仕事も変えながら、警察がマヌケなんだかフヌケなんだか恐ろしく能無しなこの町で、十年以上も好き放題殺人を続けているの。特にこの五年の殺害数は目に余るので、ＭＯＶモツブは早さつ急きゆうに処分しろって言ったわ」

「さっきもその名前を聞いたけど……『モッブ』って何なんだ？」

「ミニストリー・オブ・バンパイア、日本語に翻ほん訳やくすると吸血鬼省ってとこね。あたしはそこから、この黒羽根市の担当者として派は遣けんされてるの。住居も戸こ籍せきもＭＯＶが用意してくれるわ。でも吸血鬼は成長しないから、あたしが一ヶか所しよにいて怪あやしまれないのはせいぜい五年まで。何が何でも、任期のうちに切崎を捕まえたかったのよね」

「五年か……。だから、卒業までいられないって言ったんだな」

「さて、どうやって怪しまれずに切崎を部屋の外におびき出すか……」

　ラミカは、腕を組んで考えこむ。

　いっぽう浦人は、インターホンのボタンを押おしていた。

「すみませーん、夜分恐れ入いりますー」

「これ以上もないほど正せい攻こう法ほうね。感心を通りこして呆れたわ」

　呆ぼう然ぜんとしているラミカの前で、彼は何度もインターホンを押した。だが、返事は無い。

　そのとき、コツーン、コツーン、と靴くつ音おとが聞こえた。

（切崎かっ？）

　浦人は緊きん張ちようの目を向ける。だが、そこにいたのは薄うすいひらひらしたワンピースを着た、モデルのような若い女だ。ロングの巻まき髪がみで、化け粧しようが濃こく、香水の匂いもかなり強つよい。手には花束と、ブランド物のバッグを持っていた。

「あんたたち、人の家の前で何やってんの？」

　女は責めるような口調で尋ねる。ラミカが、浦人に視線を向けてささやいた。

「『人の家』って、こいつが切崎？」

「顔が違う、別人だ」

「あんたを襲おそったときはヘヴィメタみたいな化粧をしてたんでしょ？　化粧が違うから見み間ま違ちがいってことは？」

「デッサンは骨格の勉強からするんだぜ、化粧ぐらいでごまかされるかよ」

「ということは……あんた誰だれ？」

　ラミカが、悪びれもせず大きな態度で出たので、女のほうがとまどってしまう。

「あ、あたしはアゲハ……怜音の恋こい人びとよ」

「恋人？　あいつが誰だか知ってるの？」

「何よ、あんたみたいなガキまであたしに指図するわけっ？　ホストはみんな嘘つきだとでも？　女より金が目当てだとでも？　でもあたしは違う！　怜音はあたしだけを愛してるって言ったわよ、他の女なんてただの客だって。だから今夜、あたしが特別に彼の家に呼んでもらえたのよ。邪じや魔ましないでよ！」

　切崎の読みにくい偽名が、ホストクラブの源氏名っぽい……ということに、浦人は気づいた。アゲハの話と総合すると、どうやら切崎は若い美形に整形したのを良いことに、ホスト業界にもぐりこんで金を稼ぎ、こんな良い暮らしをしているらしい。

　整形手術をしている上に、ホストもブラックメタルとは別方向ではあるが厚あつ化げ粧しようをしていて当たり前という職種である。これでは、ラミカがなかなか彼の顔や住所の情報を手に入れられなかったのもうなずける。犯罪者の中にはときどきＩＱの高い者が混じっているというが、切崎もかなり頭がよく、犯行の大だい胆たんさに反して用心深いようだ、と浦人は思った。

　浦人は恐る恐る、彼女に聞いてみた。

「あの、アゲハさん……ここに来ることは、誰かに言ってきましたか？」

「言うわけないでしょ、ナンバーワンホストの怜音の家にプライベートで呼ばれたなんて知られたら、嫉しつ妬とした他の女に怜音が何されるかわからないじゃない。怜音が二人の秘密だって言ったんだから、二人の秘密なのよ！」

　クスッ、とラミカが冷たく吹き出した。アゲハは彼女をにらんだ。

「ちょっと！　あんた、なんで今笑ったのっ？」

「あら……失礼。怜音さんなら、屋上で待ってるわよ」

「お、屋上？　どうしてそんなところで？」

「素す晴ばらしい夜景を、あなたと楽しみたいんですって。あたしたちは、ここの管理人の子供よ。あなたへの伝言を頼たのまれて、待ってたわけ」

「そ……そうだったの」

　鬼おにのようだったアゲハの表情がゆるんだ。

「ありがとう、じゃあ屋上へ行ってくるわ」

「ここだけの話だけど、あの人見かけによらず子供っぽいところあるから……かくれんぼして待ってるかもね」

「そうなんだ。クスッ、可愛かわいい！　じゃあ、張り切って捜しちゃおうっと！」

　アゲハは喜んで、パタパタとエレベーターホールへ駆かけていく。

　ラミカは皮肉な笑えみを浮うかべていたが、浦人は青ざめていた。

「九結……もしかして、アゲハさんって……」

「いい質問だったわね、小滝。お察しのとおりよ。あの女、今夜切崎に殺される予定だったわ」

　あまりにも生々しい現実を目まの当あたりにして、浦人は息をのんだ。

「昼間、俺を刺したばかりなのに」

「殺さつ人じん鬼きの中には、まれに異常に知能の高い奴がいるわ。知能が高いから、なかなか捕つかまらない。そして表面的には紳しん士しに振ふる舞まうこともできるし、他人の心理を読めるからバカな女に簡単にモテる。とんでもない殺人鬼のくせに、なぜか女がかばうって例があるのは、そのためよ。それにあいつ、あんたの話じゃ実じつ年ねん齢れいよりもかなり若く美形に整形してるっぽいしね」

「切崎は……いったい何人殺してきたんだろうか」

「さあね。判わかっているのは、あいつが殺したのはあんたが最後になるってことよ」

　ラミカは、切崎の部屋の扉を見る。

「それにしても、出てこないわね。あのバカ女が捜し疲つかれて戻もどってくる前に、別の侵しん入にゆう方法を考えなくちゃね……」

　そのとき、「ボボボボボッ」という重低音が闇やみの中に響ひびいた。外車のエンジン音のようだ。浦人はハッとして、柵外を見た。

「しまった！　入れ違いになってたのかっ？」

　真っ暗な中、はるか下方に真っ黒い外車が見えた。闇やみ夜よのカラスという言い回しもあるように、本来なら何も見えない条件だ。しかし吸血鬼になった浦人の鋭敏な目にははっきりと、運転席に座すわる切崎が見えた。ブラックメタルの化粧ではなく、金髪に黒スーツに薄うす化げ粧しよう、というホスト風のいでたちだが、骨格は全く同じだ。見間違えるはずがない。

　車は高級外車らしい素晴らしい加速度で、あっという間に闇の中へ消えた。ラミカも、柵から身を乗りだす。

「あらまあ、気づかれたのかしら？」

「自動車に乗られてしまったら、靴くつの匂いを追えない！　どうすればいい、九結？」

「直接追えばいいじゃない。まだあそこに少し、テールランプの光が見えてるもの」

　彼女は車が消えていった闇の彼方かなたを見つめる。余よ裕ゆうの微び笑しようを浮かべている理由が、浦人には解わからなかった。

「二十六階から階段を下りてるうちに、見えなくなるじゃないか！」

「それ、階段を下りなきゃ間に合うってことでしょ？」

　ラミカが浦人の顔を真正面からじっと見つめた。彼女の不敵な笑みに、浦人は不ふ吉きつな予感を抱いだいた。

「ちょっと待て。何を考えてるんだ？」

「あいつをとっ捕まえてブッ殺す、って考えてるわ」

　そう言うと、彼女はいきなり浦人の手を引っ張り、柵さくを乗りこえて飛び降りた。

「うわあああああああああ！」

　二十六階である。浦人は絶ぜつ叫きようしているが、ラミカは黒い傘かさを広げ、美しく滑かつ空くうした。夜風になびくラミカのワンピースやヘッドドレスが、黒い翼つばさのように見えた。

　傘が空気を受けて、ビリビリと悲鳴を上げている。ラミカはちょっと傘に視線を向けたあと、浦人に視線を落とした。赤い唇くちびるの奥おくに、八や重え歯ばのような牙きばが見えた。

「悪いけど、この傘お気に入りなのよね……」

「え？」

　きょとんとしている浦人から手を放した上に、ラミカは彼の胸を「トン」と突つきとばして、自分から離した。

「傘が壊こわれるのはお断りよ、別々に追いかけましょ」

「うわっ？」
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　浦人は上空三十メートルほどの高度から、逆さまに落下しはじめた。

「うわあああああ！」

　ラミカは近くのビルの屋上にひらりと着地し、そこから再び飛んで切崎の車を追いかけはじめる。

　いっぽう、浦人はまだ落下している。二十六階といえば、足から落ちても足や骨こつ盤ばんを骨折し内臓を損傷して即そく死しする高さだ。

　せめて頭から落ちないようにと必死にもがくのだが、ラミカのように巧たくみに空中で姿勢を制せい御ぎよできない。このまま頭が割れて、ジ・エンドとなることは火を見るよりも明らかだ。アスファルトの地面が、すぐ目の前まで迫せまってきた。

「わーっ！」

　とっさに、彼は両手を突き出だした。せめて少しでも落下の衝しよう撃げきを緩かん和わできれば……とワラにもすがる気持ちだった。

　ところが、彼の手はふわりと地面をとらえた。

「……え？」

　彼は目をまるくする。跳とび箱ばこのときに手をつく程度の衝撃しか感じなかった。力が自然に反作用を起こし、バク転状態で再び空中高く飛び上がって、そのまま着地した。

　彼は呆然としていた。心臓が恐ろしいほどドキドキしいた。落下が怖こわかったからではない……いや、怖かったのは事実だが、全身が燃えるように熱かったからだ。まるで、熱湯風ぶ呂ろに入った後のようだった。体の中に原げん子し炉ろでもあるみたいだ、と彼は思った。動どう悸きはばくばくと激しくなり、全身から、滝たきのように汗あせが噴ふきだした。

「な……なんで助かったんだ？　あの状じよう況きようで？」

　夜風が、淡あわい薔薇ばらの香かおりを運んできた。ラミカの香りだった。

「……あ、そうだ！　奴を追わないと！」

　浦人はダッシュした。夜風に乗ってくる薔薇の香りが、浦人を導いた。




　深夜である。ほとんど車は通らない。浦人は車道を走った。一キロも走ると、切崎の車が見えてきた。

　車が遅おそいのではない。浦人が速いのだ。浦人はどんどんスピードを上げる。すぐに追いつき、バンパーをつかんで屋根の上に飛び乗った。

「うっ？」

　奇妙な衝撃に気づいて、切崎は屋根を見上げた。浦人は屋根の上からフロントガラスをのぞきこみ、両手を組んでフロントガラスに叩たたきつける。一いつ瞬しゆんにしてフロントガラスにひびが入り、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。

「うわあああ！」

　切崎は視界を奪うばわれ、急ブレーキをふんだ。

　車が止まりきる前に浦人はボンネットの上に移動し、砕けたガラスまみれになっている切崎の胸むなぐらをつかんでボンネットの上に引っぱり出した。昼間は全くかなわなかった切崎を、片手で軽々とつかみ上げられる自分の力が小気味よかった。

「切崎、窓月をどこにやった！」

「な、何だてめー！　なんで俺の名前を知ってやがるんだ！」

　整形手術で作られた、貴公子のように端たん整せいで上品な顔立ちには似つかわしくない下げ卑びた声が飛びだした。邪じや悪あくな表情も不自然に引きつっている。全すべてを覆おおい隠かくす美男子のマスクの下から、悪あく魔まの本ほん性しようが覗のぞいているのだ。

　その偽いつわりの顔を見ていると、浦人は怒いかりのかたまりが腹の底からマグマのようにわきあがってくるように感じた。

「とっとと答えないとぶっ殺すぞ！　おまえの顔を見てるだけで、理性がフッ飛びそうだからな！」

「理性がフッ飛びそうなのはこっちだぜ、女がもうすぐ来るってのによ！　女に飲ませるワインを買いに行く邪魔しやがった上に、俺の愛車をよくもこんなグチャグチャにしやがって！」

　切崎は、黒いスーツの胸もとに隠していたコンバットナイフを引き出して浦人に斬きりかかった。浦人の腕うでが骨まで切きり裂さかれて、鮮せん血けつが噴きだす。

「うっ？」

「ボケが！」

　浦人がひるんだ隙すきに、切崎は彼を蹴けり飛とばした。彼はボンネットから落ち、切崎はその上から馬乗りになって斬りかかる。

「ひゃはははっ、死ね死ね死ねーっ！」

　浦人は腕をクロスさせて防ぼう御ぎよする。斬られた部分に激痛が走り、血が噴きだした。傷はたちまち治りはじめるが、治るよりも早く傷つけられて、彼は血まみれになる。

（なんでワインを買いに行くのに、ナイフなんか持ってるんだ？　このナイフで、あのアゲハとかいう人を切り刻むつもりだったんだな！）

　夕方に刺さされたときと違って、恐きよう怖ふは感じなかった。痛みすら感じなかった。ただひたすら、すさまじい怒りが増ぞう幅ふくするばかりだった。

「てめー、やめろっ！」

　浦人は切崎を押しのけようとした。ところが、先ほどまでと違って力が入らない。

「えっ……？」

「何だ、それで押しのけてるつもりか？　さっきのバカ力はまぐれかよ！」

　押しのけようとした浦人の手が斬られ、鮮血が飛び散った。その勢いが、先ほどより弱いことに気づいた瞬しゆん間かん、浦人の頭がグラッとした。

（やば……貧血っ？）

「俺の車を壊しやがって、てめーも同じにしてやるぜ！　ひゃはははは！」

　切崎は、浦人をメッタ刺しにしはじめた。

「窓月は……どこだ？」

　彼は刺されながらも、気き丈じように問とい詰つめる。

「今日の夕方……お前が追いかけた女の子はどこにいるんだ！」

「何でそんなことを知ってる？」

　尋ねて、よくよく浦人の顔を見て、切崎は驚おどろきの声を上げた。

「てめー！　あの小こ娘むすめと一いつ緒しよにいたガキじゃねーか！　殺したはずなのに、化けて出やがったのかっ？」

「窓月はどこだ、言え！」

「ヘッ……あの小娘なら、川に落ちたぜ」

　浦人の顔がこわばった。

「川……にっ？」

「俺から逃にげようとしてな。橋の欄らん干かんから川まで十メートルはあったか……。デザートを食いっぱぐれた気分だったぜ。捜そうかとも思ったが、川は増水して荒あれてるし、十分ほど待ってもちっとも浮き上あがってこねえし、あれじゃあどう考えても生きてねえからな。死んでたら殺せねえわけだから、捜すだけ時間の無む駄だってやつでやめたんだ。ホストクラブへの出勤時間も近づいて、着がえなきゃいけなかったしな。それで客の女を殺して口直ししようと思ってワインを買いに行くところだったのに、邪魔しやがってよう！」

「窓月が……死んだ……っ」

　浦人は呆然としていた。頭の中が爆ばく発はつしそうで、何も考えられなかった。

「コーヒーショップでタバコ吸うやついるよなあ、ああいうのどう思う？」

　唐とう突とつに、切崎は笑いながらたずねる。

「俺は許せねーんだ、だってコーヒーの香りが台無しだろ？　コーヒーなんて、それ自体は苦いだけでたいしてうまい飲み物じゃねえ。コーヒーのうまさってのは、香りが半分以上を占しめるわけなんだよ。人殺しも同じでなあ、声を出させないように猿さる轡ぐつわをかまして暴れないようにサックリ殺すなんてのは、香りのないコーヒーみたいなもんなわけさ。そういうのはただの『作業』だ、何のインスピレーションも生み出さない俗ぞくっぽい『作業』さ。だから、てめーを刺したときみたいな白昼の通とおり魔まなんてのは、俺にとっちゃまったく無意味なんだよ」

「窓月が死んだのか……？　俺は……何のために、ここまで追いかけてきたんだ……」

「人殺しの醍だい醐ご味みは悲鳴、哀あい願がん、それを拒きよ絶ぜつされたときの絶望、これに尽つきるんだ。ブルーマウンテンよりも芳ほう醇じゆんな香りを楽しめるってわけよ。なのに、川に落ちるなんてまったく役に立たない小娘だぜ」

「おまえが……そうだ、おまえが窓月を殺したんだ」

　切崎の攻こう撃げきで血が失われて行っているというのに、浦人の心臓は激しく鼓こ動どうを打っていた。怒りで全身が熱くなる。凶きよう暴ぼうな攻撃心がむき出しになる。

「殺したがどうした？　てめーもこれから死ぬんだよ、今度こそスッキリさせてもらうぜ！　いい声で啼なけよ！」

　切崎はナイフを大きく振りかぶった。心臓を狙ねらっているのがわかった。

「窓月を……よくも」

　浦人は全身が燃え上がるように感じた。今まで感じたこともなかった、野生の獣けもののような激しい怒りが彼を突き動うごかす。彼はナイフを心臓に突き立たてようとした切崎の腕をつかむと、いきなり噛かみついた。

「ぎゃあああ！」

　切崎は悲鳴を上げて後ろに転がった。浦人は彼の腕の肉を噛みちぎっていた。口を血で汚よごし、布と肉をぺっと吐はき捨すてる。切崎の腕は、骨が見えていた。

「て……てめええええ！　よくもやりやがったな！」

　切崎は激げき怒どして、浦人につかみかかる。先ほどまでとは比べ物にならないぐらい、すさまじい力だ。ひるんだ浦人は切崎に、高々と差しあげられた。

「な、何だ、この力は……！」

　はっ、と浦人は気づいた。

　吸血鬼に血を吸われた人間は吸血鬼になるという。だが、浦人はラミカに血を吸われたわけではないのに吸血鬼になった。吸血鬼になるのに大事な要素は、「血を吸われる」ことではなく、「吸血鬼の唾だ液えきが人体に入る」ことではないのか？

　だとすれば、浦人は切崎に噛みついたことで、はからずも彼を吸血鬼にしてしまった。同じ吸血鬼という立場なら、もともとの体力差や戦せん闘とう力りよくの差から考えて、浦人に勝ち目は無い。

　切崎も、自分の力に気づいたようだった。

「何だ、この力は？　すげえ力が出るぜ、何なんだこりゃ？」

「しまった……！」

　浦人は顔を歪ゆがめた。首を絞しめられて酸素が足りなくなってくると、どんどん体が冷えていくのを感じた。反対に切崎は、燃えるように熱い手をしていた。切崎の手がどんどん熱くなっていき、浦人の首の骨がギシギシと軋きしむ。

「イヒヒ、首の骨を砕いてやるぜ！　何がどうなってんのかとか、ややこしい理り屈くつはいい。この力があれば今まで以上に人を殺せる、ってことさえ確かならな！」

　切崎は笑う。吸血鬼となった浦人の骨は頑がん丈じようで、なかなか砕けない。切崎の腕に血管が浮きあがった。

「まずはてめーで『性能試験』をさせてもらうぜ。死ぃねええええええ！」

　切崎は、渾こん身しんの力をこめた。

　その瞬間、今にも砕けそうだった浦人の首からスッと力が抜ぬけた。持ち上げられていた手をすりぬけて浦人は落ち、突とつ然ぜんのことでうまく着地できずに尻しり餅もちをついた。

　いったい、どうして急に切崎が自分を放したのか……怪け訝げんに感じながら見上げると、切崎の指先は白く乾かん燥そうして、第一関節のあたりまで干ひからびていた。手全体から、沸ふつ騰とうしたヤカンのようなすさまじい水蒸気が吹ふきだしていた。

「ギャアアアア！　なっ、何だこれは！　どうしたんだ！」

　切崎は焦あせって手をよく見ようとしたが、動かしたひょうしに乾燥した部分が、まるで蚊か取とり線せん香こうの灰が落ちるようにぼろぼろと崩くずれてしまう。

　浦人も、何が起こっているのかわからなかった。切崎の指の崩ほう壊かいはどんどん進み、すでに第二関節まで無くなっている。彼かれは、パニックを起こしていた。

　そのとき、切崎の背後にラミカが立った。切崎はギョッとして、視線だけをラミカに向ける。

「な、何だ小娘！　ボーッと見てんじゃねえよ、救急車、救急車呼べ！」

「まさか、走っている途と中ちゆうで小滝に抜かれるとは思っていなかったわ。でも、仕事の締しめはきちんとあたしがしておかないと、『上』への報告の都合もあるしね」

「救急車呼べっつってんだろーが！」

　切崎の指は、すでに根元まで崩れていた。興奮して正気を失った彼は、両手ではさみこむようにしてナイフを持ち、ラミカに襲いかかった。

「九結、逃げろ！」

　浦人は叫さけんだ。切崎のナイフが、ラミカの左ひだり腕うでをひじの関節からスパッと斬り落とす。

「九結ーっ！」

　ゴトン、とラミカの腕が落ちた。切崎は引きつった笑い声を立てる。

「ひっ、ひひゃっ……！　お、おまえも痛ぇだろー？　さ、さっさと救急車呼べよ、救急車だよ！」

　だがラミカは、冷静に腕を拾いあげると、切り口に押しつけた。

　五秒ほどで、彼女の腕は完全にくっついてしまう。指を曲げたり伸のばしたりして様子を見ている彼女の姿に、切崎は呆然とした。

「なっ……何だおまえはっ？」

「吸きゆう血けつ鬼きは、肉芽が急速に分ぶん裂れつすることで少々の傷なら元に戻せるのよ。でも、切り裂かれた服は元に戻らない……」

　ラミカは切れた左袖そでを投げ捨て、切崎をビシッと指さした。

「このワンピは、あたしの一番のお気に入りだったのよ。それを破ったおまえは、どうやら死ぬしかないようね」

「なっ、何言ってやがる、小娘がぁーっ！」

　切崎はふたたびラミカに斬りかかった。彼女は黒い傘をバッと開いて切崎を払はらう。小こ柄がらな彼女の姿は傘に隠れて見えず、切崎はどこを狙えばいいのか掴つかみきれなくて今ひとつ攻こう撃げきが冴さえない。

「小娘っ、ややこしいことしやがって！」

　切崎が攻撃するたび、傘が少しずつ切り裂かれて彼女の姿がちらちらとのぞきはじめる。切崎の顔に、歪んだ笑みが浮かんだ。

「丸見えだぜ、お嬢ちゃん」

「許せないわね。ワンピのみならず、傘まで壊すなんて」

　ラミカは素す早ばやく退いて傘を閉じる。

「よく見りゃ可愛い顔をしてるじゃねえか。予定変へん更こうだ、救急車を呼ぶのはてめーを血祭りに上げて、たっぷり殺しを堪たん能のうしてからにするぜ！」

「救急車を呼んだら、あんたは逮たい捕ほされるんじゃないの？」

「バーカ、俺は今まで一度だって逮捕されるどころか、警察に声をかけられたことすらねーんだ。警察に捕まるようなドジは、絶対踏ふまねーんだよ！」

「そうね、あんたは警察には捕まらない。ただ、塵に還るだけよ」

　ラミカは冷ややかにつぶやき、破れた傘の石いし突づきを切崎のほうに向けて、力任せに切崎の胸の真ん中……心臓を、確実に貫つらぬいた。

「ぐぶう！」

　切崎の口から血が噴き出でる。同時に、銀製の石突きの周囲からすさまじい蒸気が上がった。

　切崎の全身が、乾燥しはじめた。指先から始まっていた崩壊は一気に加速する。だが、指先の崩壊のときのような水蒸気は上がっていない。さっきまでとは別のことが、彼の体内で起こっているようだった。

　彼の全身の皮ひ膚ふはたちまちパリパリに乾燥してひび割れ、肉も骨も塵となって崩れていった。

「うげええええ！　なっ、何だ、これは！　体が干からびる……っ！」

　切崎は数十秒のうちに完全にミイラ化した。形が残っていた部分も自重に耐たえかねて崩壊し、細かい塵と化した。

　夜風が、その塵を吹き飛ばした。塵は、砂や土よりもはるかに細かくて、ごく軽いもののようだ。浦人は親しん戚せきの葬そう式しきに出たとき、火か葬そう場ばで焼きあがったお骨を拾ったときのことを思い出した。

　夜風をまとって、ラミカは倒たおれている浦人のほうに歩いてきた。

「油断して自分の血を流しすぎたわね、小滝。細さい胞ぼうの活性化にはミトコンドリアが必要、ミトコンドリアには酸素が必要、酸素を運ぶには血液が必要。理科Ⅰいちで習ったとこでしょうが」
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　ミトコンドリアとは、細胞の中にある小さな器官で、酸素呼吸を行う。糖や脂し肪ぼうなどの栄養源からエネルギーを作りだす途中で、毒性の高い「活性酸素」が出てくる。活性酸素があると体の中が錆さびついてしまうため、それを無毒化する酵こう素そが存在する。もし酵素の生産量が少なければ、細胞が傷ついたり死んだりするらしい。

「つまり俺は、血が流れすぎて酸素不足になったから力が抜けたってことか？」

「興奮すると、アドレナリンが出るわ。怒りと闘とう争そう心しん、筋肉の収縮と心しん拍ぱくのアップ……特に吸血鬼は細胞が活性化しているだけに、急激に大量のアドレナリンが出てしまう。怒りや破は壊かい的てきな衝しよう動どうを抑おさえきれなくなりやすいのよ。それを抑えて冷静に対処できなければ、命取りになるわ、吸血鬼が陥おちいりやすい自じ滅めつの途みちよ」

　ラミカに指し摘てきされたとおりだ、と浦人は思った。絵を描かくのが好きな浦人は、決して攻こう撃げき的てきな性格ではない。むしろ、じっくりと何時間でもキャンバスに向かっていられる粘ねばり強づよい根気がある。

　切崎を追って車から引きずりだした自分は、あまりにも攻撃的で短気で、自分ではなかったような気がした。その結果自分は、冷静さを失ったあまり失血死するところだった。

「おまえ、また俺を助けてくれたのか？」

「あんたを助けたわけじゃないわ。あんたを吸血鬼にしたのは、『腐くさった林りん檎ご』を塵に還す任務を遂すい行こうするためよ」

「『腐った林檎』？」

「ベンジャミン・フランクリンの名言よ。最近けっこう流行はやってたのに知らないの？」

「最近って、ベンジャミン・フランクリンは十八世紀の人だろ。おまえ何なん歳さいだよ」

「女の子に年ねん齢れいを聞くのがマナー違い反はんだってことも知らないのね」

　ラミカは軽けい蔑べつしたような目で浦人をねめつける。

「フランクリンは言ったわ。『林檎箱の中に腐った林檎がひとつあったら、素早く取り除かないと、あっという間に周りの林檎も腐っていく』……犯罪者も放っておけば、社会に害をなし他ほかの人間を傷つけたり殺したりするわ。それにもかかわらず、この国では犯罪者の権利が守られすぎている。疑わしきは罰ばつせず、犯罪者のプライバシーを尊重して累るい犯はんを招く、果てにはこいつみたいな殺人鬼を野放しにする……」

　ラミカは靴のかかとで、まだ残っていた塵を蹴け飛とばした。浦人は少しずつ体が回復しはじめて、ゆっくりと起き上がる。

「正義の味方ってことなのか？」

「正義？」

　ラミカは皮肉に笑う。

「他の国のテロをでっち上げて攻撃することだって、人間は正義だと言うわ。そんな卑いやしいこと、あたしは言わない。あたしたちはあくまでも自分たちの生存のために、『林檎』を守っているだけよ」

　つまり、とラミカはツインテールの長い髪かみをかきあげた。

「国連で平和維い持じ活動をしている吸血鬼もいれば、交差点で旗を持って緑のおばさんをしている吸血鬼もいるってこと。ＭＯＶはそれぞれの吸血鬼に適した任務を与あたえ、合法的な血液と特製の日焼け止めを配給するわ」

「特製って、日焼け止めなんてドラッグストアでも売ってるじゃないか」

「人間用の日焼け止めは紫し外がい線せんしかカバーできないのよ。でも吸血鬼が日光に弱いのは、日光に含ふくまれる全ての可視光線の波長のミックスが原因なわけ。虹にじ色いろの『連続スペクトル』の光の振しん動どうにミトコンドリアが共きよう振しんして、活性酸素が出まくるのよ。蛍けい光こう灯とうや月の光のような『単色スペクトル』なら大だい丈じよう夫ぶなの」

　と、ラミカは説明した。

「吸血鬼は警察内部にも入りこんでいるわ。事件の情報をあたしのような各地区を守る担当者に連れん絡らくして、警察が捕とらえられない殺人鬼を狩かるというわけよ。こういう『後始末』も警察がしてくれる。ただの廃はい車しや遺い棄き事件で済まされるはずよ」

　ラミカは、切崎の車を指さして言った。浦人は驚いて、息をのむ。

「血けつ痕こんがけっこう残ってるのに？」

「そうね、吸血鬼になるまえに流した血は、蒸発しないから残っちゃってるわね。でも、あんたが刺されたときの血痕すら警察は調べなかったじゃない」

「あれは、猫ねこの死体があったからだし……」

「それに明らかな殺人事件だって自殺で済ませることに比べれば、これぐらいの隠いん蔽ぺいは可愛いものじゃない？　ついでにＭＯＶの方針に逆らった吸血鬼を狩るのもあたしの仕事よ、吸血鬼の存在が公になるわけには行かないからね」

「方針って……俺おれは吸血鬼になるのに何の同意もしてないんだけど、それでも逆らったら殺されるってかなり納なつ得とく行かないんだが」

「だってあんたは、もともと死んでいたはずの人間だもの。ＭＯＶは、殺す人間と死ぬ人間の血を吸うことは許可しているの」

「どっちにしても死ぬ運命だから、ってことかよ」

「このままＭＯＶの方針に従って生きても良いし、従えないというならあたしの責任で『狩って』塵に還してあげるわ」

「貴重な食しよく糧りようである人間をホイホイ殺したら駄だ目めなんじゃないのか？」

「人の話を聞いてないわね、あんたはもう吸血鬼だし本当なら死んでるのよ。あたしが生き返らせた人間をあたしが塵に還すなら、プラマイゼロでしょ」

　と、彼かの女じよは乱暴な持論をぶちながら、浦人に破れた傘を突きつける。

「とはいえ……あんたは才能があるから、本当を言えば塵に還すのは惜おしいんだけどね」

「絵の才能なら、ちょっとは自信ある」

「絵じゃないわ。狼おおかみ男おとこの正体が、野犬が持っていた狂きよう犬けん病びようウイルスだってのは有名な話でしょ。人間が吸血鬼になるのは、『ヴラドウイルス』がミトコンドリアに感かん染せんするからよ」

「ウイルスって……インフルエンザみたいな？」

「そう。このウイルスに感染したミトコンドリアは活性化して、大量の酸素を処理し大量のＡＴＰとよばれる生体エネルギーを作ることで、常人をこえる力や治ち癒ゆ力りよくを生みだすの。けれどミトコンドリアが異常に活性化すると体内に活性酸素が増えて、数分のうちに全身の細胞が死んでしまうわ。それにエネルギーを作るときに発生する熱で、人体はあっという間に乾燥してしまう。条件がそろっていれば、その熱で服などに着火することもあるわ」

「もしかして、夏休みにテレビの恐怖特集でよくやってる『恐怖の人体発火現象』ってやつか？」

「まれなケースだけれどね。普ふ通つうは全身の細胞が乾燥して塵になるだけ……つまり、吸血鬼は『腐った林檎』の血を吸ってヴラドウイルスに感染させることで、塵に変えて簡単に死体を隠いん滅めつできるということなの」

「で、でも、切崎は塵にならずに吸血鬼になったじゃないか」

「活性酸素を無毒化する酵素の能力が生まれつき高いと、ヴラドウイルスと共存して吸血鬼になるのよ。ただし酵素の強さには個人差があるから、激しい運動で自分の酵素の力以上にミトコンドリアが活性化するか、銀の弾だん丸がんなどを体内にブチ込んで銀イオンで活性酸素を増やしてやれば、切崎のように体が砕けるわけ」

「ジョギングしてる人が年齢よりもシワシワなのは、運動すると活性酸素がたくさん出て細胞がダメージを受け、老化が早くなるから……ってテレビでやってたな。それと同じってことか？」

「そう。酵素の能力の低い吸血鬼は激しい運動ができないわけだから、ほとんど吸血鬼の力を使えない。比較的能力の高いあたしでも、力は抑えてるわ。あんたみたいに、思いっきり走って平気なんてのは、めったに無い体質なのよ」

　ラミカに言われて、浦人は自分の胸に触ふれる。

「俺の、活性酸素を無毒化する酵素が強つよいってこと？」

「普通の人間には、一生全く役に立たない特性だけどね。まあメリットといえば、歳としをとっても肌はだが綺き麗れいなのと、ガンにかかりにくいってことぐらいかしら？」

「そういえば俺の家系は、ガンで死んだ人がいないな。母さんも、歳よりずっと若く見られるし……それが、俺の才能ってことか」

「だから殺すには惜しいと言ったのよ。個人的にはあんたなんか殺してやりたいんだけど、吸血鬼省では『優ゆう秀しゆうな吸血鬼をきちんと教育して吸血鬼省に従わせること』って指針を掲かかげてるものだからね」

　そう言いながら、ラミカはきょろきょろ、と周囲を見まわした。

「で、なゆりはどこにいるの？　あんた、ちゃんと居場所を聞いたんでしょうね？」

「……」

　浦人は黙だまっていた。目から、涙なみだがこぼれる。その涙を見て、今まで余裕しゃくしゃくだったラミカの白い顔にも、サッと不安の影かげが走った。

「……なんで泣いてるのよ。ちょっと、泣くのはやめなさいよ、縁えん起ぎが悪いじゃないのよ！」

「窓月は……死んだって」

　浦人の言葉を聞いた瞬間、ラミカは固まった。

「……え？」

「奴やつに追われて、川に落ちたって。高い橋の上から落ちて……浮うきあがってこなかったって」

「う……そ」

　がくり、とラミカのひざから力が抜けた。

「そんなっ……嘘うそでしょ？　あたしを騙だましてるのよね？」

「ほんとだよ」

「嘘よっ！　だって……なゆりが死んだような気がしないもの！　だから、生きてるって信じて切崎を追いかけてたのよっ？」

「おまえがそう思いたいだけだろ」

「違ちがうわ、親友だから死んでたらきっと判わかるわ！　夢ゆめ枕まくらに立つとか！」

「おまえ、自分でムチャクチャなこと言ってるって判ってるんだろ？」

「なゆりがあたしに黙って逝いくわけないわ、嘘よ、嘘よ！」

　ラミカの大きな両目から、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙がこぼれた。

　浦人も泣きたかったのに、ラミカにそんなに泣かれると、なぜか泣けなくなってしまった。あんなに気の強かったラミカが、まるで親にはぐれた幼子のように頼たよりなく泣きじゃくっている姿を見ると、胸がきりきりと痛んだ。

「取りあえず……川へ行こう。いつまでも水の底じゃ、窓月がかわいそうだ」

　しゃくり上げながら、ラミカは浦人を見上げる。

「あんた、どうしてそんなに冷静なのよ。なゆりが死んだのに、悲しくないのっ？」

「悲しすぎて、涙が出ないんだよ」

　浦人はボソッと答えて、歩き出した。ラミカはその答えに、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、

「ま……待って！　あたしも捜しに行くわ！」

　と、あわてて浦人の後を追いかけた。




　切崎から逃げたなゆりが向かった方角……そこには、幅はば三十メートルほどの川が流れていた。高さ十メートルの橋の下の川は増水して、黒々と荒れている。

「なゆり……こんなところから身を投げたなんて。どんなに怖かったかしら」

　ラミカは、また泣いている。

「よほど窓月が好きだったんだな、おまえ」

　浦人も泣きたい気持ちだった。なゆりを捜しに来たわけだが、川を見下ろすと、なゆりの生存が絶望的であることを嫌いやでも思い知らされてしまう。

「吸血鬼の力があれば、俺は窓月を守れたんだよな……。こんな時代じゃ、明日誰だれが被ひ害がい者しやになるかわからない。九結、俺……吸血鬼省に入るよ」

「こんなときに何よ、なゆりを捜しに来たんでしょうが」

　ラミカはぐずぐずと泣きながら、必死に強がった口をきこうとする。けれど、声に力が無くて、それがよけいに痛々しかった。

「吸血鬼は基本不死身だけど、息ができなくなるとか心臓をクイで打たれて固定されるとかして新しん鮮せんな酸素が細胞に供給できなくなると、ヴラドウイルスに感染したミトコンドリアが周囲の水から酸素を奪うばい取とる。つまり全身の水が酸素と水素に分かれて気化し、乾燥して塵になってしまうのよ」

「切崎みたいに、だな」

「そう。いつああいう死に方をするかもしれないって覚かく悟ごはできてる？」

「生きるためには、死ぬ覚悟をしろってことか。皮肉だな」

　浦人は、橋から川原へひらりと飛び降りる。

「いいさ、覚悟してやるよ」

　川かわ面もは真っ黒だった。どんなに目を凝こらしても、なゆりの姿は見えなかった。ラミカも川原に飛びおりてくる。

「下流に流されたのかもしれないわ」

「窓月は泳げたんだろうか」

「残念ながら……カナヅチよ」

　絶望的な答えを聞いて、浦人は心臓がきゅっと縮んだように思った。

　二人は覚悟を決めながら、ゆっくりと下流に歩いていく。




　ふと、遠くに赤い光が見えた。

　川原から上がった道の上に、救急車とパトカーの赤い回転灯。それから、川原を照らす懐かい中ちゆう電灯の光。

　救急隊員を相あい手てに、酔よっ払ぱらった中年のサラリーマン風の男がろれつの回らない口調で何やら必死に説明している。片手に携けい帯たい電話を持っているところを見ると、どうやら彼が通報したようだ。

「だからぁ～！　ゆってるらろぉ～、変な男が女の子に大きな石をらな～！」

「はいはい、それ夢ですから、傷ひとつありませんから。通報するときは、まず確かく認にんしてからにしてくださいね」

「うっせ～、酔ってねぇよ～、課長のバカヤロ～！」

　救急隊員に適当にあしらわれた酔っ払いはふてくされて、その場に大の字になってしまった。明らかに泥でい酔すいしているようすだ。

　浦人とラミカは、同時に息をのみこんだ。

「……なゆり……か？」

　浦人は、足が震ふるえた。これ以上先に進むのが怖こわかった。

　ところが、ラミカは走りだしたのだ。

「なゆり！　なゆり！」

「ま、待て九結！　心の準備をっ……！」

　震える足を引きずって、浦人も追いかける。

　川原には救急隊員と警官、それに野や次じ馬うまがたくさんいた。浦人は救急隊員が誰かを囲んでいるほうに目を向ける。

「何だ？　おかしいぞ、どういうことなんだ？　どうして救急車がいるんだ？」

　もし死んでいたら、救急車は来てくれないはずだ。心臓がドクドクと激しく脈打つ。全身の血管が、膨ふくれ上がって破は裂れつしそうだ。救急隊員が少し体をずらしたとき、浦人はたしかにその目で見た……制服姿のなゆりが、きょとんとした表情で、救急隊員たちの質問に受け答えしているのを。

「ええ、はい……。友達だちと画材を買いに行って、そのあと記き憶おくが無いんですけど……。川原でうっかり寝ねちゃったのかも」

「そんなところでうっかり寝ちゃうものかね、君はっ？」

「さ、さあ……。わたし、学校の屋上でお弁当食べてて気持ちよくて寝ちゃって、五時間目に遅ち刻こくしたことも何度かありますし……」

　自信無さそうに、なゆりはもじもじしながら答えた。

「なるほどねえ。どうやら、昼間のあの少年の殺さつ人じん鬼き話はやはり狂きよう言げんだったようですな。二人してラリッてたんでしょうかな、最近は高校生でもネットで麻ま薬やくを手に入れたりするそうですしな」

　刑けい事じたちが、勝手に納得してうなずき合う。どうやらもともとの天然な性格の上に、あまりのショックと恐きよう怖ふのため、切崎に襲おそわれてから逃げたあたりのなゆりの記憶が、欠けつ如じよしているようだ。

　ラミカは野次馬たちをかき分けながら進み、泣きながらなゆりの胸に飛びこんだ。

「なゆり！」

「あっ、ラミカ。どうしてここにいるの？」

　なゆりは不思議そうな顔をしている。髪も制服も濡ぬれているが、どこも怪我けがをしているようすはない。ラミカはホッとした。

「捜してたのよ、その……画材を買った帰りに、はぐれていなくなっちゃったって小滝くんに聞いて！　彼ったら、なゆりを心配しすぎて、通り魔に襲われたなんて言いだしたのよ？　警察の人にもご迷めい惑わくをかけたみたいだし！」

「ああ、いや。『通り魔なんていなかった』なら、それに越こしたことはないのです。今度から人を驚かせないように、昼ひる寝ねは家に帰ってからにしなさい」

　刑事がなゆりに言い聞かせる。ラミカは、ぺこぺこと頭を下げながらなゆりを連れ去る。

「すみませんでした、あたしのほうからもよく言って聞かせますので！　では失礼します、ご苦労様でした！」

　ラミカはなゆりの背中を押おしながら、川原の上にあがった。そこには、浦人が待っていた……ごまかすためとはいえ狂きよう言げん扱あつかいされて、刑事たちの前に出にくかったのだ。

「あっ、小滝くん！　小滝くんまで、わたしを捜してくれたのっ？」

「窓月……大丈夫なのか？」

　どう考えても信じられなくて、浦人は幽ゆう霊れいでも見たような顔をしていた。なゆりは、ふんわりと微笑ほほえむ。

「うん。昼休みに小滝くんに声をかけるの、緊きん張ちようしすぎたのかなあ。人間って、緊張しすぎると逆に眠ねむくなるっていうじゃない？　緊張をほぐすために、体の中ちゆう枢すう神経がわざとあくびを出ださせるとか聞くし……」

「とにかく無事で良かった」

　九九パーセント諦あきらめていただけに、喜びもひとしおだった。なゆりは、浦人があまりにもまっすぐな瞳ひとみで自分を見つめて喜びをあらわにするので、ドキンと心臓が跳はねあがる。

「小滝くんって……絵の色づかいもとても綺麗だけど、目も綺麗……」

「え。何か言った？」

　よく聞こえなくて、浦人は聞きなおす。なゆりは、あわててぶんぶんっと首を横に振ふった。

「う、ううん！　何でもないですっ、ほんとに！」

「とりあえず、家まで送るよ。服が濡れたままじゃ、まだこの季節じゃ風邪かぜひくし」

　と、浦人はなゆりをいたわりながら、歩きだそうとした。

　そのとき、ラミカがスッと傘かさの柄えを出して浦人の足にひっかけ、こけさせた。浦人は顔からもろに地面に叩たたきつけられる。

「うぶぅ！」

「小滝くんっ！　だ、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　なゆりが焦って浦人に駆かけ寄よる。ラミカは、しれっとしてそっぽを向いた。

「あーら、ごめんなさぁい。傘が引っかかっちゃった。もしかして、ひざを怪我した？　まあ大変、それじゃあなゆりを送れないわね。じゃあ、なゆりはあたしが送るからっ」

　と、ラミカはなゆりの背中を押して、どんどん先に歩いていく。なゆりは翻ほん弄ろうされて、どうしていいのかどぎまぎしていた。

「ちょ、ちょっと待てよ、九結！　窓月、ちょっとそこで待ってて！」

　浦人はラミカの肩かたをつかんで、引ひき戻もどす。なゆりは首をかしげつつも、浦人に言われたように少し離はなれて待っていた。

「窓月を送るなら、二人で送ったほうが安心だろ！　記憶が飛ぶほど頭打ってるってことかもしれないし！」

「何か勘かん違ちがいしてない？　お気に入りの傘をダメにまでしてなゆりを助けたのは、あたしなのよ。あんたのことだって、切崎となゆりの居場所を突つき止とめるためじゃなきゃ、復活させやしなかったわ」

　ラミカは冷ややかな目でそう言った。ピンチを何度も救ってくれたと思っていたのに、ずいぶん冷たい態度に出られて浦人はとまどう。

「お、おい、なんでそんなにツンケンしてるんだよ？　別に何の用も無くたって、クラスメイトなんだから助けてくれてもいいようなもんじゃないか？」

「クラスメイト？」

　ラミカは、射い貫ぬくような目で浦人をにらんだ。

「思い上がらないでよねっ、あたしとあんたは恋こい敵がたきよ！」

「こ、恋敵っ？　誰と誰が誰の？」

　浦人はラミカのことばが理解できず、目をぐるぐるさせている。

「なゆりに絵を習おうかって相談されたとき、いい友達のフリなんてせずに、断固として止めるべきだったんだわ。言っとくけど、絵を教える以上のことをなゆりにしようもんなら、塵に還すわよ。なゆりは、あんたになんか渡わたさないんだからねっ！」

　ラミカはそう言い捨てて、なゆりのもとに戻る。とまどっているなゆりの腕うでに両りよう腕うでをからめて、ラミカはさっきまで浦人に見せていた冷れい酷こくな表情とは真逆の、甘あまえるような笑え顔がおを彼女に向ける。

「ごめんごめん、待たせちゃった？　急いで帰ろうね、なゆり」

「あ、あの、小滝くんは……一人でいいの？」

「男子だもん、一人で帰れるわよ。それに、なゆりのお母さんに帰りが遅おそくなったことと服が濡れたことの事情を説明しないといけないのに、男子が交じってたら逆に心配させちゃうでしょ？」
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「そ、そっか。ラミカはやっぱり、物知りね」

「そういうこと、なゆりはぜーんぶあたしに任せておけばいいんだからねっ」

　ぎゅっとなゆりの腕を抱だき、ラミカは一度浦人を振りかえって、敵てき愾がい心しんむき出しの目でにらむ。浦人は、頭痛を感じた。

「これって、ややこしい状じよう況きようになるってことか……？」

　吸血鬼省のことよりも、なゆりをめぐって自分を目の敵にしているラミカのほうが百万倍ややこしそうだ……と、浦人は思った。

　取りあえず、浦人も異様に疲つかれていたので（多分半分ぐらいはラミカの態度のせいだが）、のろのろと家路についた。ラミカの態度はいかがなものかとも思ったが、死んでいるとばかり思って諦めていたなゆりが生きていてうれしくてテンパっているのかもしれないし、と浦人は考える。

「窓月のスケッチブックとコンテ、警察で勝手に使っちまったから……新しいの、プレゼントしないとな。明日、学校に行く前に画材屋さんに電話して買っていくか」

　なゆりが無事だったことが本当にうれしくて、浦人は青い月を見上げた。吸血鬼になったこと、それにともなうしがらみについて、まだよくは理解していなかったが、たったひとつ解わかっていることは、今の自分にはなゆりを守る力があるということだ。

（切崎は特別じゃない。最近テレビを見ると、殺人だの戦争だの、それに直接殺すわけじゃないけど金のために多くの人の命を危険にさらしても良しとする建物の耐たい震しん偽ぎ装そうや食品偽ぎ装そう、最近だと農薬や猛もう毒どくカビにおかされた発ガン穀物の流通……人間社会がおかしくなってるんじゃないかってニュースばっかりだ。外国の映画で悪いやつのことを『吸血鬼』って言ったりしてるのに、吸血鬼のほうが良心的だってのも皮肉な話だな）

　警察が捕つかまえられない極ごく悪あく犯を、吸血鬼たちは誰に知られることもなく、闇やみの中で狩りつづけて善良な一いつ般ぱん市民を守っている。

　二度と、切崎のような殺人鬼の凶きよう刃じんに彼女をさらさせはしない……と、浦人は胸に誓ちかっていた。






林檎２　エビル・ドライバー







　雨が降ふっていた。

　夜の闇の中に、ラミカの影かげが浮かんでいた。

　黒い傘を片手に青白い街灯の上に座すわり、じっと見つめているのは古びたアパートの二階の一室。

　そこでは二人の若者が、何台もの携帯電話を床ゆかに広げて、電話をかけ続けていた。腕にはタトゥー、唇くちびるにはピアス、頭にはヒップホップ風のニット帽ぼう、傍かたわらの灰皿には紙き巻大たい麻ま。どう贔屓ひいき目めに見ても、まじめな一般市民には見えない。

「もしもし、俺……俺だけど。そう、タカシだよ。俺……ぐすっ、自動車で事故を起こしちまって……うん、ありがとう。じゃあ今から言う口座番号に百万円……」

　ふう、とラミカは面めん倒どうくさそうなため息をつくと、街灯の上に立ちあがる。ふわりと踏み切きって、アパートの窓を叩き破り、中に飛びこんだ。若者たちは、闖ちん入にゆう者しやにびっくりして叫んだ。

「わあっ！」

「な、何だ、おまえは！」

　彼女は、若者がかけていた携帯電話を靴くつ底ぞこで踏みつけて破は壊かいする。

「今どき『オレオレ詐さ欺ぎ』？」

「俺の携帯に何すんだ！　それと畳たたみの部屋に靴くつで入ってくんな、傘は濡れてるし！　親はどんなしつけをしてんだ！」

「それはこっちの台詞せりふだわ。しかも一度警察に捕まったくせに、刑けい務む所しよの中で仲間を集めて再犯だなんて懲こりないのね」

「な……なんで、そんなことまで知ってるんだ！　おまえは何なんだよ！」

「まあ、たかが詐さ欺ぎ罪ざいじゃ大して食くらいこまないものね。自己破産してしまえば被害者にお金を返す必要もないし、ボロアパートを転々とすればなかなか足がつかないってわけね」

「うるせーんだよ！　世の中は弱肉強食なんだ、頭の回る奴が頭の弱い奴から奪って何が悪い？　食われたくなきゃ自分が賢かしこくなりゃいいんだよ、今どきまだオレオレ詐欺に引っかかるなんてアホだろ？」

「被害者がバカだから悪いって？　どこかから拾ってきたような詭き弁べんね」

「質問の答えがまだだぞ！　てめーは何だって聞いてんだよ、コラ！」

　若者の一人が、ポケットからスタンガンを取りだしてラミカに向けた。端たん子しが飛びだして離れた相手にも当たるタイプのものである。引き金を引いて端子が飛びだした瞬しゆん間かん、彼女は傘でそれを払はらった。端子が傘の骨に当たって、火花が散る。

「うっ？」

　若者が火花にひるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきに、ラミカは彼の首の横に噛かみついていた。

「う！」

　彼女は若者の血を、じゅるじゅると音を立てて吸い取る。

「うー……」

　力の抜けた断だん末まつ魔まの声を上げて、若者の目から光が消えた。頚けい動どう脈みやくから血を吸われて脳に回る血液が絶たれ、短時間のうちに意識を失ったらしい。倒れたあとで、体じゅうから湯気が吹ふきあがり、すごいスピードで塵ちりになりはじめた。特に頭は、あっという間に塵になってしまった。

　ラミカは、塵をつま先で蹴飛ばす。塵の中から銀歯が二十個近くごろごろと出てきたのを見て、彼女は「ああ」とつまらなそうに納得した。

「頭が塵になるのがえらく速いと思ったら、こいつ、銀歯がいっぱい入ってたのね。口の中が銀イオンだらけだから、そりゃあヴラドウイルスが感染したら一瞬で塵に還かえるわよね……歯は磨みがきはきちんと一日三回しておくことね」

「うっ、うわああああ！」

　もう一人が悲鳴を上げながら、窓から飛びだそうとした。だが、ラミカは傘の柄で彼の足を引っかけて倒し、部屋の中に引きずり戻す。

「逃にがすわけないでしょ？　二人とも確実に塵に還すつもりだから、一人目をとっとと殺やったのよ……でなきゃ、あんたたちみたいな悪党、もっとじわじわ楽しんで殺すわよ」

「な、何なんだよ、おまえは！」

　叫んだ若者の口の中を、彼女はじっと見つめた。

「あんたも銀歯がいっぱいねえ。これは、あっという間に塵に還りそうで助かるわ。あたしはとっとと家に帰って、いつ友達から電話がかかってきてもバッチリ出られるようにしておかないといけないのよ」

「俺は殺されるようなことはしてねーぞ！」

「法律的にはね」

　ラミカの目が冷たく光る。

「でも、あんたたちの詐欺に引っかかって自殺した人間がいるとね……『腐った林檎』だと言わざるを得ないのよ」

「じ、自殺したのはそいつの勝手だろ！　俺が殺したわけじゃない！」

「かも、ね」

　彼女の赤い唇に、白い牙きばがのぞいた。

「でも、あたしたちにはそんなこと関係ないの。仮にあんたが聖人君子であろうが、周囲の『林檎』の数を減らす『腐った林檎』であるかぎり排はい除じよする。それがあたしたちの『規準』なのよ」

「わ……わけのわからないことばかり言いやがって！　小こ娘むすめに何ができるってんだ！」

　若者は震える足で立ちあがりながら、彼女につかみかかった。若者は彼女の細い首を両手で絞しめたが、ラミカは彼の手首をがっしりとつかむと、エキスパンダーを伸のばすようにゆっくりと両側へ広げていく。

「ぐ……な、なんて力だっ……！」

「もう『無む駄だなあがき』は全部済んだかしら？　次はあたしのターンで良くって？」

　ラミカは彼の手首をつかんだまま、その腕に噛みついた。

「ギャアアアアア！」

　若者はラミカを突き飛とばしたが、その反動で自分のほうが尻しりもちをついてしまった。反射的に床に手をついたが、すでに手首から先が乾かん燥そうしていて、粘ねん土どのようにもろく砕くだけてしまう。

「うわああああ、俺の手がああああ！」

「あら、予想以上に速いじゃない。活性酸素分解酵こう素そが人一倍少ないようね。日ごろ不摂生してるせいかしら？　緑黄色野菜は、きちんと摂とっておいたほうがよかったわね」

「た、助けてくれよ！　自殺ったって、一人しか死んでないだろーが！　たとえ直接手を下した殺人だって、一人殺したぐらいじゃ死し刑けいにはならないんだぜ！」

「だから、それはこの国の……法律ですらないわよね。ただの判例よ。法律に従えば、一人殺したってじゅうぶん死刑だもの」

　彼女は冷たい声で語りながら、傘の先で若者の腕を突いた。なるべく体が崩くずれないように必死で支えてた腕がボロボロと崩れて、若者の顔が引きつる。

「もう腕まで『感染』が進んでるのね。頭に到とう達たつするのも、もうすぐねえ」

「たっ、助けてくれっ……！　か、体が熱っ……い、痛いっ……！」

「それにね、上層部うえは裁判所と違って、殺した数だの責任能力のあるなしだので罪をはかるわけじゃないのよ。『腐くさった林檎』を排除することで、何人救えるか……が問題なわけ。いわば、予防医学みたいなものなのよ」

　彼女は、若者の砕けていないほうの腕にも傘を向ける。若者は全身の細さい胞ぼうが破は壊かいされていく激痛に絶ぜつ叫きようしながら、死の恐怖を感じて激しく首を横に振る。

「やめてくれっ、頼たのむからやめてくれ！」

「だからあたしたちは、大量殺人をした人間でも、死刑が確定したりして今後いっさい人を殺す危険が無ければ、あえてリスクを冒おかさずにスルーする。ただし、そいつを神格化して模も倣ほう犯が出そうなときは、殺すときもある。あんたたちが自殺に追いこんだ人間は今のところ一人だけだけど、あんたたちのやり口がこれからどんどんずるく巧妙になっていくのは明白でしょ。これから先に自殺に追いこまれる人間の数を考えれば……」

「やめてくれええええ！」

　ラミカは若者の哀あい願がんを無視し、ゴルフのスウィングのようにして彼の腕を打うち砕いた。両腕を砕かれた若者は、体重を支えるものを失って仰あお向むけに倒れる。

「嫌だっ、死にたくないっ、助けてくれええええええ！」

　命いのち乞ごいの絶叫もむなしく、彼の上半身は床に叩きつけられて、土人形のように砕け散ちった。

　ラミカは眉まゆひとつ動かさず、窓を開けた。窓から入る夜風が、軽い塵を吹きとばした。

「自分で言ったんでしょ、『弱肉強食』だってね。つまり、社会の規き範はんっていう『檻おり』を無視して野性の世界に飛びだした以上、あんたたちと同じように法律を無視したもっと強い奴に食われることもあるってことよ」

　ひらり、とラミカは窓から飛び降りた。若者たちの悲鳴が響ひびいても、アパートの他ほかの部屋には灯あかりもついていない。梅雨つゆどきの激しい雨が物音をかき消したのか。あるいは都会ならではの事なかれ主義や無関心か。警察には、内輪もめによる失しつ踪そうとして処理されて終わるはずだ。

「まったく、よけいな手間かけさせて。なゆりが学校を休んでるから、毎晩電話で励はげますのが日課だったのに。これだから『腐った林檎』は生きる資格のカケラも無いクズどもなのよ」

　ぷんすかしながら、ラミカは冷たい雨が打ちつける夜の闇の中へ姿をくらます。

　闇の中を徘はい徊かいしつつ、彼女は遠い昔のことを思いだしていた。




　吸きゆう血けつ鬼きの伝説は、十五世紀の東とう欧おう、現在のルーマニアにさかのぼる。

　ヴラド三世は、東欧の辺境国家、ワラキアの城主だった。当時、彼らは南にせまる強大なオスマン帝てい国こくに抗こう戦せんしていた。

「ヴラド公こうはいずこに？」

　月の明るい夜、二人の騎き士しと一人の僧そう侶りよが丘おかの上で足を止め、切れた息を必死に整えていた。

「すまぬ。トルコ軍のまっただなかへ置き去りにした」

　騎士が言った。年老いた白ひげの僧侶が、首を横に振る。

「仕方のないことです。……いつかは、そうせねばならなかった。不死のわれらなれど、心臓を杭くいで縫ぬいとめられれば死ぬ。あれだけの大群が相手では、不死のヴラド公といえど生きては戻れぬでしょう」

「ヴラド公は自ら小さな竜ドラキユラと名乗る、勇ゆう猛もう果か敢かんな王。ワラキアの独立を守る英えい雄ゆうである以上、われら同じワラキアの騎士の手で葬ほうむるわけには行かぬ。われらの共通目的はワラキアを守ること、内部分ぶん裂れつで英雄を斃たおしたとして人々の士気を下げるわけには行かぬのだ」

　騎士が、辛つらそうにうつむく。

「だが辛い。ヴラド公は本当に、この国を思って戦っていたのだ。わたしは今も、あの方を尊敬しているのだ」

「しかし同時に、串刺しツエペシユ公とも呼ばれている冷酷な殺人鬼だった。よく考えろ、ヴラド公が生きているかぎり、やがてわれわれは『食しよく糧りよう』を失って、滅ほろびることになるのだぞ」

「残ざん忍にんではありますが、あの『串刺し』は、敵の戦意をそぐためには効果的でした。捕ほ虜りよを全すべて尻から喉のどまで串刺しにして、国境に立て並べた。最初は尖とがった杭を使っていたが、より苦しみを長引かせるため、串くしの先を丸くするといったような工く夫ふうまで……」

「城の周りにも死体を立て並べた。腐ふ臭しゆうに眉をひそめた男を、『二度と臭くさくないようにしてやろう』と串刺しにしたこともあった」

「確かに、敵への効果が強大だったことも認めよう。血を求めるのは、われわれの本能でもある……われわれも、今まではヴラド公と同じことをしてきた。敵の生き血をすすることで、その生命力を体内に宿してきた」

「しかし、われわれは気付いたのです。小麦を食い尽つくしては、翌年の小麦が実らず飢うえ死じにするということに」

　老いた僧侶は、遠くにのぞむ土つち煙けむりがわきあがる戦場を目を細めて見つめる。

「だから……ヴラド公には、死んでもらわねばならないのです」

　そのとき。

　丘の下から、一人の騎士が駆け上あがってきた。

　全身、血にまみれている。怒いかりと憎ぞう悪おに燃え上がるような目をしている。全身に矢が突き立っている。オスマン帝国兵の鎧よろいを着ているが、細く尖ったあごにあごひげをたくわえたその顔は、ヴラド公その人だった。

「ヴラド公！」

　騎士らはどよめいた。

「何という戦上手……たった一人で敵の包囲を突っ切るため、敵の鎧を奪って変装したのか！」

　ヴラドは馬の鞍くらの前に、長い金きん髪ぱつを持った美しい少女を乗せていた。その美び貌ぼうに似合わない、粗そ末まつなドレスを着ている。

「助けてイムダート、助けてイムダート……！」

　少女はヴラドの腕の中で震えて泣いている。騎士らは顔を見合わせた。

「テュルク語だ。その少女はオスマン帝国軍の……？」

「飯めし炊たき奴ど隷れいだ、逃げる時にかっさらってきた。小娘ならば羽う毛もうのように軽く、馬に負担をかけぬ……『弁当』にはぴったりではないか」

　ヴラドは、彼女の頬ほおを優やさしく撫なでた。言葉は理解できなくても、ヴラドの目に潜ひそむ残ざん虐ぎやくな狂きよう気きが理解できるのか、少女は身を震わせる。

「おやめ下さい、ヴラド公！　血を吸うのならば……！」

　僧侶が止めようとしたが間に合わなかった。ヴラドは、少女の喉に牙を突き立たてた。

「ヒゥ！」

　少女は吸い込むような悲鳴を上げる。澄すんだ目が恐怖に収縮し、激痛に両足がピーンと伸びた。僧侶は、思わず顔をそむけた。

「何も……殺さなくても、血さえ採れば良いではありませんか」

「またそんなことを言っているのか、コンスタンティン。肉は切り身より、骨のまわりにこびりついたところが旨うまいのだ。人間も同じ……傷口からグラスに集めた血などより、最後まで『生』にこびりつく生暖かい血液こそが旨いのではないか」

　少女は喉を食い破られていた。断末魔の痙けい攣れんをするたびに、血が噴水のようにあふれてヴラドの鎧を濡らす。光を失った目から、力無く涙なみだが垂れる。頭を大きくのけぞらせ、細い首が今にもちぎれ落ちてしまいそうだ。僧侶はうめいた。

「ヴラド公、吸血鬼になる前のあなたは勇ゆう敢かんで賢けん明めいな領主でした。今のあなたは、自らの野や蛮ばんな本能を理性で抑よく制せいしきれなくなっているように見受けられます」

「理性だと？　そんな物は、戦いには糞くそほどの役にも立たぬだろうが。理性が無くなるからこそ、人は強くなれるのだ。体がカーッと熱くなった瞬間、自分が無敵だと感じる、あの快感は何とも言えん」

　ヴラドは片かた腕うでで少女の背を支えながら、渇かわいた者が甘い林檎をしゃくるように、少女の喉から溢あふれる血をごくごくと音を立てて飲んだ。僧侶は真しん摯しにうったえる。

「理解はできます、わしも吸血鬼としてその感情は感じます。しかし、それは抑おさえなくてはならない野蛮な感情なのです。こんなことが教皇の耳に入ったら、ワラキアはオスマン帝国軍と教皇軍、両軍を敵に回し滅びることになりますよ」

「吸血鬼の力があれば、どちらにも打ち勝てるのではないか？　われらがローマを支配するというのも、愉ゆ快かいではないか」

「われらには『弱点』がある、すなわち完全に無敵というわけではないのです。だからこそ吸血鬼であることは隠かくして用心せねばならないというのに、あなたは逆に吸血鬼の力を誇ほころうとしている。どうしても理解していただけないようですね」

「何をブツブツと言っておる、コンスタンティン」

　ヴラドが全身に負っていた傷が、見るみる治癒しはじめる。彼かれの全身から、激しく蒸気が湧わきあがった。

「われと同じ不死の身でありながらオスマン帝国の大軍に怯おびえて退たい却きやくするとは、情け無い奴らだ。次の戦いを考えるぞ、この敗退の屈くつ辱じよくは必ず拭ぬぐう、奴ら皆みな殺ごろしにしてやる！」

　ヴラドはそう言って、「からっぽ」になった少女の遺い骸がいを馬上から投げ捨てようとする。騎士がそれを見とがめ、声をかけた。

「ヴラド公。次の戦いを考える前に、その少女の骸むくろを埋まい葬そうしてやってはどうでしょう」

「埋葬だと？」

　ヴラドは不ふ審しんそうに目を細める。

「何のためにだ？」

「敵といえど人です。敬意を払うべきです」

「異教徒は人ではなかろう」

「では、この少女の血によってあなたは生きながらえたのです。われらは常に神に、食物の恵めぐみを感謝しているではありませんか。あなたの食物となったこの少女にも、感謝を捧ささげるべきかと思います」

「貴様らは『林檎の芯しん』にも感謝を捧げるというのか？」

　ヴラドは出し抜ぬけに笑い出し、かまわず少女の骸を捨てた。どさ、と少女の骸が地面に落ちる。全身の血が飲みつくされてしまい、喉の傷口からはもはや一ひと滴しずくの血も出ていない。無残な少女の遺骸を前にして、騎士らは素す早ばやく目を見み交かわした。

「確かに、異教徒は人ではありませんな」

　僧侶が、剣けんを抜いた。ヴラドは空気が変わったことに気付いて、笑えみを消す。

　騎士らも、次々に剣を抜いた。ヴラドも剣を抜いた。

「どういうつもりだ？　ヨアン、ゲオルゲ、コンスタンティン！」

「『オスマン帝国兵』が『ワラキアの騎士』の前に出て、どういうつもりだもないでしょう」

　三人が、じりじりとヴラドを包囲する。ヴラドの顔が、怒りに引きつった。

「貴様ら、何を考えている。われがオスマン帝国兵ではないことは、わかっておるだろう」

「わかっていますが、あなたは死なねばならないのです。われら吸血鬼が生きのびるためには、人間は狩かるのではなく、羊のように守り育てなければならないからです」

　騎士らは冷静そのものだった。ヴラドは燃えあがるような目で彼らをにらむ。

「オスマン帝国兵と間ま違ちがえた、と国民に言い訳しようというのだな？　われが死ねばワラキアはオスマン帝国に飲みこまれ、侵しん略りやく支配されてしまうだろう。貴様らも、貴族の地位にしがみついておれなくなる！　今までのように、領民から子供を差しださせて食うこともできなくなるぞ！　生まれたての赤子の、あの砂糖菓か子しのような美味に変えられるものなどあるまい」

「命まで奪うばわなくとも、大勢から少しずつ血を取ればわれわれは生きていけることがわかった今、あなたの大量殺さつ戮りくは、小麦の種モミを食い尽くすも同じ行こう為いなのです。それは、敵であっても同じです……ずっと食べて行きたければ、われわれは『畑』を管理せねばならないのです」

「それでは面白おもしろくない。殺すから楽しいのではないか、飼われたアヒルの肉より野生のカモの肉のほうがはるかに美味ではないか！　そしてわれわれには、それを搾さく取しゆする特権が与あたえられている！」

「あなたは『狩る』。われわれは『栽さい培ばいする』。最初から考えが違うのです。そして畑の林りん檎ごを狩って全て落としてしまおうとする害鳥は、駆く除じよするのが『畑の管理人』の役目だということです」

　騎士の一人がヴラドに斬きりかかった。ヴラドは剣ではじく。キーンと火花が散る。ヴラドはそのとき、笑みを浮うかべた。

「その程度か、それが理性で抑えられた力の限界か！　われはその力を全て解放している、すなわち臆おく病びような貴様らには一分の勝機も無いのだ！」

　ヴラドは剣を横一文字に振るい、騎士の首をはねた。

「ぎゃあああ！」

　騎士の首が地面に転がり、体が倒たおれる。断面から、どくどくとどす黒い血があふれ出す。

　体は、首のほうにじりじりと這はいずって近寄っていった。首は自力では動けず、必死でそちらに視線を向ける。だが、手が首をつかむより一瞬早く、ヴラドが剣の先でポロ競きょう技ぎのように首を叩き飛ばした。体は血を流しつづけ、じょじょに動きがゆるくなり、動きが止まったかと思うと突とつ如じよ湯気を噴き上げ、塵となって散った。

　そのときすでにヴラドは、もう一人の騎士と斬りあっていた。剣が相手の心臓を刺さし貫つらぬく。

「ぐえええ！」

「くっくっく……不死の者にも弱点はある。全身の血を流しきるか、心臓を串刺しにして動けなくしてやれば死ぬのだ」

　貫かれた騎士は塵と化し、ザアッと音を立てて崩れた。

　その瞬間、ヴラドの首が飛んだ。

「うっ？」

　ヴラドの首は血を噴ふきだして宙を舞まいながら、自分を攻こう撃げきした者の姿を捜す。ヴラドが騎士の心臓を貫いているすきに、僧侶が背後に迫せまっていたのだ。

「さらばです、ヴラド公」

　僧侶の短いことばが終わる前に、ヴラドは塵と化していた。

　一人残された僧侶コンスタンティンは、緊張が解けて岩の上に座りこんだ。鬼き神じんのごときヴラドと戦って、自分が無事でいられたことが奇き跡せきだと思った。

「カサッ」

　ふと聞こえた葉ずれの音に、コンスタンティンはびくっとした。もう、この場には自分ひとりしかいないはずなのだ。

　そのとき、コンスタンティンはヴラドが「弁当」として連れてきた少女のことを思いだした。無残に殺された彼女だが、その体が塵に還ったところを見たわけではなかったことに気づいた。

「どこだ？」

　彼は立ちあがる。潅かん木ぼくの間を抜けて、逃げて行く少女の姿があった。

「まさか……吸血鬼になったのか！」

　彼は彼女を追う。人間よりもはるかに脚あしが速い。吸血鬼であるコンスタンティンですら、追いつくのが難しい。

「何という資質だ、あの速度で走っていながら汗あせひとつかいていない……！」

　コンスタンティンは剣の鞘さやを投げた。鞘は少女の足にからみ、彼女を倒す。

「キャアア！」

　少女は悲鳴を上げた。コンスタンティンが追いついて、彼女の腕をつかみ、テュルク語で尋たずねた。

『手て荒あらな真似まねをしてすまなかった、大丈夫か？』

　少女はキッと顔を上げる。粗末な衣服は血で汚よごれていたが、ヴラドに噛まれた喉の傷は何事も無かったかのように閉じていた。敵軍の戦士であるコンスタンティンへの警けい戒かい心しん、それ以上に全ての人間への不信感が全身からほとばしっている。

『怯えるのも無理はない、あんな目に遭あったのだからな』

『何よあんたたちっ、噛みついたと思ったら今度は坊ぼう主ずが襲ってくるわけ？　女奴隷だからってなめてんじゃないわよ、クソジジイ！』

　少女は怒ど鳴なって、コンスタンティンの下腹部をドカッと蹴けった。

『うぐ！』

　鎧を着ていたとはいえ、吸血鬼となった彼女の力は強く、ボディブローのようにズシンと効く。

『とんでもないお転てん婆ばだな。ヴラド公にさらわれてきたときは、弱々しい娘むすめだと思っていたのに』

『あたしに触さわるとぶっ殺すからね！』

『落ち着け、わしはおまえの敵ではない』

『敵でも味方でも関係ないわ、オスマン帝国兵だろうがワラキア兵だろうが人間なんて大っ嫌きらい！　あんたたちが起こした戦争のせいで、あたしの家族は死んで、あたしは女奴隷にされたのよ！』

『だから人を蹴るなと！　わしの名はコンスタンティンだ、おまえの名は？』

『ラミカよ、とりゃ！』

『蹴るな！』

　コンスタンティンが押さえつけても、ラミカは暴れつづける。彼は、まるで野生のイノシシでも生いけ捕どりにしようとしているかのような錯さつ覚かくを感じていた。

『ラミカよ、これからわしが話すことを落ちついて聞くのだ！　おまえは今、永遠の命を得た』

『何よそれ、ギャグ？』

『これからは奴隷にならずとも、人に頼たよらなくても自分で生きていけるだけの、人を超こえた力を手に入れたということだ』

『つまんないギャグね』

『真ま面じ目めに聞け！　その力を持ったものを、暴走させるわけにはいかないのだ。ヴラドは恐きよう怖ふで人間を支配しようとしたが、吸血鬼の存続のためには力をおごることは逆効果なのだ。人間は、吸血鬼の力を得れば暴走する、これからは吸血鬼を完全に制せい御ぎよできる組織を作らねばならない。おまえも、このまま野に放つわけには行かない』

　コンスタンティンはラミカの手を取って、立たせた。彼かの女じよはまだ、不審そうに彼をにらんでいる。

『わしのもとに来くるが良い、ラミカ。修道院に入るのだ、そこにはおまえの仲間がたくさんいる』

『またまた。坊主が女奴隷を囲うわけに行かないから修道院ですか、それともそういうシチュエーションが萌もえる変態さん？』

『僧侶でなくても、誰がおまえのような子供を囲ったりするものか』

『子供じゃないわよっ、なめないでよね！　騙だまそうったって、人間なんか誰も信じないんだから！』

『わしは人間ではなく吸血鬼だ。おまえがヴラドにあれほど血を飲まれたのに吸血鬼として復活できたのは、素す晴ばらしい資質だとしか言いようが無い。恐おそらくおまえは、吸血鬼としての高い能力を持っているだろう。その力をわしに貸してほしいのだ。われわれ吸血鬼の繁はん栄えいのために』

　ラミカは不審の目でコンスタンティンをにらむ。彼女は誰も信じない。けれど、このままオスマン帝国軍に戻ってもまた奴隷の生活が待っている。敵に捕とらわれたことで、スパイの嫌けん疑ぎをかけられて殺されるかもしれない。

『……別に、あんたについて行くわけじゃないわよ。戻るところが無いだけなんだからね、勘かん違ちがいしないでよね！』

　彼女は怒りながら、コンスタンティンの手を振ふりほどいた。やれやれ、とコンスタンティンはため息をついた。




　それから五百年以上が経たった。

　吸血鬼は、人間の血液が唯ゆい一いつの食糧であって、それが無ければ生きていけない。通常の食糧や動物などの血液は、消化できない。

　彼らは最初、人を狩ってその血液を主食としていた。しかし、無む尽じん蔵ぞうに吸血鬼が増え人間が減れば、いずれ生態系は崩壊し、共とも倒だおれになる。そこで吸血鬼は方向性を変えた。吸血鬼であることを隠し、人を殺さず合法的に血液を確保するため、医い療りようにたずさわることにしたのだ。

　だが医療現場にいると、戦争や殺人によって貴重な人間がどんどん死んで行くのを目まの当あたりにすることになる。

「自分たちが殺さないよう気をつかってやっているのに、何を自分たち同士で殺しあって数を減らしてくれているのか」

　吸血鬼たちは憤ふん慨がいし、自分たちの食糧が全ぜん滅めつしないよう「吸血鬼ギルド」という組織を独自に作った。ほかの人間を殺す「腐った林檎」を排除しはじめると同時に、自警団形成や防犯活動、休戦調停などに尽じん力りよくしはじめたのだ。

　吸血鬼ギルドは近世になって、吸血鬼省（ミニストリー・オブ・バンパイア）、通つう称しようＭＯＶモツブと名めい称しよう変へん更こうした。もちろんその存在を、一般の人間は知らない。だが東西冷戦の終結もＭＯＶの功績であることは、ＭＯＶ内では有名な話である。




　思い出は、闇の中に溶とけて消える。

　今でこそＭＯＶの方針に忠実なラミカだが、五百年前からそうだというわけではなかった。

　コンスタンティンは、彼女を修道院に入れた。修道院にはラミカと同じ女吸血鬼たちがいて、貧しい人々に食糧を施ほどこしたり、捨て子を育てたり、無料で病気の治ち療りようなどをして、「食糧」である人々を「養よう殖しよく」していた。殺すわけではなく、血液を採取するだけなのだが、人間を「林檎」として見るそれが、どうしても彼女には受け入れられなかった。修道院の仕事を手伝わされるのが、とても苦痛だった。

　しばらくして、殺さつ人じん鬼き狩がりをしていたコンスタンティンが、吸血鬼であることがバレて教会に捕らわれ胸に杭を打たれて死んだと聞いた。

　コンスタンティンに特に恩義を感じていたわけでもないラミカだったが、彼が死んだと聞いたときには、自分でもなぜだかわからないが、涙が出た。

　しかし、コンスタンティンを殺した人間たちへの殺害命令は出なかった。彼らは「腐った林檎」ではないからだ。吸血鬼省の前身である吸血鬼ギルドの決断は、全ての私情を超えて厳密だった。

　納なつ得とくできないラミカに、美しい修道院長が言った。

『あなたの気持ちも解りますが、落ちてきた林檎が頭にぶつかって死んだからといって林檎の木を斬り倒す愚おろか者ものはいません。吸血鬼ギルドの考えは、そういうことです。相手がただの林檎なら、たかが林檎に怒おこったり泣いたりする必要もないでしょう？』

　そうだと思った。その時以来、ラミカも「人間」を「林檎」として見るようになった。修道院長が言うように、そうすればコンスタンティンのことももう悲しく感じなかったからだ。

　ギルドの、そしてＭＯＶの意向に従い、たかが林檎に私情をかけることもないだろう……と、今までずっとラミカはそう思っていた。それが、自分自身の考えでもあると錯覚していた。

　なのに、その心の中に、なゆりが飛びこんできた。そのとき初めて、自分が五百年ものあいだ一人ぼっちで、寂さびしかったのだということに気がついた。

　雨にぼやける青い街灯に照らされて、ラミカはブルブルッと首を横に振った。

　頬に伝っているのが雨なのか涙なのか、ラミカ自身にもわからなかった。

　彼女は携けい帯たい電話を取りだすと、すがるようにそれを両手に持ち、電話をかけた。

「もしもし、なゆり？」

『ラミカ、何？』

「ううん、宿題したかなーって思って」

『したわよ。ラミカは？』

「まだ。……明日の朝、写させてくれる？」

　くすくす、と受話器から笑い声が聞こえてきた。

『いいわよ、じゃあ明日は半時間早く学校に行くわ』

「ほんと？　ありがと、じゃ……おやすみ」

『うん、おやすみ』

　何気ない会話なのに、なゆりの声を聞いていると、胸の中が温かくなってくる。携帯電話が、まるで優しい音色を奏かなでるオルゴールのように感じた。

　ラミカの頬に、血の気が戻もどってきた。もう雨は冷たくなかった。

「もう少し……パトロールをしてから帰るとするか」

　ラミカはすっくと立ちあがり、街灯の上から闇の中へ、ひらりと身をひるがえして消えた。




　切きり崎さきの事件から数日後……その日は梅雨どきには珍めずらしい、青く抜けるような晴天になった。

「ふー。やっと晴れたな！」

　放課後、浦うら人とはスケッチブックとコンテを持って学校の中庭にやってきた。緑が豊かな中庭には、壷つぼを持った白い女め神がみ像ぞうが中央に立つ噴ふん水すいが作られていた。水は壷からあふれ出し、女神像の足元できらきらと水しぶきを立てていた。

「よろしくお願いします、『先生』」

　なゆりが、期待に満ちた目で浦人を見つめてぺこりと頭を下げた。

　絵を教えてほしいとなゆりに頼まれて、デッサン練習用の石せつ膏こう像のように白いこの女神像をモデルにしようと浦人は考えていたのだが、ずっと雨が続いていたのでなかなか決行にうつせなかったのだ。

「じゃあ、まず描かきたいアングルを決めよう。親指と人差し指で枠わくを作って……」

「枠？　ってどんなのですか？」

「両手の親指と人差し指をこう、直角に合わせて長方形を作るんだ」

　浦人は親指と人差し指の先を合わせて長方形を作って見せるが、なゆりは親指同士、人差し指同士を合わせて歪ゆがんだひし形になってしまう。

「あ、あれ？　形が違ちがいますよ？」

「成績いいのに、意外にぶきっちょなんだな。こうだよ」

　と、浦人が何気なくなゆりの手を掴つかんで、修正した。すると、なゆりの頬がポッと赤くなった。そのとき初めて、浦人はうっかり女子の手をさわってしまったことに気づいて、あわてふためく。

「ご、ごめん！　女子を相手にしてるの、忘れてた！　つい、幹かん士じとかに絵を教えてるようなつもりで……！」

「あ、いえ。いいんです、長方形の作り方も解わかりましたし」

　と、なゆりは両手の指で長方形を作り、それを浦人の顔に合わせてのぞきこむ。指で作った小さな窓から見える彼女の大きな目が、きらきらと輝かがやいている。やはり、デッサン的に見てもなゆりはかなり綺き麗れいで可愛かわいい。浦人はその視線を直視できなくて、どぎまぎしながら目をそらした。

　そのとき、浦人は背後に冷ややかな気配を感じた。ギョッとして振りかえると、ラミカが立っていた。
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「掃そう除じ終わったよ、なゆり♪」

　満面の作り笑え顔がおで、ラミカが言った。学生カバンを体の前で両手で持ったりして、思いっきり可愛い子ぶっている。冷れい酷こくな吸血鬼としての顔とは別人のようだ。こうして見ると、ただのちっこ可愛い女の子にしか見えない。ツインテールの金髪が、初夏の光にきらきらと輝いている。

「あっ、ラミカ。ラミカも一いつ緒しよに、絵を教えてもらう？」

「ううん？　あたしは見学に来ただけだし」

　ニコニコしているラミカを、浦人は胡う散さん臭くさそうな目で見ていた。その目に気づいた彼女は、浦人の横をスッと通りつつ、彼の足をぎゅっと踏ふんづける。

「いて！」

「あら、ごめんあそばせ♪」

　ラミカは口に手を当てて、ホホホと笑う。笑っているが、目は笑っていない。明らかに、自分となゆりの邪じや魔まをしたら塵ちりに還かえす、とその目が言っている。

（こ……この猫ねこっかぶりが！）

　浦人は足を押おさえて、涙のにじんだ目で彼女をにらんだ。

（女は裏表が激しい、って幹士が言ってたけどほんとだなぁ……）

　榊さかき幹士は、浦人の数少ない友人の一人だ。野球部所属で、彼に頼まれて部活の勧かん誘ゆうのポスターを描いたことが、絵が好きななゆりとの出会いのきっかけになった。長身でがっしりした体格と、爽さわやかな笑顔、白い歯がいつも爽やかに輝いている彼は、集団行動が苦手な浦人とは正反対に見えるが、リーダーシップを取る性格なので浦人にかまわずにはいられないというボランティア精神豊かな少年である。

「やほー！」

　いきなり、浦人の背後からその幹士の底そこ抜ぬけに明るい声が聞こえてきた。浦人はびっくりして振りかえる。

「か、幹士っ？　どうしてここにいるんだよっ？」

「クラスのマドンナをまさかのダークホースの浦人に取られたって、男子どもが泣なき叫さけんでたからな。野や次じ馬うまに来たわけよ」

　いたずらっぽく幹士は笑う。浦人の顔が、火をつけられたようにぼっと赤くなった。

「な、何勘違いしてるんだ！　窓まど月つきは俺おれに絵を習いたいだけだって、そんなこと言ったら窓月にも失礼だろ！」

「んーまあ、確かにそれだけっぽい感じだな。ちょっと残念だなあ。高校生になったら付き合ってるのが普ふ通つうだぜ、おまえもちょっと頑がん張ばれよ。窓月、かなり可愛いべ？」

「俺はおまえじゃないし！　そういう価値観で動いてないし！」

「ああ、もしかして九く結むすびのほうか？　あいつも可愛いよな、でも九結は俺が狙ねらってるから遠えん慮りよしとけよ」

「く、九結とか、ありえないし！　おまえ、もう部活行けよ！」

「残念でしたー。サッカー部にグラウンド取られて今日は休みなんでーす」

「基き礎そ練で、校外ランニングとかもやるだろ？」

「正直に白状すると、それがダルいからサボったんだみょーん」

　幹士は白い歯を輝かせて、からからと笑った。むわ、と強つよい臭においがして浦人は鼻を押さえる。

「ぐう！　こ、この臭いは……っ？」

「あれ、そんなに臭う？　しまったなー、九結に会うって判わかってたら、朝メシにガーリックステーキなんか食べなかったのに」

　幹士は口を押さえた。吸血鬼がニンニクに弱い理由が、浦人には最初理解できなかった。テレビの健康番組ではよく、ニンニクやタマネギには強い「抗こう酸さん化か作用」があると紹しよう介かいされていた。ならば、活性酸素を減らすべき吸血鬼にはむしろ好適ではないか……と思っていた。

　だが今、やっと理解できた。どんなにニンニクが体に良くても、吸血鬼は嗅きゆう覚かくが鋭するどすぎて、この臭においに耐たえられないのだ。

「朝からステーキかよ！　ガーリックトーストじゃなくて、ガーリックステーキっ？」

「だって肉好きだし」

「昼も学食でカツ丼どん食ってなかったか？　胸焼けするだろ、普通！」

「ははは、ごめんごめん」

「あ、謝あやまらなくていいから、頼むからしゃべるな。息が漏もれるから」

「そんなに嫌わなくてもいいじゃないか、ニンニク食うと体力つくんだぞ？　おまえこそ、最近何も食ってないけど大だい丈じよう夫ぶかよ。なんか前にも増して色白になってないか？」

　色白になっているのは、日焼け止めを塗ぬっているからである。そして、最近何も食べないのは……吸血鬼になってからというもの、食欲が全くわかないからだ。

　浦人の両親は夜の仕事で、浦人の朝食のときには寝ねているし夕食のときには店に出ているので、彼がいっさい食事を食べていなくてもバレずにすんでいる。

　ラミカを通じて吸血鬼省に登録すると、すぐに段ボールに入ったゼリー飲料のようなものが届いた。周囲の人間に怪あやしまれないよう、パッケージにはフルーツが描かれているが、中身は血液である。吸血鬼省の配下にある各地の病院から合法的に集められたもので、吸血鬼省に反すればまずこの供給が止められてしまうのだという。

　血液に関してだけは食欲がわくのだが、必要なエネルギーは一日一パック分でまかなえるので、それ以上は飲めない。空腹感は無いのだがさすがに物足りなさを感じて、一度ふりかけごはんを食べたことがある。ところが……ただのふりかけごはんなのに、地じ獄ごくのようにまずかったのだ。何とも形容しがたい味、というか明らかに食べ物ではない味がした。口に入れた瞬間に、全身に警けい鐘しようがかけめぐるような味だ。

　それでも、もったいないので無理に食べようとしたが、三口でギブアップした。そのうえ後で腹痛を起こした。うろたえながらラミカに電話して聞いてみると、




①吸血鬼は血液から高いエネルギーを作り出だせるようミトコンドリアが変化している。

②変化したミトコンドリアが栄養分として利用できる分子を血液から作れるよう、消化酵こう素そも変化している。

③そのため、吸血鬼の消化酵素では血液以外のものは消化できない。それ以外の食物は、消化不良を起こしてしまう。コンニャクや寒天を食べてもほとんどエネルギーにならない上に、食べ過ぎるとお通じが良くなりすぎるのと同じ理由である。

④ゆえに、吸血鬼は血液以外の食物の誤食を防ぐために味覚も変化している。糖分、脂し肪ぼうなど通常では「うまい」と感じる栄養価の高い食物を全て「まずい」と感じるため、何を食べてもまずくなる。水やお茶など、最初からほとんどノーカロリーの物は大丈夫。コンニャクや寒天などは人間同様ほとんど消化できないので、その効果も人間同様。




　……と、いうことだった。

　ちなみに、吸血鬼ではない普通の人間が人間の血液を飲むと、アレルギーを起こして吐はき戻してしまう。吸血鬼が人間の食物を受けつけないように、人間も吸血鬼の食物を受けつけないというわけだ。

　それで、浦人はずっと昼食もミネラルウォーターかお茶を買うだけですませていた。喋しやべりつづける幹士が放つニンニクの悪あく臭しゆうに耐え切れず、顔が土気色になっている。

「じゃああたしたち、遠慮してこっちで絵を描いてるし。バーイ♪」

　二人の横を、ラミカがなゆりの背を押しつつ通りすぎる。なゆりが未練がましく振りかえって、ラミカに小声でたずねた。

「ラ、ラミカ。わたし、さっきのアングルから描こうと思ってたんだけど……ここからだと、横向きになっちゃうし」

「小こ滝たきくんは榊くんとしゃべってるほうが楽しそうだから、邪魔しちゃ悪いじゃない？　それに、横向きのほうが左右の対たい称しようとか気にしなくていいから、描きやすいかもよ？」

「……やっぱり小滝くんは、榊くんといるほうが楽しいのかしら？」

　なゆりは石の上に腰こしをかけ、スケッチブックをひざに置いて、不安そうに表情を曇くもらせた。

「ね、ねえ、ラミカ……。小滝くんって、榊くんとすごく仲がいいわよね？」

「出席番号がつづいてるからじゃない？」

「でも、女子だけじゃなくて、男子ともあまりしゃべらないのに……榊くんだけ、特別なのかしら」

　ふと、ラミカの心に黒いかたまりがむくむくとわき上がった。彼女は、邪じや悪あくな笑みをうかべてなゆりにささやきかける。

「そういえば、雑誌で見たんだけどさ……男子って、ちょっとホモ的なところあるんだって」

　なゆりは、ガーンと激しくショックを受けた。

「ホ、ホモって、男の子が好きってこと？」

「そう。男子がカノジョより友情を選んじゃったりするのは、そのせいだって」

「そ……そうなの？　じゃあ、もしかして小滝くん、わたしなんかに絵を教えてくれって頼まれて、すごく迷めい惑わくだったかしら？　わたしって、すごく空気読めてない厚かましい子だと思われてたかしら？」

　なゆりはおろおろしはじめ、不安で胸が押しつぶされそうになっていた。

　なゆりがそんなにショックを受けると予想していなかったラミカは、慌あわてふためいてフォローする。

「いやいやいやいや！　だ、大丈夫っ！　自分の絵を、弟で子しになりたいほど好きだって言われてるわけだから、嫌いやな気はしないと思うし！」

「いいよ、慰なぐさめてくれなくても……わたし、小滝くんに迷惑かけてたんだ。そんなことにも気づかずに自分の都合ばかり押しつけるなんて、嫌われちゃったかも……」

　本格的に落ちこんでいるなゆりを見て、ラミカはますます焦あせる。「腐くさった林檎」を狩るときはあくまでも冷静さを保っていたラミカなのに、なゆりが絡からむと、その凍こおりつくように完かん璧ぺきな冷静さがまるで形無しになってしまうようだ。

「ほ、ほんとだって！　だって小滝くん、なゆりが川にはまって行方ゆくえ不明だったとき、すごく心配してたし！　必死に捜してたし！」

「えっ、ほんと？」

「ほんとほんと！　だってあたし、小滝くんとずっと一緒に捜してたわけだし！　小滝くん、本気で心配してたわよ、ほんとよ！」

　そのことばを聞いて、なゆりの頬にパアッと血の気がさした。と同時に、ラミカは深い後こう悔かいと自己嫌けん悪おに陥おちいる。

（しまった……小滝との仲を裂さこうとしたのに、あたしったら、なに縁えんを取りもってるのよ）

　なゆりを浦人に渡わたしたくはないけれど、彼女の涙も見たくない……激しい矛む盾じゆんに、ラミカは頭をかかえた。

「良かった、うれしい！　ラミカ、教えてくれてありがとう！　やっぱりラミカは頼りになる親友だわ！」

　なゆりがラミカに抱だきついた。ラミカの笑顔は、引きつっていた。

　ラミカは成長していないことがバレないよう、転校ばかりしてきた。吸血鬼省の秘密を知られないようにするため、なるべく他た人にんと関かかわらないようにしてきた。

　何より人間は、吸血鬼である彼女にとっては食料でしかない。乳牛が乳を出すように、人間は吸血鬼の食料である血液を生産する。畑に実る林檎と変わらない。

　吸血鬼の中には、合法的に血液を採取できるという目的だけでなく、「貴重な林檎を守るため」医療機関に従事している者も少なくない。紛ふん争そう地域の「林檎」を守るため、国境無き医師団に従事している者もいる。彼女は正直、何もそこまで……と思うこともある。

　時に、農夫は自分が育てる果物や野菜に子供に対するような愛情を感じることがあるという。一部の吸血鬼も、人間を守らなければという使命感が必要以上に増大しているのかもしれない。以前の彼女には理解できなかった感情だったが、なゆりに出会って、少しわかった気がする。

　他人を寄せつけなかった自分の心の中に全力で飛びこんできた少女。素す直なおで優しく、決して人を傷つけようとしない、人ひと懐なつっこくておとなしい草食動物のようななゆり。野生に出せば一いつ瞬しゆんで食われてしまいそうで、守らずにはいられなかった。

「こ、小滝くんもだけど、さ……」

　と、ラミカは抱きついているなゆりに、恥はずかしそうに言った。

「あたしも、なゆりをすっごく心配してるから。このあいだみたいになゆりがいなくなっちゃっても、絶対助けてあげるから。なゆりは、安心してていいんだからね？」

　そのことばの中には、なゆりたち「林檎」を守り「腐った林檎」を狩る吸血鬼としてのラミカの決意が見みえ隠れしていた。腕うでの中にいる優しい「林檎」……たったひとりの友とも達だちは誰だれにも奪わせない、とラミカはあらためて心に誓ちかった。

「うん、ラミカ。ありがとう」

　なゆりはラミカから離はなれて、光のようにほほえむ。その笑顔は太陽よりもまぶしくて、うっかり塵に還ってしまいそうだ。ラミカは頬が赤くなり、胸がドキドキしていた。

「う、ううん、いいのよ」

　くそう、可愛いなあ、とラミカは心の中でつぶやく。

「そういうことなら……やっぱり、『あれ』誘さそってみようかな」

　なゆりは頬を赤らめながら、せっせと絵を描きはじめた。ラミカが、不審そうにたずねた。

「どうしたの、何かたくらんでるような顔してるよ」

「うん……。小滝くんと美術館に行きたいなって。名画を前にして、いろいろ教えてもらえそうじゃない？」

　なゆりは、ワクワクした顔で言った。ラミカは呆ぼう然ぜんとする。

「ちょっと待って……それって、デートってこと？」

「デートって！」

　なゆりが、真っ赤になった。

「そ、そんなのじゃないよ！　ただ二人で美術館に行って、小滝くんの美術観について聞きたいだけだもん！」

「普通、それはデートって言うんだけど」

「だだだだだだから違うって！　そんなこと言ったら、小滝くんに迷惑だし失礼よ！」

　なゆりは取り乱しているのをごまかすように、必死にスケッチブックの上にコンテを走らせている。小学生ならともかく、高校生で「デート」という単語にこんなに過か剰じよう反応するなんて、もし「キス」とか言ったらショックでぶっ倒れそうだなー、とラミカは呆あきれた。

　そこに、幹士からやっと解放された浦人がやって来た。幹士が野球部の先せん輩ぱいに見つかって、連行されて行ったからだ。

「ふーやれやれ、死ぬかと思った。ごめん窓月、ほったらかして」

「あっ、いいんです。自分なりに描いてみましたから」

　と、なゆりは浦人に絵を見せた。

　横から見た女神像……のはずだが、線がヨレヨレで体も細かったり太かったりして、どうひいき目に見ても浜はまに打ち上げられたクラゲのようにしか見えない。

「こ、これは……」

　浦人は思わず息を飲む。なゆりは、もじもじと両手の人差し指を胸の前で突き合わせた。

「す、すみません。わたしってほんと、下手の横好きで……」

「横っていうか、豪ごう快かいな斜ななめ上うえに見えるけど」

　正直に答えた瞬しゆん間かん、浦人の背中にビシッとラミカのひじが入った。浦人が「うぐっ」とうめいて声を出せなくなったすきに、ラミカが代わって口を開いた。

「うん、ほんと豪快なタッチで初心者とは思えない魅み力りよく的てきな線が出てるわ！　それに、この腰のあたりの陰いん影えいの処理なんて、絶品だわ～！」

「ラミカ、そこは腕」

「う、うん。もちろん判ってるわよ？　ほんと、なゆりは才能があるわ～！」

「そ、そう？　えへへ」

　なゆりはラミカのことばを素直に信じて、照れくさそうに頭をかいた。どう考えてもこの状態で甘あまやかすのは本人のためにならないのではないか……と浦人は思うが、ラミカがぎらりとにらんできて「少しでもなゆりを傷つけるようなことを言ったら塵に還す」と視線で脅おどしているので、どうやって修正していけば良いものか……と頭をひねる。

「た、確かに窓月は、独自の個性があると思う。名画にふれれば、その個性がもっと花開くと思うんだっ！　今度、美術館でも行かないか？」

　浦人は、たどたどしく提案した。名画を見ることで自分の絵とのギャップをなゆりに知ってもらおうと思ったのだ。

「えっ！　偶ぐう然ぜん、わたしも、小滝くんと美術館に行きたいと思ってたんです！」

　なゆりはびっくりして、両手を合わせて口もとに当てる。その偶然が、ちょっとうれしそうだ。

　ラミカは面白くなさそうに、「チッ」と舌打ちしていた。




　その週の、土曜日……。

　美術館へ向かう市民公園の道を歩きながら、浦人は苦い顔をしていた。

　右みぎ隣どなりには、なゆりがいる。フリルがいっぱいの白いブラウスに、胸むな元もとが大きく開いたジャンパースカート。せいいっぱいおしゃれしているけれども、やっぱりどこか固くて、まじめななゆりらしい服装におさまっている。

　唯一、いつも学校では地味な紺こん色いろのリボンを髪かみに結んでいるが、私服のときはリボンが少しおしゃれになって、レースで飾かざられた大きなものになっていた。両手で、大きなバスケットを持っていた。

「窓月、それ持とうか」

「あっ、ううん、いいんです。ありがとう、小滝くんって紳しん士しなんですね」

　なゆりが微笑ほほえむ。明るい笑顔が可愛くて、浦人の胸がどっきんとした。

　これだけなら普通のデートっぽいシチュエーションなのだが、なぜかなゆりのさらに右隣にはラミカがいた。

「じゃあなゆり、あたしと半分ずつ持とっ♪　それから、なゆりの今日の服すっごく可愛いよっ♪」

　ラミカはバスケットの取っ手を片方持った。彼女は今日も黒い傘かさを持ち、黒っぽいワンピースを着て、白黒ボーダーのニーソックスをはいていた。普ふ段だん着ぎの趣しゆ味みも、ちょっとゴスロリテイストが入っている。黒い服でないと、日光をじゅうぶん防げないからだろう。

「ほ、ほんと？　ラミカみたいなおしゃれな子に誉ほめられるとうれしい、わたしファッションってよく解らなくて、いつもお母さんに買ってもらった服ばかり着てるから……」

　なゆりは恥ずかしそうに言った。彼女は制服では着き痩やせして見えるが、私服だとけっこう胸が大きく見える。彼女の隣となりにいるのが、小こ柄がらで華きや奢しやで胸のラインが直線美なラミカであるだけに、無意識に比ひ較かくしてよけいに目立つのかもしれない。

（なんか……この状じよう況きようだと、俺がお邪魔虫なのか……？）

　女の子同士がきゃぴきゃぴと語りあっている横で、浦人は居い心地ごこちが悪く感じた。

　浦人も本当は少しおしゃれして白いワイシャツでも着てきたかったのだが、日焼け止めを塗っていても微び妙みように肌はだを刺すような刺し激げきを感じて、結局黒のＴシャツにした。黒のほうが、紫し外がい線せんをよく吸収してくれるからだ。なゆりの可愛い服を見て、ちょっと外したかな……と気になってしまうが、後の祭りである。

（幹士なら、女の子とつきあいなれてるだろうから、こういうとききちんとした格好してきたんだろうなあ……）

　浦人は、思わず天をあおいだ。

　実は幹士もついて来たがったし、浦人もそうしてくれたほうがずっと気楽だったのだが、幹士は野球部の試合ということで涙なみだをのんであきらめた。しきりと、なゆりは浦人と美術館に行けばいい、ラミカは野球の応おう援えんに……とラミカを誘いまくっていたのだが、当然ラミカがなゆりと離れるわけもなく、幹士はあえなく振られてしまったのである。

　もちろん、公園を行き来する同世代ぐらいの周囲の男子は、そういう経けい緯いを知るよしもない。なゆりとラミカ、雰ふん囲い気きは違うが間ま違ちがいなくどちらも美少女であるふたりを連れている浦人に「うまいことやりやがって」的な、羨うらやましそうな目を向けていた。

（たぶん何か勘違いしてるんだろうけど、羨ましがるようなことなんて、ちっとも無いんだからな）

　浦人はため息をつく。ラミカは常に浦人を牽けん制せいし、ときどきあからさまに「あんた邪魔、三歩下がって歩け」と言わんばかりの目で彼をにらみつつ、なゆりと浦人の間に入り、なゆりと腕を組んで歩いているわけである。ちっとも「両手に花」などという優ゆう雅がなものではない。

「良かった、ラミカがついてきてくれて。わたし男の子とお出かけなんて初めてだから、小滝くんと二人だと緊きん張ちようして話ができないかもって心配してたの。ほんとうにありがとう」

　なゆりがラミカと手をつなぎ、スキップしながらそう言った。

「うふふ、そうね。あたしのおかげよねえ」

　ラミカが妙みように優やさしい顔でほほえんで、ちらっと浦人に目を向ける。その声に含ふくまれているトゲが、浦人の胸をちくちくと責せめた。

（……ったく。窓月に目をつけてる男子はたくさんいたからそいつらに邪魔されるならわかるけど、なんで女子が『恋こい敵がたき』になるんだよ……っていうか、俺そこまで窓月をどうとか思ってないし。窓月だって、ずっと俺に敬語使ってるってことは、俺のことをただの『絵の先生』としか思ってないってことだろ？　九結に恨うらまれるすじあいは無いってんだよ、ほんとにもー）

　彼は、大きくため息をついた。

「あっ、美術館発見！」

　なゆりが目を輝かせて、緑のむこうに見えた、古びたレンガの建物を指さした。

　美術館のチケット売り場の前には、ずらーっと人が並んでいた。彼女はびっくりして、目をまん丸にする。

「うわあ、人がいっぱい！　美術館って、こんなに混こんでるの？」

「モナリザが来てるからなあ、こんなもんだよ」

「甘く見てた……これじゃ一時間ぐらい並ぶね。ごめんね、小滝くん。きちんと下調べして、前売り券を買っておけばよかったわ」

　なゆりががっくりする。浦人はあわてた。

「えっあっなっなんで窓月が謝るんだっ？」

「そうよ、美術のことなら小滝くんのほうが詳くわしいはずなんだから、詳しい人が調べておくべきだったのよ。なゆりが謝る必要なんて、百万分の一も無いわよ」

　ズバッと言い切ったラミカのことばが浦人を刺しつらぬく。「男のくせにどうして事前に調べて来なかったのよ、なゆりに恥はじかかせて塵決定」とその目が言っている。

「だって、最初に誘おうと思ったのはわたしだし……」

　なゆりは、しくしく泣いている。ラミカは苦虫を噛かみつぶしたような顔をしていたが、悲しんでいる彼女をどうしても放っておけなかったらしい。

「あっそうだ、いいこと考えた。あたしがチケットの列に並んできてあげるから、ふたりはここで先にお弁当食べておけば？　一時間も並んだら、お昼になっちゃうし」

「え、でもラミカは……？」

　なゆりが心配そうにたずねる。ラミカは無理にほほえんだ。

「ごめん、あたしどっちにしてもダイエット中なんだ。遠慮しないで」

「そ、そうなの？」

　なゆりがバスケットを両手に抱かかえて、ためらう。えっ、と浦人が目をまんまるにした。

「それ、もしかして弁当だったの？」

「うん。下手の横好きなんだけど、わたし、料理も大好きで……。榊くんに、小滝くんの好物をいろいろ聞いて作ってきたの。ほら、ちゃんと座すわるシートも持ってきたの」

　なゆりが道のわきの芝しば生ふの上に、シートをしいた。浦人は胸がじーんとする。

「窓月、俺のために作ってくれたんだ……」

　けれど、次の瞬間、ハッと気づく。

（いや、これはヤバいぞ！　あとで腹が痛くなるぐらいなら我が慢まんできるけど、ただのふりかけごはんでもあんなにまずくて完食できなかったんだぞ？　でも、窓月がせっかく作ってくれたんだから、無理にでも食わないと申し訳ないよなあ……）

　しかし、食べる自信は無かった。食べ物を摂とると、腐った食べ物を口に入れたときと同じように体が「これは食べ物ではない、食べたらヤバい」という警鐘を鳴らし、激しい吐き気けをもよおし、咀そ嚼しやくまでは何とかできても食道が拒きよ否ひ反応を起こして飲みこめないのだ。

　バスケットの中には、ほぐした梅干をぎっしり混ぜこんだ三角おにぎりがたっぷり入っていた。梅干は、浦人の大好物である。他にも、卵焼きにから揚あげ、タコさんウインナーも入っていた。

「う……うまそう」

　口では必死に誉めるものの、浦人の全身からは冷ひや汗あせがふき出している。こんなにおいしそうだということは、味覚が変へん換かんされて、さぞかし凄すさまじい味になることだろう。想像するだけで、血の気が引きそうだった。

「そ、そうですか？」

　浦人の苦く悩のうも知らず、なゆりはうれしそうに頬ほおを赤らめた。彼女はバスケットの中に入れていた、黄金こがね色いろにきらきら輝くゼリーを指さして、遠慮がちにアピールする。

「あの、これはデザートなんです。はちみつレモンゼリー」

「じ、自分で作ったの？　す……すごくうまそう、レモン大好きなんだ、うん」

　レモンが好きなのは本当だ。だがそれだけに、吸きゆう血けつ鬼きになった今、食べる自信が無い。

「で、でしょ？　榊くんにもそう聞いてたんです、小滝くんってお弁当の上に梅干をびっしり並べたり、レモンを丸かじりで食べる人だって」

「うえー、聞いてるだけで背筋にサブイボが立つわ」

　ラミカは毒づく。浦人が言った。

「うちは日本料理屋だから、子供のころから梅肉あえとか酢すの物ものとか酸すっぱいものをよく食べてたんだよ。冷蔵庫にはいつも、焼き魚に添そえるレモンがいっぱい入ってたから、おやつが無いときはグレープフルーツがわりに蜂はち蜜みつかけて食べたり」

「やめて、酸っぱい～！」

　ラミカは耳をふさいだ。十五世紀から吸血鬼として味覚が逆転しているラミカだが、幼いころに食べたレモンの酸さん味みは、記き憶おくの中に強きよう烈れつに残っているようだ。ラミカがあまりにも嫌がるので、浦人は反論する。

「酸っぱいものって疲つかれが取れるし、美容にもいいんだぞ。うちは親が立ち仕事の疲れを取るために、林りん檎ご酢すドリンクとか常備してるしさ」

「そうですよね、レモンはビタミンＣたっぷりですし。というわけでラミカ、ダイエットしてるのは知ってるけどラミカも食べてみない？」

　なゆりが、ラミカにゼリーを見せる。ラミカはあわてて首を横に振り、浦人の袖そでを引っぱった。

「あ、い、いいわ、それよりあたしチケットに並んでこなくちゃ！　二人でゆっくり食べてて、じゃっ！」

　ラミカは、美術館に向かってバタバタと走っていく。

（あっ、逃にげた）

　残された浦人は、呆然としてなゆりの弁当を見下ろした。なゆりはバスケットの中から、水すい筒とうとコップを取りだした。

「ラミカは意思が固くて、一度もわたしの作ったもの食べてくれないんです。ダイエットなんてしなくても、ラミカはじゅうぶん細くて可愛いのに……。それとも、わたしのお弁当ってそんなにまずそうなのかしら」

　ため息をつきながら、なゆりはコップにお茶を注いだ。彼女があまりにも寂しそうなので、浦人はあわててその場に座り、コップを受けとる。

「そ、そんなことないって！　すごくうまそうだし！　たぶん、九結も一口食べたら止まらなくなってダイエットできなそうだと思って、避さけてるんじゃないかなっ？」

　ふだんあまり人と話さない浦人にしては、せいいっぱいのフォローだった。ちょっと無理があるかな……と冷や冷やしていたが、なゆりは素直にニコッと笑って、

「ほんとですか？　小滝くんにそんなに誉めてもらえると、自信出ます。家族も、全然食べてくれないから……」

　と、浦人のほうにバスケットを押してきた。

「どうぞ、遠慮なくたーっぷり食べてください♪」

　ごくり、と浦人は息をのんだ。もちろん、食欲のためではない。覚かく悟ごを決めたのである。

「わ、わかった。……いただきますっ！」

　目を閉じて、梅干おにぎりを口にブチこんだ。味がわからないように丸のみしようと、片手にお茶が入ったコップをスタンバイさせていたのだが……。

「ん？」

　もぐもぐ、と浦人は口を動かす。どきどき、となゆりは祈いのるように両手を組んで浦人を見つめている。

　妙な味だった。梅干おにぎりの味とは違うのだが、妙においしい。おにぎりの中には、米こめ粒つぶが見えないほど梅干が練りこまれていた。ちょっと異常な量だな……と思ったが、おいしいのでそのまま飲みこんだ。

「……うまい」

　信じられないように、浦人はつぶやいた。心配そうだったなゆりの表情が、明るく輝いた。

「ほっ、本当ですかっ？」

「うん。すごくうまい、お世辞無しでこれはいくらでも行ける」

　どうしておいしいのか解らなかったが、とにかく良い味だった。卵焼きにも手を伸のばしてみたが、やっぱりおいしい。

「うまいうまい！　すっごくうまい！」

　もともと浦人は、両親が日本料理屋をしていて美食に慣れている。それゆえにジャンクフードをドカ食いするという習慣もないため、男子にしては小食だ。その浦人が、今まで味わったこともないほどの美味である。

　さっきなゆりに言ったフォローではないけれど、本当にこれは止まらなくなるかも……と思った。

「良かった。味、すごく工く夫ふうしたんですよ。梅干が大好きっていうから、ごはんに梅干三パック入れたらちょっと酸っぱくなったので、味のバランスを取るために隠かくし味あじに砂糖を入れてみたり」

　なゆりは頬に手を当てて、得々とした笑顔を浮うかべている。はた、と浦人の手が止まった。

「……今、何か聞いてはいけないことを聞いたような気がするのは、気のせいかな？」

「わたしの料理、自分の舌だけが頼たよりの独学で下手の横好きなんですけど、今回のはどれも自信作なんです」

「自分の舌を頼りにした結果、おにぎりに砂糖を入れたと？」

「卵焼きも、小滝くんが酸っぱい食べ物好きだって聞いたから、酢す醤じよう油ゆで味付けしてみたんです。爽やかで、新しい風味を生み出せたと思うんです」

「ああ……道理で。うまいはずだ」

　浦人は深く納得した。どうやら一周回って、なゆりの味覚で作ると吸血鬼には偶然美味に感じるらしい。

（多分、普通に食べると下手の横好きにもほどがある味なんだろうな……っていうか、窓月の言う『下手の横好き』って、絵も料理も全部こんな超ちよう絶ぜつレベルなのか？）

　なゆり自身も、何の疑問も迷いも無く自分が作った弁当をぱくぱく食べている。

「うん、大成功！　おいしいですねっ、小滝くん！」

　ほっぺに米粒をつけて幸しあわせそうな笑顔を向けたなゆりを見て、浦人は、むしろ吸血鬼になっていて良かったのかも……と思った。

「あっ、お茶がもう無い……」

　なゆりが水筒からお茶を注ごうとしたが、ちょろちょろっと出て終わってしまう。今日は天気が良くて少し暑かったので、ついついたくさん飲んでしまっていたらしい。

「それじゃ、自じ販はん機きで買ってくるよ。窓月はここで留守番してて」

　浦人は立ちあがった。なゆりは、一いつ瞬しゆん遠えん慮りよするような表情をうかべたが、
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「解りました。行ってらっしゃい」

　と、手を振ふって見送った。




　自動販はん売ばい機きを探しながら、浦人は美術館のほうへ行く。

　美術館の外まで行列が続いていた。行列にもまれるように、自販機がたたずんでいる。ちょうど、その近くにラミカが立っていた。

「九結、並ぶの交こう替たいするから弁当食べてこないか？」

　気をつかって、浦人が声をかけた。ラミカは、くるっと振りかえる。

「ご冗じよう談だんでしょ。そりゃあ、なゆりの作ったものだから食べてあげたいとは思うけど」

「それが、窓月の料理、すごくうまかったんだ」

「え、そうなの」

　ラミカは驚おどろいて、目をぱちくりする。

「そうか……なゆりの料理が味の方程式を完全に無視してるっていうのは、中学校のときに調理実習で同じ班だったとかいう子に聞いてたのよね。下手の横好きなんだけど、思いっきり真横方向なのにすっごく料理が好きみたいだから、悪くて誰も本人には指し摘てきしてないらしいけど」

「うん。あの顔を見たら、多分何も言えないと思うな」

「なるほど。一周回って吸血鬼の口に合う味になってた、ってことね……」

　周囲に聞こえないように、ラミカは小さな声でつぶやく。彼女はちょっと気を引かれたようすで考えこんでいたが、

「でも……やっぱり、あたしはいいわ」

　と、断った。

「どうして。ほんとにうまいんだけど」

「味は良くても、食べ物を消化できないという現実に変わりはないわけだもの。おなかが痛くなるなんて、お断りよ」

「やっぱり九結も、最後には下げ痢りが来るのか？」

　浦人の直球な質問に、ラミカは真っ赤になった。

「ちょっと！　レディにどういう質問をするのよ、デリカシーの無い男ね！　信じられない！　ちなみに教えておいてあげるけど、消化不良系の下痢って三時間で『来る』から。太陽が沈しずむ前に、健康的な時間内になゆりとバイバイすることねっ！」

「おまえ、さてはそれが目的だったんだな？」

「思春期もたいがいにしとけってことよ」

「別に下痢でなくたって、窓月をそんな夜よる遅おそくまで連れまわしたりするもんか」

「ふん、紳士ぶっちゃって」

「いちいち噛みつくなあ。あのさ、人間だと消化不良に胃腸薬飲むじゃないか。吸血鬼にも、そういうの開発されてないのか？」

「消化薬ってこと？」

「吸血鬼は自分たちが生き残るために、医学を発達させてるんだろ？　たとえば吸血鬼の感かん染せんの原因がヴラドウイルスだってこととか、蛍けい光こう灯とうの光は平気なのに日光に当たると塵になるのは日光の連続スペクトルの干かん渉しようが吸血鬼のミトコンドリアに大量の活性酸素を作らせてしまうからだとか……」

　まとめておくと、不死身のはずの吸血鬼が心臓に杭くいを打つと死ぬのは、ミトコンドリアに酸素を供給するはずの血流が止められるから。抗酸化作用があって吸血鬼にとっても体に良いはずのニンニクに弱いのは、吸血鬼の敏びん感かんな嗅覚では耐え切れないから。十じゆう字じ架かに弱いのは、十字架そのものではなく、十字架の材料である銀に強い酸化作用があるため、活性酸素が発生してしまうから。

　などなど、吸血鬼が苦手とするものを科学的に調べ、乗りこえるために吸血鬼省は日々研究をつづけている。貴重な唯ゆい一いつの「食しよく糧りよう」である人間を守るため、医者になる者、製薬会社で働く者、国連に勤めて停戦調停に尽じん力りよくする者、海外支し援えんで井い戸どを掘ほったり、禁きん煙えん運動を進めたり、カウンセラーになって自殺防止に努めている者までいる。全すべての吸血鬼は何らかの役職を与あたえられており、怠たい惰だな者は除じよ籍せきされる……すなわち血液と日焼け止めの配給を打ち切られてしまうというわけだ。

「もちろんずっと研究されてるわよ。だって通常の食物を吸血鬼が消化できるようになれば、吸血鬼はもう人間を守る必要が無くなるでしょ。人間は良い食糧だけど、頭が良くて強い武器も持っている、つまりいつ吸血鬼の存在に気づいて殲せん滅めつしようとするかもわからない危険性があるんだもの。普通の食物を食べられるようになれば、血液ほどのカロリーは期待できなくても、人間を全部滅ほろぼせるんだからその点は安心して暮らせるでしょ？」

「人間を滅ぼす？　……それはちょっと、俺は困る」

「吸血鬼のあいだでも議論が分かれてるところなのよね」

「九結はどっちなんだ？」

「なゆり以外の人間なんて滅んで構わないけど……」

　そう言って、ふと彼女はシートの上でお弁当の番をして待っているなゆりのほうに目を向ける。

　なゆりのそばで、三歳さいぐらいの小さな女の子がわんわん泣いていた。転んでひざをすりむいたらしい。近くにいる父親らしき男は、不慣れそうでどうしていいのかわからずおろおろしている。

　なゆりはおしぼりで女の子のひざをきれいにふいてやると、いつも携帯しているのか、可愛いハート模様がちりばめられた絆ばん創そう膏こうを取りだしてひざに貼はってやった。頭をなでてはげますと女の子は泣きやみ、父親に手を引かれながら、笑え顔がおでバイバイと手を振って去っていく。

「なゆりは、そのなゆり以外の人間が大好きなわけなのよね。あたしにとって人間なんて食料でしかないけど、なゆりの涙なんて見たくないじゃないの」

「窓月だって人間だけど」

「うるさいわねっ！　屁へ理り屈くつばかり言ってると塵に還すわよっ！」

　ラミカがブチ切れてどなる。

「すぐ塵に還す塵に還すって言うなよ、生きた心地ここちがしないだろ。あと、大声出すと周りに聞こえるぞ」

　そもそも今の正論のどこがどう屁理屈なんだ……と、浦人はため息をついた。

「とりあえず、おまえが弁当要いらないなら、茶でも買って戻るよ」

　と、浦人は自動販売機のペットボトルのお茶を買おうとした。が、売り切れていたので無糖の紅茶にする。買ってから、ハッとしてひそひそ声でたずねた。

「九結、聞きたいんだけど、紅茶は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「どうせなゆりのお弁当を全部食べてハライタ確定なんだから、紅茶ぐらいプラスしても微び々びたるものでしょ」

「ハライタ確定でも、少しでも症しよう状じようは軽く抑おさえたいだろ！　もしかして、吸血鬼だとトマトジュースのほうが良かったとか？」

「それ『怪かい物ぶつく○ピー』だから」

「九結、藤ふじ子こ不二○ピー[image: ]に詳しいんだな」

「べっ、別に詳しくないざます！」

「おまえ、『怪物く○ピー』すごい好きだろ」

　思わず語ご尾びが引っぱられてしまい、ラミカは白い顔を真っ赤にする。八や重え歯ばで噛みつきそうな勢いで、ラミカはどなった。

「とっ、とにかくトマトジュースはカロリーがあるんだから、吸血鬼には消化できないに決まってるでしょ！　『怪物く○ピー』は漫まん画がだからっ！　高校生にもなって、漫画と現実の違いも判らないのっ？」

「目の前に吸血鬼がいると、正直ちょっと判らなくなりつつある。でもそれを大声でどなってるおまえの方が、周囲には漫画と現実の違いが判わかってない奴だと思われてると思う」

　浦人は周囲の人々の呆れたような視線を感じつつ、心配そうに手元にある紅茶のペットボトルに書かれた表示を確かめる。

「いちおう砂糖もミルクも入ってないのにしたけど……カロリーはゼロって書いてある。入ってるのはお茶の葉っぱと、酸化防ぼう止し剤ざいビタミンＣって書いてあるんだけど……」

「ノーカロリーのものの味は変わらないわよ、どっちにしても消化されないわけだから。ダイエットコーラでも買って確かめてみれば？」

　ラミカが面めん倒どうくさそうに教えてくれた。浦人はホッとして、礼を言う。

「そうか。ありがとう！」

　彼かれは紅茶を持って、なゆりのほうへ戻っていった。ラミカはその後ろ姿を見送りながら、

「あたしが嘘うそをついてるかもしれないじゃないの、どうしてそんなに簡単に恋敵のことばを信じちゃうのよ。バカじゃないの？」

　と、ムカムカしながらつぶやいた。ムクれた頬が、ちょっと紅潮していた。




　浦人は紅茶を持ってなゆりのもとに戻った。なゆりは、ぶんぶん手を振って位置をアピールする。

「小滝くん、ご苦労様ーっ」

「人が多いせいか緑茶が売り切れで……紅茶でも良かったかな」

　と、浦人はシートに座りながらたずねる。

　なゆりが、ニコニコしながらレモンゼリーをさしだした。

「デザートはレモンゼリーだから、ちょうどいいと思います」

「そっか。これもうまそうだなあ」

「小滝くんのために、レモン果か汁じゆう百パーセントに蜂蜜を入れて作ったんです」

　にこっ、となゆりが微笑んだ。たとえ蜂蜜を入れても通常はレモン果汁百パーセントだとかなり酸っぱくて食用に適さないのだが、もともと酸っぱいものが好きな浦人であるし、なゆりの特とく殊しゆな味付けのおかげで、吸血鬼の味覚ではこれもまた、とても美味に感じるものだった。

「うん、おいしい！　めちゃくちゃおいしい」

　つるんつるんと、いくらでも胃い袋ぶくろに入ってしまう。あとで腹が痛くなっても構うものか、と思うぐらい美味だった。

「でしょ？　蜂蜜の甘あまみが引き立つように、隠し味に塩を入れたんです」

　それはきっと、隠れていないに違いないと浦人は思った。

「しかもモンゴルの岩塩なんですよ」

　材料に凝こるより、もっと根本的なところから自分を見つめ直す必要がなゆりにはある、と浦人は思った。言わなかったが。

　なゆりは、浦人が食べるようすをうれしそうに眺ながめながら、いっしょうけんめいペットボトルのキャップを開けようとしている。

　気づいて、浦人が尋たずねた。

「窓月、それ何してるの？」

「あっ、これですか？　わたし、ペットボトル開けるの苦手で……」

　困ったように笑いながら、なゆりはいっしょうけんめいペットボトルのふたをねじるのだが、手がすべるばかりで開けられない。

「うーん、うーん」

「ああ……女子の握あく力りよくだと、これって開けられないんだ」

　吸血鬼になる前の浦人は体格も力も全く平均的か、絵ばかり描いているのでむしろ低いぐらいだったが、ペットボトルのフタぐらいは簡単に開けられた。女子というものは、浦人が思っているよりはるかにか弱いものなんだな……と思った。驚くというより、妙に感動してしまった。

「じゃあ、俺が開けようか」

「ほんとですか？　ありがとうございます、すみません」

「いや、これぐらいでお礼を言われても」

　きゅぽん、と浦人は簡単にフタを開けた。なゆりは、ぱちぱちぱち、と拍はく手しゆする。

「わー、開いた開いた！」

「いや、開くよそりゃ」

　なゆりにペットボトルを返しながら、浦人は、

（全然力が違うんだなあ。そりゃあ、女は男に守られなきゃなんだなあ……）

　と、感じた。なゆりは紅茶を、ちゃんと水筒のコップに移してから上品に飲んでいる。そういうちまちましたところも、男子とは全然違って、可愛らしい。

（俺、やっぱり窓月のこと、守ってやらなくちゃだよなあ）

　浦人はなゆりをじっと観察している。その視線に気づいて、なゆりはぽっと赤くなり、どぎまぎしながら言った。

「あっ、な、何ですか？　紅茶、欲ほしかったですか？」

「あ、い、いや、別に。うん、別に」

　浦人もあわてて、再びレモンゼリーを食べはじめる。

　列に並んでいたラミカは、けっこう仲の良い二人を横目に見て面白おもしろくないのか「ふん」とそっぽを向いた。

　浦人は、あっという間にレモンゼリーを完食してしまった。なゆりは、本当にうれしそうな顔をしていた。

「おいしかったですか？」

「うん、すっごく。ごちそうさま」

　それは正直な感想だった。吸血鬼の味覚でこんなにおいしく感じられるということは、本当はどんな凄まじい味だったのか、知りたいような知るのが怖こわいような、複雑な気分だった。

「良かったあ。小滝くんに食べてもらえて、ほんとに良かったです。わたしの料理、いつも誰も食べてくれなくて……喜んでもらえて、ほんとにうれしいです」

　なゆりはニコニコしている。吸血鬼の味覚になったことを、浦人は心底感謝した。

「じゃあ……あの、厚かましいお願いなんですけど、月曜から小滝くんのお弁当、わたしが作って行ってもいいですか？」

「お、俺の弁当を窓月がっ？」

「はいっ。絵を教えてもらうだけじゃ申し訳ないから、何かわたしにできるお返しをしたいんです。あ、あの、もちろん迷惑なら遠えん慮りよなくそう言ってください」

　浦人は目を白黒させた。漫画の中にもめったになさそうなシチュエーションが自分なんかの上に降りかかるとは、夢にも思わなかったことだった。

「も、もちろん！　喜んで！」

　浦人はこくこくと大きく何度もうなずいて、ＯＫした。それは、連日の腹痛へのパスポートをもらったも同じことなのだが、あとの腹痛より今のなゆりの笑顔が彼には大事だった。

　美術館の前に並んでいたラミカには、吸血鬼の地じ獄ごく耳みみで全てが聞こえていた。彼女はものすごい顔で、うれしそうにうなずいている浦人をにらんでいた。

「なゆりのお弁当ですって……？　小滝浦人、調子に乗りすぎじゃなくて？　やっぱりあのまま助けずに塵ちりに還かえしておくべきだったわ！」

　ラミカはぷんすか怒いかりながら、地団太をふんでいた。

「良かった！　わたし、がんばりますね！」

　なゆりは、とてもうれしそうだ。自分がただ何かを食べるだけで、こんなに喜んでくれる人がいるなんて、彼には不思議な感じだった。

「どうして、窓月みたいな子が、俺なんかと仲良くしてくれるんだろ」

　彼は思わず、疑問を口に出した。なゆりは、まっすぐな瞳ひとみでにこやかに答えた。

「だって小滝くん、絵がすごくうまいですもの。絵のうまい人って、わたし、尊敬してるんです」

「そ、尊敬って、そんな大おお袈げ裟さな……」

　浦人はどぎまぎするが、なゆりは首を横に振る。

「大袈裟じゃないです。わたし野球部のポスターを見て、どんなすごい人が描いたんだろうってずっと想像してたんです。まさかクラスメイトとは思ってなかったから、榊くんに聞いたときすごくびっくりしたんです」

「俺を見て、がっかりしなかった？」

　恐おそる恐る聞いてみる。なゆりはもう一度、首を横に振った。

「イメージどおりでした。繊せん細さいそうで芸術家っぽくて、だから絶対にわたしみたいな下手の横好きを弟子になんてしてくれないだろうと思ってダメモトで聞いてみたのに、小滝くんはすごく親切で、そこは意外だったかしら。うれしい誤算、ってやつですけど」

「そ、そんなものなんだ……」

　自分に自信が無かった浦人だが、どうしてなゆりのような可愛くてクラスでも男子にも女子にも人気のある女の子が、目立たない自分なんかに声をかけてくれたのかを理論立てて説明されると、誉められすぎてくすぐったくなってくる。

「美術館も、まさか一緒に来られるなんて思ってなくて。絵のこと何も知らないわたしですけど、いろいろ教えてくださいね」

　なゆりは、こぼれる光のようにほほえんだ。

　浦人は、顔がぽーっと熱くなるのを感じた。自分は今、ありえない幸せの中にいるような気がした。

　そのとき、遠くから「ファンファンファン……」というパトカーのサイレンの音が聞こえて、浦人は目をぱちくりとした。

「あれっ、サイレンの音……？」

「え、サイレン？　聞こえます？」

　なゆりは驚いたように、自分の両耳に両手を添えてみる。浦人はギクッとする。吸血鬼である自分と彼かの女じよでは、耳の感度が違ちがうことを思いだした。

「あ、う、うん。もう聞こえないよ、一瞬だけ」

　浦人は、必死にごまかした。




　昼食を終えた浦人となゆりは、シートをたたんで美術館のほうに移動した。それから十分ほどで列に並んでいたラミカの順番が来て、彼女は無事チケットを購こう入にゆうした。

「ありがとうラミカ、ほんとにごめんね」

　なゆりは申し訳無さそうに、何度も何度も謝った。

「いいのよいいのよ、なゆりのためだもん」

　本心では浦人となゆりの絆きずなをぶっ壊こわしたいと思っているくせに、二枚舌のラミカは口では殊しゆ勝しようなことを言う。もっとも、謝っているなゆりの頼り無なそうな上目づかいを見れば、うっかり調子の良いことを言ってしまっても仕方ないだろうな、とは浦人も思った。

（それだけ窓月のことが大事なんだな……九結も損な性格だよな）

　何だかおかしくなって、浦人はうっかり小さく吹ふきだした。とたんに、ラミカにギロリとにらまれ、あわてて知らんふりをした。

　ともあれ三人は、混雑した列に並んで美術館の中へ入っていった。

　玄げん関かんを入ると、二階まで吹き抜ぬけの広いホールになっていた。そこから三方向の展示室と、階段を上がって二階の展示室に行けるようになっている。玄関ホールの天てん井じようには虹にじのような色合いの絵が描かれ、豪ごう華かなシャンデリアが吊つるされて、荘そう重ちような雰囲気をかもし出していた。床ゆかには大理石が敷しき詰つめられている。

「大きなシャンデリア……！」

　なゆりが見上げて、息をのむ。浦人が天井を指さして、説明した。

「パリのオペラ座のレプリカだと思うよ。天てん井じよう画ががシャガールだろ」

「シャ……ガール？　聞いたことがあるような無いような……」

「マルク・シャガール。二十世紀の抽ちゆう象しよう画家で、ソフトで幻げん想そう的てきでモダンな画風が特とく徴ちようだ。パリのオペラ座の天井画も描いたんだよ」

「わあ！　小滝くんって、美術事典みたいですね」

　なゆりはキラキラした尊敬のまなざしで浦人を見つめる。美術の教科書に書いてあるていどの知識でこんなに感動されて、浦人は逆に困ってしまった。

「そ、それは誉めすぎだと思うけど……」

「小滝くん、オペラ座のシャンデリアの重さってどれぐらいあるか知ってる？」

　唐とう突とつに、ラミカが尋ねてきた。あまりにも突とつ然ぜんの質問だったので、浦人はとまどう。

「え？　あ、いや……知らないけど」

　ふふん、とラミカが鼻で笑ったのが聞こえた。ラミカは、両手の指で「六」を作って浦人の顔に突つきつける。

「六トンよ！　ちなみにオペラ座のシャンデリアのパーツは、オーストリアのスワロフスキー社のクリスタルガラスで作られてるの。シャガールの絵が天井に描えがかれる前はジュール＝ユジェーヌ・ルヌヴの天使の絵が描かれていたんだけど、オペラ座の中で焚たかれるガス灯や人間の呼吸による湿しつ気けなどの影えい響きようで絵が傷いたんでしまって、一九六四年にシャガールが描き直したというわけ」

「わああ！　ラミカもすごい、物知り！」

　なゆりが、パチパチパチと惜おしみない拍手を送った。ラミカが満足そうに、にんまりする。たぶん……ラミカは、吸血鬼として生きる長い人生の中で、実際にオペラ座の建築現場なども見たことがあるに違いない。浦人は頭が痛くなって、思わず額を押さえた。

（く、九結の奴やつ……窓月に誉められたくって、わざわざ俺に張りあうために話を振ったのか？　頭の中身も、小学生のまま成長が止まってるのかよ……）

　ラミカが「一歩リードした」みたいな目で自分を見ているのが、ますます頭痛を引き起こす。頭を押さえている浦人を尻しり目めに、ラミカはなゆりとパンフレットを見はじめた。

「これこれ、モナリザは地下の特別展示室にあるって」

　と、ラミカがパンフレットの小さな地図を指さした。なゆりは両手を胸に当て、あこがれに頬を赤く染める。

「モナリザを見られるなんて楽しみだわ。わたし、絵は下手の横好きだけれど、いつかあんな神秘的な絵を描けたらと思うの。モデルは、男か女かもわからないんでしょ？　わたし、もしかしたらダ・ヴィンチの前に芸術の天使が舞まい降おりたんじゃないかと思うの」

「モナリザのモデルが天使だってこと？」

　浦人が、驚いて目を丸くした。なゆりは、こくりとうなずく。

「だって天使は男でも女でもないんですよね？　ダ・ヴィンチは飛行船のスケッチもしていたっていうし……」

「窓月って面白いこと考えるんだな」

「えっ……な、何か変でしたか？」

　なゆりはとまどう。浦人は言った。

「モナリザのモデルは、フィレンツェの商人の妻リザ・デル・ジョコンドなんだ。ドイツの図書館からそれを記録した文ぶん献けんが見つかったんだよ」

「ええー！」

　なゆりは、真っ赤な顔を両手でおおってラミカに尋ねる。

「そ、そうなの？　ラミカ知ってた？」

「えっ、リザ・デル・ジョコンド夫人を？　ううん、面識は無いわよ。ウナギのオレンジソース添ぞえを好きだって噂うわさぐらいしか……」

「いやいやいやいや、もちろんそういう『知ってる』じゃないわよ、五百年も前の人だし……っていうか、その食べ合わせみたいな料理何？」

　なゆりにそう言われたときに、ラミカがちょっとだけ「しまった」という顔をしたのを浦人は見み逃のがさなかった。

（そうか……九結は、その時代にはもう生きてたのかもな）

　ヴラド・ツェペシュが死んだのが一四七六年で、モナリザが描かれたのが一五〇三年からの数年間である。

　ラミカの話によれば、ヴラドウイルスはもともとトランシルバニアの森の中の「ヴラド・ケイヴン」と呼ばれる洞どう窟くつにだけ住んでいるコウモリ「ヴラド・バット」が持っていたウイルスだったらしい。ヴラド・バットはヴラドウイルスに耐たい性せいがあるが、多くの人間は感染するとミトコンドリアが暴走して、死んでしまうというわけだ。

　当時、ワラキアは南にせまるオスマン帝国軍と戦っていた。戦乱が続いたため、戦上手のヴラド公は商人らから戦費を調達するために北のトランシルバニアに進軍、逆らう商人たちを串くし刺ざしにした。そのときに、トランシルバニアの森で部下とともにヴラドウイルスに感染したのだという。

（ヴラド・ツェペシュとその部下は、敵を生きたまま串くし刺ざしにしたというし……傘で敵をブッ刺す九結を見るかぎり、一いつ緒しよになってやってたんじゃないかって気もするんだが……）

　しかし年ねん齢れいを聞くとラミカが怒おこるので、浦人はどうにも聞きにくかった。

「そっか……モナリザの正体ってもしかして一いつ般ぱん常識なの？　わたし、一人でトンチンカンな妄もう想そうして、おバカだった？」

　なゆりはしょぼくれてしまう。

「あ、いや！　そんなことないよ！」

　あわててラミカがフォローを入れようとするが、どう慰なぐさめればいいのかわからない。そのとき、浦人がにっこり笑って言った。

「確かに正解とは違うけど、窓月の今の話ってものすごく空想力にあふれてて、面白かった。話を聞いてて、頭の中に絵のイメージが浮かんできたよ。今度、そのイメージで『窓月のモナリザ』を描いてみようかな」

「え！　わたしの勝手な妄想で、小滝くんが絵を描いてくれるんですかっ？　すごーい！　わたし野球部の勧かん誘ゆうポスターを携けい帯たいで撮とってコンプリートするぐらい小滝くんの絵のファンなのに、まさかわたしの話で絵を描いてくれるなんて……」

「ちょ、ちょっと大袈裟すぎない？」

　浦人は照れくさすぎて、戸と惑まどっていた。ラミカが嫉しつ妬との目で浦人をにらみ、人ごみの中で思いっきり足を踏ふんづけた。浦人は悲鳴を上げた。

「いててて！」

「あら、ごめんあそばせ」

　ラミカはしれっとそっぽを向いた。浦人は目にうっすら涙をにじませる。

（五百年も生きててその落ち着きの無さは何なんだ、まったく）

　ラミカにヤキモチを焼きまくられて鬱うつ陶とうしいので、なゆりを連れてどこかの展示室に移動し、こっそりラミカと離はなれようか……と浦人が思ったその矢先、美術館の外からすさまじい悲鳴が聞こえてきた。

「うわーっ！」

「きゃあああーっ！」

　すさまじい金切り声だ。ただごとではない。同時に、外から人がどっと建物の中に押おし寄よせた。その結果、玄関ホールはぎゅうぎゅう詰めになる。

「な、何だっ？　誰だよ、美術館で人を押すバカは！」

　周りから押されて、なゆりが浦人に密着している。

「むぎゅう」

　なゆりの胸が低反発クッションのように柔やわらかくて、浦人はドキッとする。いや、のん気なことを言っている場合ではない。か細い彼女は人の圧力に負けて窒ちつ息そくしてしまうかもしれないと心配になって、浦人は両ひじを横につっぱり、彼女のために空間を作った。

「窓月、大だい丈じよう夫ぶか？」

「小滝くん！　後ろっ！」

　なゆりが悲鳴を上げた。振りかえった浦人は、美術館の玄関を押しつぶすようにタンクローリーが突っこんできたのを見た。

「なっ……？」

　突然のことで、何が起こっているのか理解できなかった。崩くずれた玄関からタンクローリーがねじこんでくる。

　事故かと思ったがそうではない、そのままさらに前進して玄関ホールにぎゅうぎゅう詰めになっていた人々を押していく。

　タンクの部分が、美術館の壁かべに引っかかっていた。いったんぶつかって止まったあと、タイヤの力だけで美術館の壁を押し破りながら前進できるスピードはかなり遅おそいが、中にいる人たちに逃げ場ばが無いため、ゆっくりと圧縮していくという形になっている。

「わ……わざとやってるのかっ？　何なんだ、あいつは！」

「まあ殺さつ人じん鬼きでしょ」

　浦人のちょうど真後ろにいたラミカが、彼だけに聞こえるようにささやいた。

「それじゃ、処分しろってことか？」

「残念ながら、知らない奴だからあたしたちの一存では処分できないわ。殺人鬼を見つけたらまず吸血鬼省に報告するのが義務、会議でその人物の悪質性などを検討した上で処分相そう当かどうかを決定するの。警察が捕つかまえられそうなら、手は出ださないことになっているのよ。切崎のようにあたしたちが始末してしまうと、迷めい宮きゆう入りの事件になってしまう。それが増えると、ほんとうはすでにこの世にいない犯人のために警察の捜そう査さ力りよくが分散してしまうし、捜そう査さ中に吸血鬼省の存在に気づかれても困るでしょ」

「要するに、どうすりゃいいんだよ！」

「こういう明らかに『腐くさった林りん檎ご』な奴でも、あたしたちの一存では処分できないってことよ」

「だ、だけどこのままじゃここにいる人たちが全員死ぬぞ？　それって、吸血鬼省にとって困ったことなんじゃないのか？」

「あんたは組織ってものが解わかってないのね。吸血鬼が規則を守らず自分の一存で『腐った林檎』を狩かれば、もっと困ったことになるわ」

　ラミカはそう言うと、パニックを起こした人々の中でなゆりの手をぎゅっと握にぎった。

「大丈夫よ、なゆり。あたしたちだけなら、逃げられるから」

「に、逃げるってどう……？」

　問いかけたなゆりのみぞおちに、ラミカが当て身をくらわせた。

「んうっ！」

　なゆりは詰まった声を上げ、気を失ってラミカに崩れかかる。ラミカは彼女を肩かたに抱かかえると、ひらりと階段の手すりまで飛んだ。人間ばなれした技わざだが、周囲にいた人々は誰もそれどころではなくて、気にしていないようだ。

「九結！　この人たちを見捨てるつもりか！」

　叫さけぶ浦人を無視してラミカは手すりを駆かけあがり、そのまま二階の窓から外へ逃げた。

　美術館の中の人々も、窓まで到とう達たつできた者は次々に逃げだした。しかし美術館というものはもともと、展示品の光や外気による劣れつ化かを防ぐために、窓は少なく小さい。小さな窓と小さな裏口から一度に逃げられる人数は限られている。玄関付近で動けない人たちは、次々とタンクローリーの車体の下に消えていった。

　運転席に座っているのは、浦人と同じぐらいの年齢の少年だった。人を次々に踏みつけていくのが面白くて仕方がないのか、大笑いしていた。

「ひゃはははは！　死ね死ね死ねーっ！　てめえら全員虫ケラなんだよ！」

　タンクローリーは玄関ホールの壁をみしみしと割りながら、建物の中にねじこみ続ける。タンクローリーのすぐ前には、小さな男の子を抱いた母親がいた。逃げようとしても、周囲の人間が他た人にんをかき分けて我先にと逃げるので、逆にどんどん後ろへ……タンクローリーのタイヤのほうへ押しやられていく。ついにタンクローリーのバンパーに体を押しつけられて、このままではゆっくりとひき殺されるしかないという状態になった。

　それを見て、浦人の頭がカーッと熱くなった。アドレナリンが出ているのだと思った。吸血鬼が陥おちいりやすい、怒りと闘とう争そう心しん、それを抑えて冷静に対処できなければ命取りになる……とラミカに忠告されたことは、ちゃんと覚えている。けれど、頭ではわかっていても、浦人にはこらえきれなかった。

　浦人は逃げる人々の流れに逆流して、タンクローリーの前にやってきた。

「おい、やめろ！　車を止めるんだ、これ以上罪を重ねるな！」

　叫びながら、浦人はタンクローリーのバンパーを掴つかんだ。

　吸血鬼の力で押し戻もどせるかも……と思って、力いっぱい押してみる。全身の細さい胞ぼうが活性化し、ヴラドウイルスに感染したミトコンドリアがすさまじいエネルギーと高熱を発して、全身から湯気が出た。

　そばにいた母子は、まだ逃げそびれたままだ。浦人はタンクローリーを押し返かえそうとしてはいるが、床に大理石が貼られているため、足もとがすべって思うように押し返せない。

　足を固定するために床を踏み割ろうか……と、浦人は一瞬考えた。が、さっきラミカがパンフレットを見ながら言った、

『これこれ、モナリザは地下の特別展示室にあるって』

　ということばを思いだして、床を割るつもりで上げた足をあわてて下ろした。

　玄関ホールにはたくさんの人がいる。床を割った影響で万一床が崩れたら、特別展示室にいる観客たちが生いき埋うめになってしまうだろう。

「罪を重ねるな、だぁ？」

　少年はケラケラと笑った。

「てめー『少年法』って知ってんのかよ！　少年なら何したっていいんだよ！　俺おれ自身、何やったってすぐ釈しやく放ほうされたからな」

「少年だって罪が重ければ死し刑けいになるぞ！」

「一人や二人じゃそうかもしれねー、だが何十人も殺すぐらいブッ飛んでりゃ逆に責任能力無しで無罪になる確率が高いんじゃねーのっ？　どこまでで無罪になるのか『チキンレース』ってわけだ、邪じや魔まをするなよな！」

　少年はアクセルをベタ踏みした。タンクローリーがぐいっと前進し、浦人の足がズルッと後ろに押し戻された。母子がタンクローリーの下に倒たおれこむ。

「きゃあああああ！」

　悲痛な悲鳴が上がった。じわじわとタンクローリーが前進して行き、母子にタイヤが近づいてくる。脱出しようとしても、人に押されて逃げ場が無い。

「叫べ叫べ！　アリみたいにつぶしてやるぜ！」

　人々の絶ぜつ叫きようを聞きながら、少年は面白そうに笑っていた。浦人は唇くちびるをかむ。

（アリみたいに……か。こいつはきっと、子供のころから甘あまやかされるばかりで、アリをつぶそうが何をしようが注意されてこなかったんだろうな。自分さえ楽しければ、ほかの生き物や人間は犠ぎ牲せいにして当然だと思ってるんだ。どんなに悪事を働いてもかばわれ続けたせいで、何をしてもかまわないと勘かん違ちがいして暴走してやがる。切崎と同じだ……こいつには、話して解わかるようなまともな良心なんて無い。『誰かが止めないかぎり』、止まらないってことか……）

　しかし、ラミカが言った「吸血鬼省の規定」も、彼は気にかかった。それを破れば処分されるのかもしれない。

　自分ひとりなら、吸血鬼としての力を発揮してラミカと同じように逃げだせる。危険を冒おかして戦って罰ばつされるよりは、規定にしたがって逃げたほうがいいのか……？

　だが、今にも母子はタイヤの下に引きこまれようとしている。人ごみに圧あつ迫ぱくされて母親は半分意識を失い、子供は泣なき叫んでいる。たとえ自分が処分されることになっても、浦人には見捨てられなかった。

「……くそっ！」

　浦人は母子を両りよう腕うでにかかえると、タンクローリーの前面を踏み台だいがわりにして、二階への階段の手すりに飛び移った。逃げまどう人々は出口を探すのに必死で、彼の行動に気づいていない。

「わあっ、すごい！　お兄ちゃん、アクションスター？」

　子供はびっくりして、浦人の顔を見つめている。母親は、すでに気を失っていた。浦人は彼女を人が少ない階段の外がわに座らせ、子供に言った。

「ママとここで待ってるんだよ、すぐにあのトラックを止めるからね」

「うん！」

　子供はこくりとうなずいた。

　階段は二階へ逃げようとする人々でごった返していた。押し合あいへし合いし、階段から転げ落ちて踏まれたり、手すりを乗りこえて転落する者もいた。

（急がないと。タンクローリーを停めないかぎり、犠ぎ牲せい者しやは確実に増える……！）

　浦人は手すりを駆け上あがり、二階の廊ろう下かの手すりからシャンデリアに飛び移る。シャンデリアにつかまった瞬間、何万個ものガラスのパーツがチャラチャラと華か麗れいな音を立てた。

　浦人は、シャンデリアの上から玄関ホール全体のようすを眺める。窓の外が見えた。救急車が何台も停まっていて、道路には大おお怪け我がをした人たちが寝かされていた。美術館の前で待っていたところにタンクローリーが突っこんで、その直ちよく撃げきを受けた人たちだ。血まみれで呻うめいている人もいたが、全身に毛布をかけられている人も十人以上いた。恐らく即そく死しした人だろう。

（何てこった、まるで戦争じゃないか……許せない！）

　浦人の胸に、怒りが湧わきあがった。

　パトカーも、すでに集まっていた。しかし突っ込んでいるのがタンクローリーであるため、強きよう硬こう手段に出られず手をこまねいているようすだ。窓のほうからうまく狙そ撃げきすれば運転手を撃うてるかもしれないが、万一弾たまがそれればタンクローリーに引火して、美術館の中の人間は全員焼け死ぬことになるのは目に見えているからだろう。

　刑けい事じらしき人間は無線で連れん絡らくを取りつづけており、上層部の結論がなかなか出てこないのがわかる。

（警察も吸血鬼省も、組織ってのは目の前で起こってることにはまるで無力なんだな。そりゃ、誰だれだって責任は取りたくないだろうさ。でも目の前の人たちを見殺しにするぐらいなら、俺は自分で責任を取って思ったようにする！）

　どうせ一度は切崎に殺された命である。吸血鬼省に罰されることになっても、それなら一人でも多く助けて死ねれば本ほん望もうだ、と浦人は思った。そんなアグレッシブな考えにとらわれるのも、アドレナリンが制せい御ぎよできていないだけだとラミカは言うかもしれないが。

（玄関に突っこんでもフロントガラスが割れてないってことは、かなり丈じよう夫ぶなガラスみたいだな）

　切崎のときのように、素す手でで割るのは難しそうだ。浦人はシャンデリアをブランコのように大きく揺ゆさぶった。

　シャンデリアはギシギシと音を立て、浦人の体重に遠心力が加わって、天井に設置している留め具が砕くだけた。その勢いでシャンデリアは、タンクローリーに向かって飛んでいく。シャンデリアにつながっていた電線が引きちぎられて、火花が散った。

「何だっ？」

　運転席の少年がびっくりして顔を上げた。運転席に、浦人はシャンデリアを叩たたきつける。シャンデリアが、運転席を真上から押しつぶした。

「うぎゃあああ！」

　少年の悲鳴がとどろいた。シャンデリアを飾る何万個ものクリスタルガラスがフロントガラスもろとも、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ちってきらきらと舞った。




　いっぽう外に出ていたラミカは、気を失ったなゆりを少し離れたベンチに寝ねかせ、その横に座って携帯電話を両手で持っていた。美術館のほうから聞こえる人々の声の雰ふん囲い気きが変わったことに気づいて、顔を上げる。

　タンクローリーが、停止していた。レスキュー隊員が、美術館の壁を壊して人々を救出しはじめている。

　ラミカは、吊りあがった目をまん丸にした。

「あのバカ、勝手なことするなって言ったのに犯人を殺したのね！　吸血鬼省に始末されるってあんなに説明したのに……あたしだって連帯責任になるじゃないのよ！」

　ここで少し説明しよう。

　ラミカは浦人を吸血鬼省に登録した。登録の手順は、まず浦人の細胞を吸血鬼省日本支部に郵送し、活性酸素解げ毒どく酵こう素そのＤＮＡを調べて「吸血鬼レベル」を決める。酵こう素そが強つよい者はヴラドウイルスの力を引き出す天井が高いため、吸血鬼レベルが高いと見なされ、「腐った林りん檎ご狩がり」の役目を任じられる。

　すなわち現在浦人は、新人の「腐った林檎」狩り人として、ラミカの下で研修中という立場である。彼が何か不ふ手て際ぎわを起こせば、責任者であるラミカも連帯責任で罰されることになる。

　そのとき、ラミカの携帯に電話が入った。「ＭＯＶ・ＪＰ」と表示が出ている……吸血鬼省日本支部からの電話だ。ラミカはびくびくしながら、電話に出た。

「も……もしもし、あたしです」

『九結様、先ほど写真添てん付ぷメールにてお問い合わせいただいた人物の件、どうもお待たせいたしました』

　いかにもオペレーターっぽい、淡たん々たんとした声の女性が言った。

『当とう該がい人物の名は〈轟とどろき来くる真ま〉、十七歳。窃せつ盗とう、恐きよう喝かつ、強ごう盗とうのほか、友人を自殺に追い込むなど過去何度も犯罪を犯していますが、いずれも少年であることと、地元の有力者の長男であることを理由に軽い刑けいで済んでいます』

「吸血鬼省の見解はどうなの？」

『〈腐った林檎〉データベースには、適合いたしませんでした』

「適合……しなかった。つまり……彼は、少なくとも現段階では『殺すべきではない人間』だと吸血鬼省が見ているということ……ね」

　ラミカは携帯電話を切った。胸に、激しい葛かつ藤とうが渦うず巻まいた。

　今回の事件を受けて、轟は「腐った林檎」のリストに入るかもしれない。しかし、もし彼が死し刑けい囚しゆうになったとすれば、それ以上社会に危険を与える可能性が無いということでスルーされるかもしれない。いずれにせよ、現段階で吸血鬼省から殺害命令が出ていないということは、浦人は「命令違い反はん」をしたことになる。

（ったく、あのバカ……！　あいつを吸血鬼にしたあたしが、責任をもって処分しなくちゃいけないじゃないの。あいつはあたしよりたぶん強い、でもお人ひと好よしだからたぶんあたしが勝つ……）

　ラミカは、黒い傘かさを手に持った。

　ベンチに横になっているなゆりを見下ろすと、胸が痛んだ。

（ほんとに、あのバカ……！　あいつが塵に還ったら、なゆりがどんなに悲しむと思うのよ！　そして、あたしにそれをさせるってわけ？　連帯責任で処しよ罰ばつを食くらわされるのもムカつくけど、こっちのほうが百万倍ブッ殺したいぐらいムカつくわよ、ほんっとーにバカ！）

　ラミカは傘を持って、美術館のほうへ走っていく。

　入り口付近は、怪け我が人にんを運びだす救急隊員やレスキュー隊員でごった返していた。

　ラミカは、さっき出てきた二階の窓にひらりと飛びあがる。二階から逃げようとしていた人々は、一階の玄関に穴が開けられたので、そちらから脱出し始めていた。

　彼女は、二階の廊下から玄関ホールの吹き抜けの天井を見あげた。シャンデリアが、ちぎれた電線を残して消えていた。人ごみをかき分けながら手すりのほうまで進んで下をのぞきこむと、タンクローリーの運転席がシャンデリアの直撃を受けてグシャッと潰つぶれていた。ラミカは、「あらら」とうめいて額を押さえる。

（ほんとにバカ！　どうせ殺すなら、もっと事故に見えるような方法にすればいいのに……こんな人間離れした力で始末したら、吸血鬼の仕し業わざに決定じゃないの。いや、たとえ事故に見えるように偽ぎ装そうしてたって、吸血鬼省の規則だから始末することには変わりはないんだけどさ）

　なゆりをめぐって浦人のことを邪じや魔ま者ものだと思っていたが、いざ彼を殺さなければならないとなると気が重い。なゆりの悲しむ顔を見たくない、という気持ちはもちろん大きいのだが……それだけではなく、浦人を殺すことそのものが、もしかすると自分は辛つらいのかもしれない、とラミカは思った。

（まっまさか！　あんな奴が死のうが生きようが、あたしには関係ないはずでしょっ？）

　ラミカは葛藤して、バリバリと頭を掻かく。

　そのとき、運転席の上の砕けたシャンデリアが、わずかに動いた。ラミカはハッとする。

（小滝！　まだあそこにいるのっ？）

　ぐっ、と傘を握る手に力をこめる。どうしても気が乗らない。せめて、一いつ瞬しゆんで済ませてしまおうと思った。

（あたしに、こんな厄やつ介かいな仕事をさせるなんて……小滝の奴、やっぱりムカつく！）

　ラミカは、運転席の上にひらりと飛び降りると、片手でシャンデリアのビーズをかき分けた。

　そのとき……ラミカが見たものは、助手席に立ってシャンデリアを肩で支えている浦人の姿だった。運転席は壊れてはいたが、浦人がシャンデリアを支えていたので、完全にはペシャンコにはなっていなかった。

　轟はひしゃげた車体に足を挟はさまれて、逃げることもできずに震ふるえていた。顔色は真っ青だ。足の骨が折れて、折れた骨が太ももの肉を突きやぶったのか、血がドクドクと流れているので、そのせいもあるだろう。

「ああ。ちょうどいいところに」

　浦人が、シャンデリアを支えたままニコッと笑ったので、彼を殺す覚かく悟ごを決めてきたラミカはいきなり気勢をそがれてしまう。

「な……何よ、いいところって」
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「シャンデリア、意外に重くてさ。俺一人じゃ、こいつをここから引っ張り出せなくて困ってたんだ」

　と、浦人は轟のほうにちらっと視線を向ける。ラミカは呆あきれて、浦人を見た。

「殺したんじゃなかったの」

「シャンデリアを落とした瞬しゆん間かんは、俺はどうなってもいいから殺す気だったけど……ひょっとして、おまえも連帯責任になったらって気づいてさ」

　緊きん張ちようしていたラミカの表情が、わずかにゆるんだ。

「それは……まあ、いい判断だったわね」

　ラミカは、轟の体を挟んでいる車体に手をかけ、ぐっと引っ張って隙すき間まを空けた。

「ほら、早く出なさい」

　と、彼女は轟の腕うでを引っぱる。彼は悲鳴を上げた。

「いてててて！　もっと優やさしくしろよ、足が折れてんだぞ！　どういうことか解らねーけど、おまえら俺が死んだら不都合みたいだよな？　そりゃそうだよな、俺の親父おやじは有力者なんだから！　おまえら名前言えよ、親父にシメてもらってやるからよ！」

「あら。面白い、こいつ勘違いしてるわよ」

　ラミカがすうっと目を細め、次の瞬間、血が噴き出している彼の太ももに傘を突き立たてた。

「うぎゃああああ！」

　すさまじい痛みに、轟が悲鳴を上げる。ラミカが、彼を床に投げ捨てた。浦人がシャンデリアを支えるのをやめると、運転席が卵の殻からのようにぐしゃりと潰れてしまう。

「ひっ、ひいいい！」

　轟は、血を流しながら床を這って逃げようとする。浦人はその横に飛び下りると、彼にささやいた。

「いいか、俺たちは『おまえを助けた』わけでもなければ、『おまえが死んで困る』わけでもない。状じよう況きようによれば、いつでもおまえを殺すほうの立場の人間だと思っておいたほうがいいぞ」

「お、親父に言いつけてやる、親父に……っ」

「あ、そうそう。忠告しておいてあげるけど……」

　と、ラミカが冷ややかな目で轟を見下ろした。

「罪を軽く済ませようなんて思わないほうがいいわよ。あんたは今回やりすぎた、野に放たれれば今度は間ま違ちがいなく殺されるわよ。もっとも仮に無期懲ちよう役えきや死刑が決まったとしても、調子こいたインタビューをしたり手記なんか書いて世間を煽あおったり、その結果あんたに憧あこがれた模も倣ほう犯が出ようものなら、刑けい務む所しよの中でそいつらのドリームを打うち砕くようなぶざまな『自殺』をしてもらうことになるけどね」

「け、刑務所の中だぞ？　手出しできるわけねーだろ？　いいかげんなこと言うなよ？　てめーら、いったい何様なんだよっ？」

　轟は震えながら、必死に引きつった笑えみを浮かべていた。だが、ラミカの表情は冷たいまま、ぴくりとも動かない。

「信じないならご勝手に、こっちもあんたを殺せるほうがありがたいわ。命が惜しければ、一生刑務所の中で息を潜ひそめて何もしゃべらず、震えながら生きさらばえることね」

　轟は返事をしなかった。浦人が気づくと、うつ伏ぶせに倒れた彼の足の間から黄色い液体が漏もれていた。恐きよう怖ふのあまり、失禁したようだ。ラミカは携帯電話で、パシャッと写真を撮った。

「この写真は、あんたの住所と実名つきでインターネットに流しておいてあげる。そうすれば取り急ぎ、あんたに憧れるアホが出るのを抑よく止しできるでしょ？」

「や、やめてくれ！　そんな写真流出したら、恥はずかしくて生きていけない……っ！」

「ふーん。じゃあ死ねば？」

　ラミカは一言言い捨てると、二階へ上がっていった。浦人は後を追う。

　その後、崩れた壁からレスキュー隊員が入ってきた。彼らが轟を発見したとき、彼は茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態で、ガチガチと震えていた。




　ラミカと浦人は二階の窓から外に出ると、美術館から立ち去った。

　ラミカは怒ったように、少し先に立って歩いている。浦人が、その後を追いかけた。

「もしかして俺、心配かけたのか？」

　浦人が、ラミカの背に向かってたずねた。ラミカは振ふり返らず、不ふ機き嫌げんそうに答える。

「あんたを心配して美術館に戻ったわけじゃないわよ。吸血鬼省の命令も無いのにあんたが轟を殺していたら、あたしがあんたを塵に還してた、それだけのことよ」

「つまり……嫌いやな仕事をさせるところだったんだな」

　ラミカは浦人の言葉に過か敏びんに反応して、真っ赤な顔で振りかえった。

「べっ別に嫌な仕事なんかじゃないわよ、思い上がらないでよねっ！　正せい邪じやの判断はＭＯＶが下す、自分の一時的な感情や一存ではなくＭＯＶに従う。何か勘違いしてるようだけど、あんたがＭＯＶのガイドラインから外れれば、いつでも喜んで殺す準備はできてるってことよ！」

「なんで怒ってるんだよ」

「別に怒ってないわよっ！」

　と、ラミカは思いっきりどなった。浦人には、ラミカがどうしてそんなに怒っているのかわからない。

　ラミカ自身も、どうしてこんなに腹が立つのかわからない。なゆりを独どく占せんするために、浦人なんていないほうがいいと思う。なゆりのためには、浦人を殺すわけには行かないとも思う。その葛藤の中で、浦人が轟を殺したから処分しなければいけないと思ったあの瞬間の、胸が締しめつけられるような苦しさ……それを自分に味わわせたからこそ、浦人に腹が立っているのかもしれない。

（とにかく、小滝がぜんぶ悪いのよ！）

　自分の心に問いかけてもよく解らないので、ラミカはとりあえず全部浦人のせいにすることにした。

　ふと、ラミカの携帯電話が鳴った。発信元は、なゆりだ。ラミカは、携帯電話を取った。

「あら、もう気がついたのね。もしもし、なゆり？」

『ラミカぁ！』

　電話から、いきなりなゆりの頼たより無そうな泣き声が聞こえてきた。側にいた浦人にまで聞こえてくるのだから、かなりの絶叫だ。ラミカも思わず耳に指を突っこんで、栓せんをしている。

『良かった、良かった、つながって……！　小滝くんの携帯に、いくら電話しても繋つながらなくて……！』

　なゆりの声が震えていた。浦人は、ハッとして自分の携帯電話をポケットから取りだす。電源が切れていた。携帯電話を買ったばかりで不慣れなため、充じゆう電でんを忘れていたようだ。

「あらら……しまった」

　なゆりは電話の向こうで、しゃくり上げている。

『美術館にお巡まわりさんがいっぱいいて、人の話を聞くと死んだ人もたくさんいたらしくて。でもわたし気がついたらベンチにいて、自分がどうやって助かったのかわからなくて、もしかしたら二人を置いて自分だけ逃げて来ちゃったのかもって……。わたしって、ショックなことがあるとすぐに記き憶おくが飛んじゃうっぽいし、美術館のまわりを捜してるんだけど近くには行かせてくれないし。ラミカは今どこにいるの、小滝くんを知らない？』

「小滝くんなら、あたしと一緒にいるわよ」

　ラミカが、浦人にちらりと視線を向けながら答えた。

『無事なのっ？』

「うん、無事よ」

『よ、良かった……。ラ、ラミカは？　ラミカは平気？』

「ありがとう、あたしも大丈夫。二人でちょっと別方向に逃げちゃって、迷子になってたとこなの。たぶん、なゆりのすぐ近くにいると思うから、今どこにいるのか教えてくれる？」

『う、うん！　わたしは、美術館の裏手の売店のところにいるの。良かった、二人とも無事でほんとに良かった……』

　なゆりが、ぐすんぐすんと鼻をすすっている。ラミカは電話を切った。

　浦人はなゆりの声を聞いて、ホッとしていた。ラミカの、あまりにも合理的で理性的な断罪に冷え冷えとしていた心が、なゆりの人間らしいむき出しの感情に触ふれられてほんのりと温かくなった気がした。

「窓月らしいな。自分のことよりまず、俺たちの心配をするなんて……」

　微笑ほほえんでいる浦人に、ラミカはクルッと背を向ける。

「なんであんたが先なの？」

「え？」

「……なんでなゆりは、先にあんたに電話してっ！　先にあんたの無事を聞くわけっ！」

　ツインテールの金きん髪ぱつが、怒りのオーラに浮うきあがる。浦人はきょとんとして、二度まばたきをした。

「へ？　え？」

「なんであんたがあたしより先なのよっ！」

　ラミカは振りかえり、浦人に噛かみつきそうな勢いで怒ど鳴なった。さっきまであんなに冷静だったラミカなのに、完全に頭に血がのぼっているようだ。

「た……たまたまだろ？　たかが電話、気にするほどのことじゃあ……」

「たかが電話ですって？　なゆりからの電話を、たかが電話ですってっ？　そりゃああんたはいいわよねっ、なゆりに真っ先に心配されてっ！　真っ先に電話してもらってっ！」

「おい、九結。ちょっと落ち着いてみろ、まず深呼吸をしてだな」

「なゆりを美術館から助け出したのはあたしなのに！　あたしのほうが、あんたよりずっとなゆりを心配してるし大事にしてるのにっ！　なんであんたが先なのよっ！」

「人の話聞く気無いな」

「汚けがらわしいわねっ、あたしの十メートル以内に近づかないでよ！　それと携帯ぐらい、ちゃんと充電しておきなさいよねっ！」

　ラミカは真っ赤な顔でぷりぷり怒りながら、ずんずん先へ歩いていく。

　些さ細さいなことでいきなり激げき怒どしたラミカに、浦人は呆ぼう然ぜんとしていた。さっきまでラミカに感じていた、合理的だとかそういうイメージを根本からひっくり返すその非論理的な言動に、思わず笑いがこみ上げてくる。

「……プッ」

「こらそこ！　今『プ』って言ったでしょ！」

　ラミカが振り返って、真っ赤っかな顔で怒鳴った。

「言ってない言ってない」

　手を振って否定しながら、浦人はまた「ププププー」と吹きだしてしまう。可笑おかしいというより、ホッとしたような、うれしいような不思議な気持ちだった。

　ラミカはしばらく怖い顔で浦人を睨にらんでいたが、

「今度笑ったら、塵に還すからねっ！」

　と脅おどして、怒りながら再び歩きだした。浦人は笑いが収まるまで、しばらく動けなかった。




　美術館の前には立ち入り禁止のイエローテープが張られ、倒れた人たちの姿が白いチョークで描かれていた。鮮せん血けつもすさまじく、美術館の前はペンキをぶちまけたようになっていた。立ち入り禁止のその外で、大切な人を失った人たちが泣き叫んでいた。

　裏手にある売店のほうは、タンクローリーの被ひ害がいは受けていないものの、救急車が集結していて怪我人が毛布の上に寝かされ、野や戦せん病院のようになっていた。浦人はあらためて、轟が犯した罪の重さを見せつけられた。

「轟が……前に犯罪を犯したときにきちんと相応の刑を受けて反省していれば、この悲劇は防げたんじゃないのか。いったい誰が、何のために悪人の罪をわざわざ軽くするんだ？　少年法だとか更こう生せいの可能性だとか？　何の罪も無い人の未来より、悪人の未来の可能性のほうが大事だっていうのか？　加害者の人権って何なんだ？　未来に発生するかもしれない被ひ害がい者しやの人権はどうなんだ？」

　憤いきどおって震えながら、浦人はラミカに尋ねた。

「想像をはるかに超こえた悪というものがあるのよ。五百年生きてきた吸きゆう血けつ鬼きですら、予想も理解も不可能な邪じや悪あくが……最近は、あまりにも増えすぎているわ。『林檎畑の管理』も、どんどん忙いそがしくなってくる。下らないゲス野や郎ろうのために、あたしを手伝う貴重な『能力の高い吸血鬼』を塵に還さずに済んだのは……良かったわ」

　ラミカは小さな声でつぶやいたので、最後のほうのことばは、浦人には聞き取れなかった。

「九結、今何て……」

　と、浦人が聞きなおそうとしたとき、

「ラミカ！　小滝くん！」

　なゆりの声が聞こえた。大きな目に涙なみだをいっぱい浮かべ、売店のほうから走ってくる。浦人は、ラミカに声をかけた。

「今、おまえのほうを先に呼んだぞ」

「ふん。当然でしょ」

　ラミカは機き嫌げんを直したようだ。なゆりは、ラミカに抱だきついた。女の子同士で抱きつきやすかったのだろう。本来なら浦人はここでガッカリしないといけないところだが、ラミカの嫉しつ妬と深ぶかさを考えると、むしろなゆりが彼女に抱きついてくれてホッとした。

「良かった、二人とも無事で！　心配したのよ！」

　なゆりはぼろぼろと涙を流した。ラミカは、彼女の肩をポンポンと叩く。

「大丈夫よ、さっさと帰りましょ。ここにいると救護の邪魔になるし、警察に事情聞かれたりしても面めん倒どうだしさ」

　まるで普ふ通つうの少女のような顔で、ラミカはなゆりと手をつないで歩きはじめた。浦人は、二人の後ろから、ちょっとお邪魔虫の気分でくっついて歩いていった。

　なゆりは、まだ涙が止まらないようだ。浦人は、なゆりが人間の善意と優しさのかたまりのようだと思った。邪悪のかたまりのような轟と同じ人間だとは、信じられなかった。

　だからこそ彼女のような善良な「林檎」を守るため、自分は生きて戦って、「腐った林檎」を狩らなければいけないのだ……浦人は、その思いを胸に刻みこんだ。







林檎３　ブラッディ・バンパイア







　美術館の事件は新聞の一面を飾かざった。

　ワイドショーでは、当然ながら犯人の実名も写真も年齢も、全すべてが伏ふせられていた。

　しかし「犯人の個人情報」と「その恥ずかしい写真」がインターネットにリークされた……と、報道された。リークした犯人については、全く手がかりが無いということだった。

　明らかに、リークしたのはラミカだった。浦うら人とがそれについて彼女に尋ねると、涼すずしい顔で「吸血鬼省では情報工作のため、エシュロンよりも高度な情報ネットワークを完備しているのよ。たかが警察のサイバー捜査課ぐらいじゃ、尻尾しつぽもつかめないわ」と答えた。

　ラミカのやり方は少々えげつないとも感じたが、吸血鬼省の認にん可かがあっての上では、浦人がどうこう口をはさむことはできない。それに、やはりそのおかげなのか、あれほど派手な事件でマスコミもセンセーショナルに、まるで模倣犯を煽ろうとするかのごとく犯行手順を事細かに説明していたにもかかわらず、模倣犯が出る気配もなくて、浦人はホッとした。

　殺人鬼さえ現れなければ、浦人は普通の高校生として平和で平へい凡ぼんな毎日を送れる。日焼け止めを塗ぬらないといけないのが面倒なのと、食べ物がおいしくないこと、食べると腹が痛くなることが不自由だったが、それも慣れればさほど苦労ではない。もっとも美術館のあと、家に帰ってから一晩中トイレの住人になってしまったが……。

「小こ滝たきくん、今日も美術のレクチャー、よろしくお願いします！」

　明けて月曜日の昼休み、なゆりが弁当持参で屋上に上がってきた。

　しばらく中庭の石像を描いていたのだが、なゆりの絵があまりにも前衛的なので、もっと基き礎そから……と、浦人は現在、指導法を必死に模も索さくしている最中である。

　屋上のコンクリートには正方形の目地が切られていて、アンテナが置いてあったり、屋上に出る階段の塔とう屋や給水タンクがある以外は、全く何も無い。ここで、床の目地をガイドがわりにして遠近法などを理解してもらおうと浦人は思いついたのである。何せなゆりの女め神がみ像ぞうは、ところどころ遠近感が逆転していて、だまし絵か四次元の絵のような出来だったのだ。

　なゆりは美術館の事件で少しへこんでしまったとはいえ、絵が好きな気持ちはへこまなかったようだ。

　講義の場所として屋上を選んだ理由は他にもある。教室や中庭では人の目がありすぎて、なゆりに美術について教えていると、周囲の男子の視線があまりにも痛いのだ。さすがに、わざわざ屋上まで追いかけてきてまで……という男子はいない。そこまでするとストーカーになってしまうので、男子たるもののプライドも許さないのであろう。

　ただし、ラミカは当然なゆりと浦人を二人きりにしないよう、くっついてきている。そしてなぜか、浦人の友とも達だちの幹かん士じもくっついてきていた。

「さて、弁当にしようか！　って言っても、おふくろが作ってくれない俺はパンだけどなっ」

　と、幹士がフェンスぞいの段差に腰こしをかけながら、紙かみ袋ぶくろを開く。

「幹士、部活あるのにパンで腹ふくれるのか？　学食のほうがいいんじゃ？」

「何だよ、俺を邪魔な子扱あつかいするのかよ」

「そんなつもりじゃないけど」

「なんなら、おまえが作ってくれてもいいんだぜ。家が小料理屋なんだから、けっこう上手なんじゃねーのかよ」

「なんで俺が、おまえに作らないといけないんだよ」

「あ、小滝くん。これ、小滝くんのお弁当です」

　なゆりが恥ずかしそうに、浦人に弁当箱を渡わたす。浦人はびっくりして、目を丸くした。彼はラミカ同様、「ダイエットしている」を理由に、ミネラルウォーターだけで済ませるつもりだったからだ。血液のパックは、万一のことを考えて家から持ち出し禁止になっているので、外では食べられない。

「えっ！　あ、あれ、本気だったんだ」

「当然ですよ、美術館でちゃんと約束したじゃないですか」

「あ、ありがと……」

　ニコニコしているなゆりがまぶしくて、浦人は思わず目をそらしながら弁当箱を受けとる。女の子らしく、ピンクのハート形の弁当箱をピンク色のきんちゃく袋ぶくろで包つつんである。高校生男子が食べる量をいまいち理解していない小さな弁当箱だが、逆にこれぐらいの量なら、腹痛も軽くすみそうで、ちょうど良いなと思った。

　幹士がびっくりして、二人の顔を見比べた。

「なっ、何ーっ！　浦人、おまえたかが絵を教えたぐらいで、窓まど月つきの手作り弁当をゲットしたのかっ？　クラスの男子に知られたら、おまえ呪のろい殺されるぞ！　かわいそうだから、俺が呪いを半分受けてやろう！」

　と、幹士が浦人の弁当箱を横からパカッと開けた。

　中身は、手作りのロールサンドとサラダだ。ロールサンドは食パンにイチゴジャムのようなものを塗って巻いたもの、サラダは恐らくレタスをちぎってプチトマトをあしらったもの。しかしこれだけのシンプルメニューでも、自じ称しよう「下手の横好き」のなゆりの手にかかったら、どんな化学反応が起こっているのか判らない……と、浦人は思った。

「うわっ……うまそう！」

　幹士は叫んだ。そうである、なゆりの料理は見た目だけならおいしそうなのだ。

「浦人、これ半分よこせ！　俺のカツサンドやるから！」

「あっ、いいから、要いらないから！」

　浦人は幹士から弁当箱を奪うばう。

「よこせって、ケチ！」

　幹士が追いかけた。浦人が逃にげる。ケチなのではない。幹士が食べたら、十中八九、まずくて吐はき出すだろう。そうなれば、なゆりを傷つけてしまう。

「これは、俺が一人で食べなくちゃいけないんだよ！」

　浦人は幹士から逃げながら、弁当箱の中身を全部口の中に入れてしまう。幹士が浦人にタックルして、口をこじ開けようとした。

「てめー、独ひとり占じめは良くないぞ！　返せ戻せ！」

「うぬぐぐー！」

　浦人は必死に咀そ嚼しやくして、ごくりと飲みこんだ。

「残念だったな、飲んじゃった」

「何だよ、もう！」

　幹士はすねてしまう。なゆりは、そんな二人のやり取りを、びっくりしたような顔で見ていた。

「わたしのお弁当、小滝くんが独り占めするぐらい喜んでくれるなんて……」

　白い頬ほおが、ぽっと赤くなる。まさに知らぬが仏、幸福な勘違いである。隣となりでラミカは、面白おもしろくなさそうに「ふん」とつぶやいた。

　幹士は弁当を分けてもらえなくてしばらくムクれていたが、ふと何か思いついたように、ポンと手をたたいた。

「あっそうか、浦人はケチなんじゃなくって、窓月の手作り弁当は他人に渡さねーってことか？　いやあごめんごめん、浦人がそんな情熱的だなんて知らなかった、そりゃ悪かった。女の子に興味無いんじゃないかって心配していたお父さんは安心だ！」

「誰がお父さんだ！　っていうか、いや、そういうつもりじゃなくて」

　浦人は必死に反論する。なゆりは、湯気が出るほど真っ赤になった顔をくるっとそむけた。ラミカは、ものすごい目で浦人をにらんでいる。

（ああ、全員勘違いなのにー！　窓月の料理をもし幹士が食べたら、絶対ストレートにまずいって言うし、そうしたら窓月が傷つくし！　っていうか、このロールサンド、パンとジャムだけだから変な味になりようがないと思ってたけど、なんでこんなにおいしいんだ？　味覚が変わっててもとの味がわからないから何とも言えないが、パンに塗ってるこのピンク色のもの、ジャムかと思ってたらなんか紅しょうがの香かおりがするんだが？　さらに、何かいろいろ混じってるぞー？）

　幹士に食べさせなくて良かった……とは思ったが、その結果、さまざまな誤解を生んでしまって浦人は頭が痛くなる。

「っていうか、幹士がどうしてここにいるんだよ。おまえも絵の勉強するの？　だったら、俺のスケッチブック貸してやるけど」

「まっさかー！　俺はただ、おまえのそばにいれば窓月がくっついてくる、窓月のそばには九く結むすびがいる、という『風が吹ふけば桶おけ屋やが儲もうかる』式でここにいるだけだし」

「ごめん、その説明がよく解らない」

「要するに、九結は可愛かわいいってこと！」

　と、幹士はなゆりとラミカの間に無理矢理むりやり割って入った。

「ということで九結、あとは若い二人に任せておいて、俺たちは俺たちでしっぽりとお話をしましょうか」

「お断り」

　ラミカの返答は一刀両断だ。しかし幹士はくじけない。

「九結って、英語の成績すごくいいじゃん。俺がメジャーリーガーになったとき、通訳してくれる奥おくさんがいたらバッチリじゃね？」

「その論理の飛ひ躍やくっぷり、あたしよりなゆりと気が合うんじゃないの？」

　ラミカは思いっきり迷めい惑わくそうな顔をしている。ところが、なゆりはラミカの意見を思いっきりまともに取って、真っ赤な顔でわたわたしてしまう。

「ラミカ、そんなっ、榊さかきくんに迷惑だし！　そ、それにわたし、自分もおっとりしてるから運動部系の人より文化部系の人のほうがいいって言うか、絵のうまい人がやっぱり好きだし……」

（窓月は悪気無くそういうこと言うからなあ。ああ、予想どおり九結がものっすごい目でこっちをにらんでる）

　浦人は、ラミカの視線から必死に目をそらす。

　幹士が、ニコニコしてラミカに言った。

「そうそう、美術館の話。おまえら、このあいだの事件のとき、一緒に行ってたんだよな？　俺が試合で行けなかった日。やっぱり、もしものときは俺が一緒のほうが頼りになるんじゃないかな？　九結ってさ、無口だし顔とか綺き麗れいで完かん璧ぺきっぽい感じだから今まで近寄りがたい雰囲気あったんだけどさ、浦人のおかげでお近づきになれてラッキーって思ってるとこなんだよ。ずっと言いたかったことも言いやすくなったし」

「言いたかったことって？」

「九結はじゅうぶん細いんだから、ダイエットの必要とか無いってこと。女の子はポッチャリ目のほうがぜったい可愛いし」

「はぁ？」

「何なら、俺のパンあげようか。ちっこくてポッチャリは思いっきり俺の好みだから、ぜひもっと食え。カツの脂あぶら身みとか重点的に」

「ちょ……ちょっと、あんた何言ってるわけっ？　熱でもあるんじゃないのっ？」

　ラミカがますます怒る。幹士といいなゆりといい、頼たのむからこれ以上ラミカの神経を逆さか撫なでしないでくれ……と、浦人は祈いのった。幹士は笑いながら、なれなれしくラミカの肩に手を回す。

「まあまあ、今度から俺を誘さそってダブルデートにしろって」

「べっ、別にあれはデートじゃありませんっ！　わたしなんかとデートだなんて、小滝くんに失礼ですっ！」

　なゆりが真っ赤になってうったえる。だが、幹士はまったく気にせず、ラミカの肩をぐっと抱き寄せた。

「そうだ、付き合ってないならこれから付き合えばいいじゃん。高校生なんだから、お付き合いして当たり前だろ？」

「……」

　ラミカは黙だまっている。

「そうだ、『善は急げ』って言うし、明日さっそくダブルデートの予行演習してみようか。いや実は、今朝俺んちの駅前にあるボムボムバーガーの割引券もらってさ」

「…………」

「ボムボムバーガーの新製品『超ちよう絶ぜつギガトンボムボム』が、この割引券で今だけ一個二百円！　バンズの間に肉三枚、チーズ三枚、トマト一個、卵一個の前代未聞の爆ばく弾だんバーガー！　男子に生まれたからには、これは絶対食べなきゃでしょ！　あっ、女子には『フレッシュ野菜プチボムボム』がお勧すすめ。女の子が物食ってるとこって、色っぽくていいんだよなあ。ぜひ九結に食べていただきたい、そして胸まわりにもう少し脂し肪ぼうをつけていただきたい」

「………………」

「で、来週また野球の練習試合があるんだけどさ。今度こそ九結が応おう援えんに来てくれたら、すっげーうれしいなーなんて」

「……………………」

　ラミカはずっと黙っている。黙っているけれど、目が怒っている。ものすごい殺意が湧いているのを、浦人だけは気づいていた。しかし、吸血鬼省の規定に従うかぎりは勝手に殺すわけには行かず、葛藤しているようだ。

　でも、真っ赤になって怒いかりをこらえているラミカは、冷静に腐った林檎を狩っているラミカよりずっと、人間味があるように浦人は思う。優しいなゆりがいて、明るい幹士がいて、なぜかこのメンバーではいじられ役になってしまうラミカがいて、その三人の中に自分がいて、

（何だか……青春って感じだなぁ）

　青い空を見上げながら、浦人はそんなことをのん気に考えていた。ついうっかり顔がニヤけてしまったが、ラミカがこちらを怖こわい顔でにらんでいるのに気づいて、

「ま、まあそんなことはさておき。屋上に呼んだのは、遠近法の勉強のためなわけで……」

　と、浦人はあわてて、ごまかすように美術のレクチャーを始めた。




　その日の夜……。

　ラミカは昼間の幹士の一件で精神的に疲つかれて、今日は夜中のパトロールを休み、薄うす暗ぐらい洋館の地下室に置いた棺かん桶おけの中で早々に眠ねむっていた。

　吸血鬼省の日焼け止めを塗っているといっても、日射が最強な初夏の真昼に屋上にいると、さすがに体がきつい。海に遊びに行って日焼けしすぎると体がだるくなるが、まさにそんな感じになる。

　人間は太陽光の中の紫し外がい線せんにのみ反応して日焼けするが、吸血鬼の場合、太陽光にふくまれる全ての色のスペクトルがそろってはじめて、ミトコンドリアを共きよう振しんさせて活性酸素を大発生させるのだ。

「やだわ、目の下に小じわができてる……。活性酸素のせいで肌はだが老化したんだわ」

　完全に光を通さない漆しつ黒こくの棺桶の中で、ラミカは自分の顔を触さわりながらため息をついた。

　人間のふりをしてつきあうのはしんどい。ボムボムバーガーだって、食べればどうせまずいわけだし、あとで腹が痛くなることはわかっている。

　それでもどうして自分は、そうまでしてなゆりのそばにいたいのだろう。彼女にとってたかが「食しよく糧りよう」に過ぎない人間に、どうしてこんなに惹ひかれたり、やきもきしたりするのだろう。

　なゆりだけではない。なゆりを通じて、浦人や幹士とも触れ合うようになった。五百年間、他の多くの吸血鬼たちと同じように人間とは……いや、吸血鬼たちとも距きよ離りを置いていたラミカにとって、初めての経験だった。

　彼らの顔を思いだすと、真昼の太陽を浴びすぎたせいか、目の中がいつまでもきらきらとまぶしかった。どうしても眠れない。ラミカは耐たえかねて、棺桶から出た。成長しきらないまま五百年の時を生きつづける白くて細い体に、黒く短いシュミーズがよく似合う。胸囲は六八センチといったところだ。

　ラミカは寝るのを中止にして、手配犯のチェックをすることにした。

「『腐った林檎』の新しい情報、入ってるかしら」

　彼女は棺桶の上に足を組んで座すわり、ピンクと黒のラインストーンでデコレートした携帯電話を開いて、吸血鬼省から届いた写真などの情報をあらためていく。

　吸血鬼省からのメールが入っていた。何だろう、と彼女が開いてみると、驚おどろくべき内容が記されていた。

「『腐った林檎』切きり崎さき契ちぎりの処分報告に関する不足資料の再提出要よう請せい」

　と、仰ぎよう々ぎようしいタイトルがつけられている。内容は、ラミカが提出した切崎の処分の報告書について、吸血鬼省の調査官がその真しん偽ぎや正当性などを調べた結果である。ここに不当な行動が報告されると、その吸血鬼は処罰対象になるというわけだ。

「再提出……？　五百年近く『林檎狩り』をやってるけど、一度もそんなことなかったのに……」

　ラミカは、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

　そのとき、ツタの絡からんだ洋館の青銅製の門もん扉ぴの前に、黒服の男が現れた。インターホンのボタンを押すと、リンゴーン、と重々しい鐘かねの音が響ひびいた。

「誰かしら、こんな時間に……？」

　ラミカはスリッパをはき、ガウンを羽織って、ぱたぱたと外に出る。訪問者は既すでに、門扉をひらりと飛とび越こえて門の前に立っていた。痩やせた色白の男で、シルクハットをかぶり、細い口ひげを綺麗に整えていた。ひと目で、同じ吸血鬼だと判った。

「九結ラミカ嬢、でございますな？　吸血鬼省のメールはお受け取りに？」

　ラミカは、男が着ているヴィクトリア朝スタイルの黒い外がい套とうの襟えりに、彼女が傘につけているのと同じ金色のコウモリの形をしたバッジが光っているのを目ざとく見つけた。




　彼女は、男を応接間に通した。男はシルクハットと外套をひざに乗せ、ゴブラン織りの椅い子すに深々と腰かける。部屋には薄暗いシャンデリアが灯ともり、冷えた暖だん炉ろの上には怪かい物ぶつグリフォンの像が飾られていた。

　男は、部屋の中を見回して言った。

「吸血鬼省は『林檎狩り』が自然に人間社会に潜せん入にゆうするための住居を完璧に用意してくれると聞きますが、ここは一人で住むには少々広すぎますな」

「ここしか空いてなかったらしいから、仕方ないでしょ。それよりあなた……『調査官』ね」

　ラミカはティーカップに紅茶を注いで、男に出す。

「砂糖とミルクは要るかしら？」

「ははは、ご冗じよう談だんを。腹を痛くしてとっとと帰れ、ということでございますか？」

　男の顔は笑っているが、目は笑っていない。

「調査官が来くるのは、『林檎狩り』には愉ゆ快かいなことではないとは存じております。まあ、苦労して完結した仕事のアラを探されるのは気持ちの良い物ではございませんでしょうが、これも吸血鬼省の厳正なる自じ浄じよう作用のうちとして、ご寛かん恕じよいただけますればと存じます。われわれ調査官による忌き憚たん無なき査察が無くなれば、人間の組織同様腐ふ敗はいがはびこる。それでは、五百年ものあいだ組織を維い持じすることはできませんからな」

「持って回った言い方はイライラするわ。で、あたしの報告書のどこに不足が？」

「その前に、規則にのっとって自己紹しよう介かいをさせていただきます。十九世紀に吸血鬼になりました、エドワード・ドミトリィーと申します。愛読書はストランド・マガジン、もう百二十年来のシャーロッキアンでございましてな」

「よく途と中ちゆうで飽あきなかったわね」

「探たん偵てい小説で培つちかった推理力を武器に、報告書の正当性を調査させていただいております。以後、お見知りおきを」

「調査官と顔なじみにはなりたくないわよ」

「皆みな様さま、そうおっしゃいます」

　ドミトリィーは、黒い革の書類鞄かばんを開けて分厚い紙束を取りだし、ガラスの応接テーブルの上に置いた。

「これが、わたくしの調査した結果でございます」

「分厚いわね。読むのが面倒だから、手短にまとめるとどういうことなのか教えていただける？」

　ラミカはイライラしたようすで、紅茶を飲みながら彼かれをにらんでいる。ドミトリィーは、ポケットからガラスの小こ瓶びんを取りだして彼女にさし出した。

「まあまあ、イライラするのはカルシウム不足の証しよう拠こ。サプリメントでもいかがでございますかな？」
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「人間の食料を消化できない吸血鬼に、人間のサプリメントが効き目あるわけ？」

「病は気からということばもございますし、まあおまじないのようなものでございますかな。サプリメントならカロリーがほとんど無いので、少なくとも下げ痢りにはなりませんし。ラミカ嬢にはさしずめ、寝ね不ぶ足そくのお肌に良いビタミンＣでもどうでございますかな？」

　ドミトリィーはのん気にサプリメントをぼりぼりかじり、優ゆう雅がに紅茶を飲んだ。悪びれたようすもないその態度に、ラミカはますますイライラしてどなった。

「寝不足は誰のせいよ！　ひとをたたき起こして、結局どういう用なのよ！」

「やれやれ、五百年以上も生きているわりに短気でございますな。要するにこの調査書の内容をかいつまむと、あなた様の報告書にも警察の記録にも存在しない情報をわたくしのほうで得たということでございます。これについて、追加で裏付けを取っていただきたく存じます」

「情報は全て報告書に書いたはずよ」

「まず、川原に倒れていたという少女の第一発見者の証言です。彼は暗くら闇やみの中、遠目にですが『黒服の男が制服の少女の頭に大きな石を叩きつけた』ところを見たと証言していますが、これが本当だとすると、切崎契以外にも殺さつ人じん鬼きがいたということではありませんか？」

「その『少女』はあたしの友達よ。彼女には傷ひとつ無かったし、あの目もく撃げき者しやは酔よっ払ぱらってたわ。証言の信しん憑ぴよう性せいが疑問なんだけど」

「傷が無かったというのは、石がヒットする前に目撃者に見つかっただけ……という可能性もございますな？　もし『黒服の男』が実在するのならば、切崎契が単独犯だったとは限らない可能性もございます。それについては、どうお考えでございますか？」

　ドミトリィーの質問は、さすが調査官を百年以上続けているだけあって鋭するどく厳しい。ラミカは、答えを逡しゆん巡じゆんする。

「で、でも……たまたま別の変質者かもしれないでしょ、切崎に共犯がいたということにはならないと思うけど？」

「では、共犯はいないという確固たる証拠はご提示願えますのでしょうかな？」

　ラミカは答えられない。フッ、とドミトリィーははっきりと聞こえる声で笑った。

「こちらには、もうひとつ情報がございます。切崎に共犯がいるかもしれないという観点から過去の事件を洗いなおしてみると、切崎のアリバイと矛む盾じゆんする事件が他ほかにもいくつかあったのでございます。これは……調べられましたかな？」

「そ、それを調べるのはわたしの仕事じゃないわ。警察署にいる『情報員』の仕事でしょ」

「そうでございますか……では、そちらの方にも再調査についてお伝えしなければなりませんな」

　ドミトリィーは、面倒くさそうにため息をつく。ラミカは尋たずねた。

「彼女は……『情報員』は優ゆう秀しゆうよ、その情報が不完全だったとでも？」

「申し訳ございませんが、わたくしはもっと優秀でございます。だからこそ、調査官を任じられているのでございます」

「自信たっぷりね」

「なぜなら、警察もあなたもまだご存知ではない……この町で、新聞にも載のらない小さな失しつ踪そう事件があったことを」

　ドミトリィーが、整えられた口ひげを撫なでながら話した。

「報告書によると、あなたは切崎のマンションで『アゲハ』と名乗る女性に出会った。報告書にあった特とく徴ちように類るい似じした女性が、あの夜から行方ゆくえ不明になっているのでございます」

「行方不明っ？」

「やはりご存知ありませんでしたか。あなたの報告書が確かなら、あの夜、切崎は彼女に会えたはずがございません。しかし、切崎に会いに来た彼女が切崎に遭そう遇ぐうしていないのに、切崎のマンションでの消息を最後に消えた……これは、どういうことでございましょうな？」

「何が言いたいの？」

「ホストクラブ通いをして借金で首の回らなくなった女性が行方をくらますのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ、ということで大して報道されていなかったのでございます。実際、あなたもご存知なかったわけですし。しかし、わたくしの灰色の脳のう細さい胞ぼうは、切崎の『相方』にやられたのではないか……という思いを払ふつ拭しよくできませぬな」

「つまり……切崎は単独犯ではなく、複数犯だったということ？」

　ラミカは黄金の眉をきつくひそめた。

　なゆりが無事だったのだから、彼女の頭に石を叩きつけていた……という証言は誤っている。しかし、アゲハが消えたことは説明できない。アゲハを屋上に向かわせたのは、ラミカである。もし、その選せん択たくのせいで彼女に何かあったとしたら、それはラミカの責任になる。

　けれど、ラミカの得ていたデータでは、切崎は単独犯としか考えられなかったのだ。

「データが足りないの？　それとも、データがおかしかったの……？」

　ラミカは考えこむ。ドミトリィーは、書類鞄の中から携けい帯たい電話を取りだしながら答えた。

「データを提供された『情報員』にも、話を聞かねばなりませぬな。『情報員』は『林りん檎ご狩がり』を補ほ佐さしなくてはならない、それが機能していないとしたら問題でございますから……おや」

　と、ドミトリィーは携帯電話の画面を見つめる。

「『情報員』は、今夜は自宅にいないとのことでございますな。『職場』のほうに出向いてくれと……事実関係を確かく認にんするために、あなたがた『林檎狩り』の同席を求めるとのことでございます」

「同席を求めるですって？　事実関係も何も、あたしは報告書を提出する前に『彼女』にもメールで送って、確認を取らせたのよ。それ以上、何を聞こうって？」

「わたくしとしても、双そう方ほうの意見を同時に聞けるほうが手間が省けますので、ご同席していただければありがたく存じますが。もちろん『新人の林檎狩り』も、でございます」

「……やれやれ。判ったわよ」

　ラミカは面倒くさそうに、ため息をついた。




　その夜、浦人は血液を飲んで空腹を癒いやしてから、宿題に取りかかっているところだった。すでに小料理屋の営業は始まっていて、一階からは魚を焼くおいしそうな匂においがする。

「吸血鬼の中には、脳細胞が活性化するのもいるらしいけど……俺の脳細胞は、どうも活性化してないなー。っていうか、三角関数って何なんだ？」

　浦人はノートに無数の三角形を書きながら、ため息をついていた。頭をどんなに引っかいても脳がスッキリしない。机の上にはサプリメントが置いてある。勉強などでストレスがたまると、人間、口くち寂さびしくなるものだ。菓か子しと違ちがってカロリーがほとんど無いから腹が痛くならないし、どうせ味はわからないので、勉強しながらラムネがわりに食べていた。

「ＤＨＡが頭を良くするんだったっけ。頭、良くなってる気がしないけど……。ブルーベリーは眼精疲ひ労ろうで、ビタミンＣが……あーめんどくさい、全部飲んじまえ！」

　やけになって、浦人はサプリメントを片手いっぱい口にほおばった。

「窓月は、絵はものすごいけど成績はいいんだよな。窓月に勉強教えてもらおうかな……それって厚かましいと思われるかな？」

　ぼりぼりとサプリメントを咀嚼しながら悩なやんでいると、窓を叩く音がした。

「……あれ？　二階……の窓だよな？」

「あたしよ」

　窓の外から声が聞こえる。びっくりして窓を開けると、二階のひさしの上にラミカが座っていた。

「九結！　そこ、玄げん関かんじゃないぞ」

「玄関から来たらあんたの家族に見つかるでしょ、バカじゃないの？」

　ラミカは窓わくに腰かける。今日も黒ずくめのゴスロリファッションで、もちろん傘も持っている。

「宿題を教えてもらいにきたにしちゃ、態度が巨きよ大だいだな」

「誰があんたなんかに宿題を教えてもらうのよ、それならなゆりの家に行くわよ」

「同感だ、俺に三角関数を聞いたって無む駄だだからな。じゃあバイバイ」

「こんな時間になゆりの家に行ったら迷惑でしょ、ほんとにバカね」

「俺に迷惑をかけるのはいいってのかよ」

「ちょっと顔を貸してちょうだい」

　ラミカが、至近距離から浦人の目をじいっとのぞきこんだ。浦人は、ドキンとする。

「な、何だよ」

「『調査官』から切崎の報告書のダメ出しが出たわ」

「ダメ出し？」

「そうなのよ。まったく、面倒ったらないわ。たたき起こされて肌は荒あれまくるし……」

　ふとラミカは、浦人の机の上にサプリメントの瓶びんが転がっているのに気づく。

「あら、ビタミンＣ。ちょうどいいわ、いただくわね」

　と、彼女は勝手にポリポリ食べはじめた。

「九結、それ俺のサプリ」

「ストレスがたまると肌がボロボロになるでしょ、ケチケチするんじゃないわよ！」

　ラミカはため息をつきながら、前まえ髪がみをかき上げた。浦人は、怪訝そうにたずねる。

「吸血鬼に人間のサプリなんて、効かないだろ？　それに何だよ、ストレスって。何があったんだ？」

　ラミカはサプリメントをかじりながら、言いにくそうに口をひらいた。

「……切崎が、複数犯だったかもしれないんだって」

「複数犯っ？　共犯者がいたってことかっ？」

「共犯なのか、他に別の犯人がいたのかは、まだわからないわ。やっと片付いた事件だと思ったのに、ったく……『情報員』の情報が不十分だったのかもしれない。責任の所在が誰にあるのかはっきりさせて、切崎の他に仲間がいるならそいつも『腐くさった林檎』の候補として報告しないといけない。あんたも証言するのよ、一いつ緒しよに来なさい」

「そ、そんな急に……！　宿題、全然終わってないのに！」

「三角関数ぐらい、公式を覚えれば一発よ。あとでゴロ合わせ教えてあげるわよ」

「五百年も生きてて、ゴロ合わせ頼りなのか？」

「うるさいわねっ！　文句あるなら教えないわよ、いいから来なさいよ！」

　ラミカが乱暴に浦人の腕を引っぱった。浦人はよろけて窓から落ち、そのまま外に引っぱって行かれた。

「ど、どこに行くんだよ」

「黒羽根署よ。署長が『情報員』なの」

「署長？」

　浦人は思い出す。黒羽根署の署長……といえば、寄き留りゆう氷ひ美み華か。かっちりしたスーツ姿のキャリアウーマンというイメージで、とても吸血鬼バンパイアには見えなかった。しかしもっとよく思い出してみると、緊張感ただよう堅かたいスーツは豊満な体を絞めつけようとして逆にその魅み力りよくを強調し、濃のう密みつな香こう水すいの香りとあいまって、なまめかしい毒婦ヴアンプの妖よう気きをたたえていたような気もする。

「あの人も……吸血鬼だったのか？　じゃあ、警察署で俺の話を聞いたときには俺が吸血鬼だって知ってたのか？」

「いいえ、あたしの報告書が上がって初めて知ったはずよ。『林檎狩り』は万が一を考えて、作戦遂すい行こう中にはいっさい他所に情報を漏らさないわ」

「あの人が吸血鬼なんて、全然わからなかったぞ」

「吸血鬼省では吸血鬼が警察関係に就職するのを推すい奨しようしてるわ。犯罪者の情報を集めたり、『林檎狩り』がうっかり残した不ふ手て際ぎわをナイナイしてもらわないといけないでしょ。公務員だけに、人事異動や転勤が多くて必要な町になかなか配置されないのが難点だけど」

「あの人も吸血鬼とはなあ……」

　どうしても浦人には実感がわかなかった。吸血鬼がこんなにも人間社会に溶とけこんでいるのなら、今までの人生で、もしかすると自分は、他にも何人も吸血鬼に会ったことがあるのかもしれない……と思った。人類は本当に、吸血鬼に監かん視しされているのだ。浦人は、ぞくっとした。

「確かにあの人は俺の話を聞いてくれてるような顔をしていたけど、あれも俺が騒さわがないようにするためだったんだろうな。九結が『塵ちりに還かえす』ターゲットだから、あまり切崎に注目が集まると困るってわけか……」

「恐おそらく、そういうことでございます」

　闇やみの中からドミトリィーが現れた。あまりにも完璧に闇に紛まぎれていて、吸血鬼の五感をもってしても、彼がそこにいることに浦人は全く気づかなかった。ギョッとした。

「あ、あんた誰だ？」

「吸血鬼省の調査官、エドワード・ドミトリィーと申します。このたびは小滝様にもご足労願いまして恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

「しち面倒くさい挨あい拶さつは抜ぬきよ、とっとと事実を確認してあたしは寝ねるわ。目の下にクマができたような顔で、明日なゆりの前に出られないじゃない」

　待ちきれないように、ラミカが黒い傘を広げてひらりと飛びあがり、闇の中に消えた。ドミトリィーは書類鞄を片手に黒い外套を広げ、浦人も普通のＴシャツにジーンズだがそれを追って、闇に吸いこまれていった。




　黒羽根署の玄関には、夜でも見張りの警官が立っていた。

　昨今の世界情勢をかんがみて、自動車爆弾によるテロを防止するために、駐ちゆう車しや場じようの入り口にも見張りがいる。

　見張りのいない場所にも、数多くの防犯カメラが目を光らせていた。また、建物の壁かべには常にサーチライトが這はって、外部からの侵しん入にゆう者しやが無いことも確認していた。サーチライトは、一周二十秒ぐらいで回転していた。

　ラミカは、黒羽根署の裏手に浦人とドミトリィーを連れていく。

「この真上が、署長室よ」

「四階でございますな。エレベーターはございますかな？」

　ドミトリィーが、手を目の上に当ててひさしにしながら言った。ラミカが、信じられないような目を彼に向ける。

「跳とぶのよ、当然でしょ？」

「わたくしはあなたがた『林檎狩り』とは違うのです。人間の脳細胞の限界をはるかに超えて頭を使うのが専門でございます、体力仕事はごかんべんを」

「俺と九結でドミトリィーさんの両腕をつかんで、三人で跳べばいいじゃないか」

　浦人が提案した。ラミカは、少し感心したように片方の眉を上げる。

「確かに、あたしたちの力ならそれでも届くかもね。窓を開けるよう、署長に伝えるわ」

　と、ラミカが携帯電話を耳に当てた。ドミトリィーが、浦人にちらちら視線を向けている。浦人は、その視線が気になって尋ねた。

「……何だよ？」

「おや、失礼いたしました。じろじろ見る気は無かったのでございますが、九結様の報告書によれば小滝様はかなりの潜せん在ざい能力を持った吸血鬼との話、どのような方であるかずっと興きよう味み津しん々しんだったのでございますよ」

「九結の報告書？　……それ、平たく言うとあいつが俺を誉ほめてたってことか？」

　浦人は、ちょっと胸がドキンとした。ラミカはいつも浦人に冷たくて、かなり嫌きらわれているのか、役立たずだとバカにされていそうだと感じていたので、自分のことを上層部への報告書でそんなにも誉めていたというのが、くすぐったいような恥ずかしいような、妙みような気分だった。

「ちょっと、なに余計な私語してるのよ！　窓が開いたわよ！　サーチライトが戻もどってくるまえに、行くわよ！」

　ラミカが携帯電話を切りながら、真っ赤になってどなった。かなり怒おこっている……ということは、浦人とドミトリィーの会話をばっちり聞いていたに違いない。

　他人を誉めていたということがわかったぐらいで怒ることもないじゃないか、悪口を言っていたと密告されたわけではあるまいし……と、浦人はなぜ彼女が怒っているのか、まったく理解できなかった。

　とりあえず、これ以上ラミカを怒らせるとややこしそうなので、彼女に従ってドミトリィーの腕を持った。ラミカは、

「いい？　行くわよ、一、二の三！」

　という号令とともに、飛びあがった。




　三人は、窓の高さよりも高く舞まいあがった。浦人は、ドミトリィーを窓の中に押おしこんだ。ラミカは黒い傘を開いて落下速度を落とし、窓まど枠わくにふわりと着地して部屋の中に入った。

　浦人はドミトリィーを押しこんだ反作用で窓から少し離はなれたが、空中でひらりと身をひるがえし、その勢いで軌き道どうを変えて窓わくに取りついた。

　その直後、サーチライトが戻ってきた。あやうく浦人の姿が捕とらわれかける。しかし、ラミカが素す早ばやく彼の手をつかんで、部屋の中に引きこんだ。

「うわあ！」

　浦人は顔から床ゆかに倒れる。それと同時に、寄留が元どおり窓を閉めた。

「あなたが『寄留氷美華』様……！　これは、想像以上にお美しい」

　ドミトリィーは寄留の前で頭を下げてひざまずき、貴公子のように彼女の手を取って口付けした。

　顔から床に落ちた浦人も、顔を上げた。寄留は今日もかっちりしたスーツ姿だ。こんなに遅おそい時間まで残業していたというのに、化け粧しようが乱れることもなく、完璧に美しいことに彼は感かん嘆たんした。香水の匂いが、部屋の中に濃こくただよっていた。

「ミスター・ドミトリィー、初めまして。まずは、ありがとうを言わせてもらいますわ……わたしは、美しいと言われるのが何よりもうれしいのです。幼いころからずっとね」

　浦人も以前、同じことを彼女から聞いたな……と思いだした。ドミトリィーは、少しばかり照れたのかハンカチで額の汗あせを拭ふいた。

「いやはや、思わず口に出してしまいました。今時は、容姿を誉めてもセクシャル・ハラスメントと言われますからな。いや、しかしお美しい」

「ところで、切崎契の件で何かわたしに落ち度が？」

「いえ、それを探しに来たのでございますよ。九結様に提供された情報が、適切ではなかったのではないか……と考えておる次し第だいでございます。万が一、切崎契が複数犯であったとするならば、彼の犯行とされている事件について再度洗い直し、その犯人の罪の度合いを再び吸血鬼省で論議せねばなりませんからな」

「万が一……その『洗い直し』の結果、切崎が殺した数が予想外に少なく、『腐った林檎』には該がい当とうしないということになれば……吸血鬼省の面子がつぶれますね」

　寄留がつぶやいた。浦人が、大きく首を横に振って否定する。

「あいつは俺を刺さしたし、窓月を殺すつもりで追いかけたんだ！　あんな悪党が、万が一にも『腐った林檎』に該当しないとか、ありえないぜ！」

「あら……そう言えば、あなたは切崎に刺されたあと、吸血鬼になったのでしたね。警察署で事情を聞いていたときにそれを知っていれば、あなたを嘘うそつき扱いさせることもなかったのですけれど」

　寄留は、所長室から奥に続く小部屋の扉とびらを開いた。

「『吸血鬼省』に提出するための、犯罪に関する『裏書類』はここにしまってあります。ミスター・ドミトリィー、案内いたしますわ。どうぞご確認ください」

「どうも、お手数をおかけして申し訳ございませんな」

　ドミトリィーが、軽く会え釈しやくしながら小部屋に入る。書類が日に焼けないよう、小部屋には窓が無かった。彼は黒い外套のふところからカメラを取りだす。大きなストロボをつけた一眼レフデジカメだ。浦人が、驚いて目を見張った。

「すごいカメラ持ってるんだな。吸血鬼の持ち物って雰ふん囲い気きじゃないけど」

「書類を撮さつ影えいするためでございますからね、高解像度は基本でございます。そうそう、ストロボのほうはご覧になられませんように」

「なんで？　まぶしいから？」

「ストロボに使われているキセノンランプは、写真の色を自然にするため太陽光のスペクトルと同じ連続スペクトルを持っておりますから、まぶしいどころか目が灰になる可能性がございます」

「吸血鬼省に配給されたコンタクトレンズをはめていたら、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　と、寄留が少々心配そうに尋ねた。

「ああ、それなら大丈夫でございます。夜中はコンタクトレンズを外される方も多いので、少々心配が過ぎましたな」

　ドミトリィーはそう言いながら、目ぼしいファイルを見つけては、写真の撮影を始めた。寄留は小部屋の入り口でその様子を見守り、浦人とラミカは小部屋が狭せまいので署長室で待機していた。

「お忙いそがしい中、お時間を取らせて申しわけございませんな。本来ならば、このようにお美しいレディのもとには花束を携たずさえてくるのが宇宙の常識というものでございますのに」

　ドミトリィーは、寄留にそんな軽口を叩たたきながら写真を撮とっていた。寄留は腕うで組ぐみをしながら答える。

「いいえ、情報不足があったのならばわたしの責任ですから」

「いや、正直わたくしは、同情しているのでございます。吸血鬼の数は人口の一万分の一とＭＯＶが決めております。黒羽根市の人口は十五万人でございますから、この地区の吸血鬼は計算上では十五人必要。それが、今まではあなたと九結嬢の二人きりで回していたのでございますからな、手が足りなくなるのも無理からぬことでございます」

　ドミトリィーの話を聞きながら、浦人は指折り数えた。

「人口の一万分の一ってことは……世界の人口がもうすぐ七十億人だから、吸血鬼は全世界に七十万人いるってことか？」

「そんなものね」

　と、ラミカが答える。

「けっこう多いんだな」

「そうでもないわ。アフリカのサバンナの草食動物と肉食動物の割合は千対一だって知ってる？　それが『生態系』を乱さない比率だってわけよ」

「でも、シマウマはライオンが自分たちを食うことを知ってて逃げるだろ。吸血鬼がサバンナの動物と同じように人間の千分の一まで増えたら、さすがに存在がバレそうな気がするけどな」

「そのとおりよ、だからＭＯＶはその比率にさらに安全率として十をかけて、一万分の一にしてるわけ。肉にく弾だん戦せんなら吸血鬼が勝てるけれども、人間は武器を使うし頭もいい、何より吸血鬼サイドには『吸血鬼の数の千倍以下に人間を滅ほろぼしたら自分達も滅ぶ』という弱みがあるわ。つまりまともに戦えば、吸血鬼が滅ぶのは必定だもの。もし吸血鬼が人間の血液以外のものを食べられるようになれば、人間なんて滅ぼしてしまえるのに」

　口調は強気だが、ラミカの横顔は寂さびしそうに見える。

「俺おれは人間は好きだけどな」

　と、浦人は言った。

「特に窓月とか」

「もちろんなゆりは別よ？　言っとくけど、なゆりに必要以上に近づいたら塵に還すからね！」

「絵を教えるなって言うのかよ」

「当然、絵の先生を断ってなゆりを泣かせたら、即そつ刻こく塵ちりに還すわよ」

「どうすりゃいいんだよ……」

　浦人は疲れ果はてて、ため息をついた。




　いっぽう、ドミトリィーは資料の写真を撮りつづけていた。

　何百人もの人間が、時には単なる刺し殺さつ、時には自動車を利用しての轢れき殺さつ、無理心中に見せかけた放火殺人などで殺された生々しい記録を目まの当あたりにしても、専門家である彼は眉ひとつ動かさず、動どう揺ようすることもない。

　冷静に資料を眺ながめながら、ドミトリィーは寄留に尋ねた。

「ところで、あなたはいつ吸血鬼におなりに？」

「女性に年ねん齢れいを聞くおつもりかしら？」

「いやいや。たとえお互たがい不老不死でも、自分より先に生まれた女性は男子たるもの、少々苦手でございまして」

「ＭＯＶは吸血鬼に偽ぎ名めいと新しい戸こ籍せきを用意しますが、わたしの名前と戸籍はまだ生まれたときのまま……二十年前に妹が殺されましてね。そのとき、わたしも刺されて死にかけたのだけど……そこを吸血鬼に救われたのです。公務員になるには戸籍もしっかりと調べられるから偽にせの戸籍では難しい、本物の戸籍を持っている人間は貴重だということでしてね……」

　と、寄留は長い髪かみをかきあげる。

「ほう。美女には、美女にふさわしいドラマチックな過去があるのでございますな。それで、吸血鬼省の命令で警察署長に？」

「ええ、日本でキャリア組のエリートコースに入るには、大学卒業資格を取ったのちに国家公務員試験に合格しなければなりませんの。ヴラドウイルスのおかげで、楽勝でしたけれどね」

「いやいや、名門・帝都大学に自力で入学されたわけですから、もともと聡そう明めいなお方だったはずでございます。しかも日本の官かん僚りようの間では帝都大学の学がく閥ばつが強つよいため、卒業者である貴女あなたにはそれだけ強い影えい響きよう力りよくがある……まさにＭＯＶとしても、放っておけぬ人材だったのですな。いや、まさに完全無欠の才さい色しよく兼けん備び、恐れ入いります」

　ドミトリィーがあまりにも露ろ骨こつに寄留を誉めるので、ラミカはむかむかする。

「ふんだ、何が才色兼備よ。ちょっと胸の脂し肪ぼう分ぶんが多いだけじゃない」

「別に、あんなヒゲのオッサンに誉められたってうれしくないだろ？」

　女心がいまいち解わからなくて、浦人は首をかしげた。

　そのとき、ファイルをめくっていたドミトリィーの手が、はたと止まった。

「む？　この写真は……！」

「どうかいたしまして？」

　寄留が、ドミトリィーの背後に立ってファイルをのぞきこんだ。全身を切きり裂さかれた若い女性の無残な遺体の写真が数枚、現場検証の風景が数枚写されていた。浦人たちが切崎に襲おそわれる前の週に殺されたという、シルバーアクセサリー屋の女のようだ。彼女の両りよう腕うでには、じゃらじゃらした銀のブレスレットがはめられていた。ブレスレットには薄っぺらな銀細工の十じゆう字じ架かがいくつも吊つるされていたが、争あらそったときに腕うでを掴つかまれたのか、それらは折れたりちぎれたりしていた。

「この写真は、ＭＯＶのほうに提出されてはいませんでしたな」

「ああそれ。最近の写真ですもの……提出する前に切崎が処分されたので、提出の必要は無いと判断したのですわ」

「果たしてそう……ですかな？」

　ドミトリィーは、一枚の写真を寄留に見せた。

　現場検証の写真で、鑑かん識しき官の後ろのほうに寄留が写っていた。ごく小さい写真だったが、彼女は左手に白い包帯を巻いていた。

「これでもＭＯＶの信しん頼らい厚い調査官を百年もしているのでございますからな、わたくしの灰色の脳細胞はたとえ美女でも見み逃のがしはいたしませんぞ。左手の包帯……怪我けがをしていらっしゃいますな？」

　寄留の表情は静かなままだ。浦人はふと、切崎に襲われて警察署で事情を聞かれたとき、浦人の描いた似顔絵を手に取った寄留の左手に包帯があったことを思いだした。

「包帯……？」

　あのときは、寄留が怪我をしたのだろう、ぐらいに思っていた。しかし、彼女は吸血鬼である。すなわち、細さい胞ぼうが活性化していてどんな傷でもあっという間に治るはずなのだから、怪我などしているはずがない。なのに、なぜその彼女が包帯をしていたのだろうか？

　そのとき、ラミカが動いた。悪い予感がしたようだった。ドミトリィーに向かって彼女が何か言おうとした。恐らく「逃げろ」と言おうとしたのだろう。しかしその前にドミトリィーは口を開き、探偵小説の主人公のように朗々と言いはなった。

「これは人間の犯行に見せた吸血鬼の犯行、すなわちあなたの犯行でございます、寄留氷美華様！　あなたは彼女の手首を押さえて捕つかまえ、ナイフで刺し殺ころした。このとき、彼女が抵てい抗こうして薄うすい銀の十字架が折れちぎれ、あなたの手を傷つけた。銀の破は片へんの一部が手の中に残ってしまったため、全て完全に取りきれるまで傷が治らなかっ」

　パアン、と軽い破は裂れつ音おんがして、ドミトリィーの頭が吹っ飛んだ。

　えっ、と浦人が目を見張る。砕くだけたドミトリィーの頭から、血と脳のう漿しようが霧きりのように飛び散る。それは書類にこびりつく前に、蒸発して湯気となり消えた。

「そうよ。吸血鬼はどんな傷でも癒せるけれど……『銀』が体の中に入った場合は別ね」

　寄留の手に、拳けん銃じゆうが握にぎられていた。彼女は眉ひとつ動かさず、ドミトリィーの胴どう体たいに銃じゆう口こうを移動させてさらに三発を撃うった。

　三発目の銃じゆう声せいと同時に、浦人は胸に燃えるような熱さを感じて呻うめいた。

「うぐっ……！　な、何だっ……？」

　最初、ムカデにでも刺されたのかと思った。が、胸にふれると、べっとりと血がついていた。

「な……っ？」

　ひざから力が抜けた。立っていられなくなって、浦人はひざを折る。倒たおれる浦人の目に映ったのは、小部屋から歩みだした寄留の姿だった。三発目は自分に向けて撃たれたのだ……ということに、浦人はそのとき初めて気づいた。

「まさか……」

　ラミカが青ざめ、身を隠かくそうと思ったのか机に駆かけ寄よった。寄留は迷わず四発目を、彼女に向けて発射した。

「っ！」

　とっさに、ラミカは机の上にあった分厚いファイルを取って盾たてにした。銃じゆう弾だんはファイルに二センチほど埋うまって、そこで止まる。

　浦人の胸からは血が溢あふれている。傷口を修復しようとしても、銀の弾だん丸がんを撃ちこまれているため、傷口の周囲の細胞が活性酸素を吹きだしまくっている状態だ。浦人の活性酸素解げ毒どく酵こう素その能力が高いとはいえ、傷口の周囲からどんどん皮ひ膚ふや肉が乾かん燥そうし、塵と化しはじめている。

「どういうことよ！　こんなことをして、ＭＯＶに知れたらあんたは『吸きゆう血けつ鬼き狩がり』に一瞬で狩かられて死ぬわよ！」

　ラミカは気き丈じように怒ど鳴なるが、顔は青ざめている。寄留は笑った。

「震ふるえているじゃないの、お嬢ちゃん……いえ、十五世紀生まれだから本当はすごいオバンよね。回転拳銃リボルバーの弾丸は全部で六発あるってことを知ってるから、飛びかかって来られないんでしょう？　この銃じゆうがあるかぎり、『林檎狩り』にも勝てる自信はあるわよ」

「どうして、わざわざ証拠の残る殺し方をしたの？　ただ人を殺したいなら、血を吸って塵に還したほうが見つからずに済むはずでしょ。万一相手が吸血鬼になっても、胸にクイを打ちこむなど塵に還す方法はいくらでもあるわ」

「あなた『エリザベート・バートリー伯はく爵しやく夫人』を知らないの？　十六世紀、永遠の若さを保つために、六百人以上の処女を惨ざん殺さつしてその生き血を浴びたという……。不老不死といえどもわたしの肌は二十歳はたちの肌よ、老いないかわりに若返ることもない。あなたのような……ローティーンの水を弾はじくような絹の肌は、永遠に手に入らないのよ。みずみずしい処女の血を浴びないかぎりは……ね」

　寄留は、尖とがった爪つめでラミカの白い頬をすっと撫でた。吸血鬼であるラミカすら、彼女の目の中にひそむ執しゆう念ねんにぞっとする。

「二十歳ならじゅうぶん若いじゃない。それに血なんて浴びたって、そんなので肌が若返るなら化け粧しよう品ひん会社はコラーゲンだのプラセンタだの必死こいて研究しちゃいないわよ」

「バカね……試ためしたことが無いから、知らないだけよ」

　寄留が、妖あやしい笑えみを浮うかべて言った。

「わたしは幼いころから美しく頭も良かった、親には自じ慢まんの娘むすめだったし小学校でも中学校でも皆みなの憧あこがれだったわ。それに比べて五つ年下の妹の暖はる華かは頭は悪いし、いつでも小便臭くさくて子供っぽくて、あの娘こはわたしの引き立て役として生まれてきたのよ。なのに妹は、中学生になったころから急に綺麗になって行った……『鬼おにも十八、番茶も出で花ばな』ということわざがあるでしょう？　女が一番美しいのは十八、それを超こえるとあとは老ふけて行くだけなのよ。どんどん衰おとろえて行くわたしの前で、これから人生の最も美しい時代を迎むかえようとする妹……成績なんて中の下だったのに、ただ可愛いというだけで親も親しん戚せきも、わたしより妹を誉めるようになった。大学でわたしの取り巻きだった男たちまでが大学祭に遊びに来た妹にチヤホヤしたのよ、このわたしを放っておいて。だから殺してあげたのよ……あの娘が十八歳さいになるまえに。わたしより美しくなるまえにね」

　恐ろしい告白に、ラミカの全身がこわばった。

「殺したの……妹をっ？」

「法学部で裁判記録を勉強していた甲か斐いはあったわね、だけど疑われないようにするために自分も強めに刺してしまって……法律の勉強はしていても人体解かい剖ぼう学がくは素人しろうとだったんだもの。偶ぐう然ぜん吸きゆう血けつ鬼きに助けられなかったら、きっと死んでいたわ。でもそのとき発見したの……妹の返り血を浴びたところだけ、肌が赤ちゃんのようにスベスベになったのよ」

　くすくすくす、と寄留はうれしげに笑った。ラミカは恐きよう怖ふを感じながら、必死に強がって口を開く。

「何よそれ……怪あやしい通つう販はん番組みたいなこと言うのね」

「それがね、このご時世じゃあセクハラだ何だとうるさくて、誰だれもわたしの美び貌ぼうを面と向かって誉められないのよ。美しいという賛辞を送られることも、女を若く美しくするのに。唯ゆい一いつ、男が女に素す直なおな賛辞を送れるのがホストクラブだった……そこで偶ぐう然ぜん、捜そう査さ中だった切崎契を見つけたのよ。五年前だったかしら？」

「五年前ですってっ？　どうしてＭＯＶに黙ってたのよ！」

「だって彼を泳がせておけば、この黒羽根市での殺人は全て彼のせいにできるじゃない」

　寄留は悪びれもせずに笑った。ラミカは震える。

「もしかして……五年前から黒羽根市の殺人件数が倍増したのは、あんたのせいだったのね！」

「気づかなかったでしょ？　これも切崎のおかげよ……だからわたしは彼が捕まらないよう、警察内部の資料や捜査に手を加えていたというわけ。彼は、自分が優秀だから捕まらないと高をくくって疑いもしなかったようだけどね……頭がいいつもりでも、わたしから見れば切崎なんてしょせん雑魚ざこよ。でも殺人事件があまりにも続いて、犯人を挙げられないうちの署に査察が入るという噂うわさを聞いてね。そろそろわたしの手で切崎を自殺に見せかけて殺して、ジ・エンドにしなくちゃいけなくなったわけ。それで彼のマンションに行ったら、いなくてね……そう、あなたたちが切崎を塵に還したあの日よ」

　えっ、とラミカは目を見開いた。浦人が切崎のマンションの前で「警察署長の女の人がつけてた香水と同じ」と言っていたのを、今さらに思いだした。

「同じじゃなくて……本物ね、あのとき、あんたもあそこにいたのね！」

「切崎がいなかったから、帰ってくるまでエレベーターホールで待っていたのよ。そこに運悪く、あの『アゲハ』という女がやって来てねえ……」

　ラミカは息をのんだ。アゲハがエレベーターホールに向かったのは、屋上へ行くためだろう。

「か、彼女をどうしたわけっ？」

「あの女、わたしを恋こい敵がたきだと思って噛かみついてきてねえ。生意気だったから、塵に還したわよ。あんなアバズレの血なんて浴びても肌が美しくなるどころか、毎日安物の化粧品を塗りこみすぎてわけのわからない添てん加か物ぶつが入っていそうな血じゃ逆に肌に悪いわ。わたしの美しい肌には、無農薬無む添てん加かの処女の血でなければね」

　ラミカは、背すじが冷たくなった。吸血鬼は、人間を「林りん檎ご」と呼んではばからない。人間を「無農薬無添加」と言いはなつ彼女は、ある意味身も心も非常に吸血鬼らしいのかもしれない。

　それに抵抗を感じるのは自分が甘あまいからかもしれない、とラミカは迷う。しかしどちらにせよ吸血鬼省の規約には違い反はんしているのだから、寄留のほうが間ま違ちがっているのだ……と、自分自身を説得する。

「人間を襲うなんて……『林りん檎ご泥どろ棒ぼう』は最も重い罪よ、人間に吸血鬼の存在を知られるリスクが高まるでしょ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ドミトリィーのようなＭＯＶの査察官だって銀の弾丸があれば、恐るるに足りなかったじゃあないの。吸血鬼省が吸血鬼の存在を秘ひ密みつ裏りにしているのは、人間の科学と真っ向から戦たたかったら、自分たちのほうが一いつ瞬しゆんで滅ぼされることが判わかっているからだものね……こんなふうに」

　パン、と軽い音がした。銀の銃弾が、ラミカの額を貫つらぬく。大きく見開かれた目から、光が消えていく。

「……くぁ……」

　吐と息いきのような小さな声を漏もらして、ラミカは仰あお向むけに倒れた。

「ね、簡単なものでしょ？　あなたたちが消えた理由も、警察署長の立場を利用すれば、ＭＯＶに疑われないように捏ねつ造ぞうできるわけだしね。わたしは二十歳のときに吸血鬼になったから、戸籍上の年齢はもうすぐ四十歳……実じつ年ねん齢れいとの差を化粧でごまかすためにどんどん厚あつ化げ粧しようになっているから、それだけ肌へのダメージも強いのよ。早く新しい切崎に現れてもらって、今まで以上に処女の血を集めなくてはね」

　寄留は銃を下ろし、髪をかき上げながら、先に倒れていた浦人に視線をうつす。

「さて、こちらはもう塵になっているかしら……？」

　案の定、浦人はすでに姿が消え、Ｔシャツだけが床に落ちていた。だが、「塵」がどこにも無い。寄留は眉をひそめ、服を手に取った。

「まさか、塵も残さずに消えるなんて、ありえない……」

　寄留はかがんで服をつかみ、浦人の残ざん骸がいを捜そうとする。

　その背中に「ドン」と、衝しよう撃げきがあった。

「……何……っ？」

　寄留は振ふりかえる。Ｔシャツを脱ぬいだ浦人が、全力をこめて寄留の背中にペーパーナイフを突つき立たてていた。ペーパーナイフは、机の上のペン立てにあったものだ。

「塵だけじゃなく、ズボンや靴も落ちてないのに気付かなかったのかよ、マヌケ！　騙だまされてたぜ。警察署で俺が切崎を描えがいた似顔絵を持っていったのも、捜査するためじゃなくて、都合の悪い証言を闇に葬ほうむるつもりだったんだな……だから報道されなかったってわけか！」

　ペーパーナイフは確実に、彼女の心臓の位置を狙ねらっていた。だが、

「……あっ？」

　浦人の顔から血の気が引いた。ペーパーナイフが、寄留の背中にほとんど沈しずみこんでいないのだ。その瞬しゆん間かん、寄留が浦人を殴なぐり飛ばした。

「ぐはぁ！」

　浦人は天てん井じようにぶつかり、床に落ちた。『林檎狩り』ではなくても、吸血鬼だけあって彼女の腕わん力りよくも相当のもののようだ。

「どういうことなの、どうして塵に還っていないの！　銀の弾丸で撃ったはずなのに！」

　寄留が、床に倒れた浦人に狙いを定める。弾丸は、まだ一発残っているはずだ。浦人は顔を上げたが、うかつに動けない。

「そっちこそ……防刃じんチョッキを着込んでるなんて、どういうことだよ」

「言いなさいっ、なぜあなただけが、銀の弾丸を撃たれて死なないのっ？」

「何でそんなに……焦あせってんだよ。ＭＯＶの追っ手を殺せると思ってた方法が無くなって、今さらブルってるのか？　胸にクイを打つ方法じゃ……接近戦だもんな。いくら新人でも『林檎狩り』相手じゃあ、自信が無いわけか……」

「言いなさい、さもなければ吸血鬼が死なないことを後こう悔かいさせるわよ！」

　寄留は興奮して、倒れている浦人の背中に最後の銀の弾丸を撃ちこんだ。

「くあああ！」

　浦人は激痛にもだえながら、震える小さな声で言った。

「……わ、わかった……言う……！　だから助けてくれ、弾を抜いてくれ！」

「じゃあ話すのね？」

　寄留は力ずくの交こう渉しようがうまく進んだので、勝かち誇ほこったようにニヤッと笑い、浦人の髪の毛けをわしづかみにして乱暴に顔を上げさせた。

「いい子ね、弾を抜いてあげるから先に話しなさい。なぜ銀の弾丸が効かないの、どうすればあなたを殺せるの？」

「……んただよ」

「何ですって？」

　傷が痛いのか、浦人の声が弱々しく、聞き取りにくい。寄留は、もっと顔を近づけてどなった。

「もっと大きな声ではっきりと言いなさい、胸にクイを打って殺すわよ！」

　そのとき、倦うみ疲れたような浦人の目に、きらりと光が戻った。

「殺す殺すって、まだわかってないのか？　死んだのはあんただよ」

　浦人はカメラを取った。さっきドミトリィーがファイルを撮影するのに使っていたカメラだ。

「何？」

　戸と惑まどってそう言った寄留の口に、浦人はいきなりカメラのストロボ部分をぶちこんだ。

「ぐはぁ！」

　乱暴にストロボを突っこまれて寄留の口の中が切れ、血が噴ふきだした。寄留はよろけ、署長室の革かわ張ばりの椅子の上に押し倒される格好になる。浦人は寄留の上に馬乗りになり、口の中にストロボを押しこんだまま、カメラ本体のシャッターを切った。

「……っ！」

　その瞬間、寄留は浦人が何をしようとしていたのかを理解した。口の中でストロボが光ったとき、熱い酸を飲みこんだような感覚を覚えた。

「があああ！」

　寄留の口の中から蒸気が吹きだした。叫さけぶ舌が、ボロボロと塵になっていく。口から幾いく筋すじもの血が滝たきのようにどっとこぼれ出し、白いブラウスの胸むなもとを汚よごしていく。浦人は連続でストロボを焚たきつづけた。
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「ああっ！　かはっ……あがあああ！」

　寄留の頭部は、ストロボが光るたびに内部から崩ほう壊かいしていった。光をよく通す眼球が真っ先に崩くずれ落おち、口の中でストロボを焚くたび、ハロウィンのかぼちゃのランタンのように彼女の眼がん窩かから光が漏れた。タイトスカートから伸のびた長い足が、びくびくと激しく痙攣する。苦く悶もんして頭を激しく振るたびに、長い髪が地じ獄ごくの炎ほのおのようにゆらめく。寄留の美貌が崩壊していくむごい姿を直視できず、浦人は顔をそむけていた。

「パシッ」

　激しい負ふ荷かに耐えかね、乾かわいた音を立てて、ストロボが砕けた。

　そのときにはもう、寄留の頭部は完全に塵と化していた。椅い子すにもたせかけた体はまだ、痙けい攣れんを続けている。

　浦人は彼女の体の上からどくと、後ずさった。無残な姿を見て手が震え、カメラをガシャンと取り落とした。

　ストロボのキセノンランプの光は太陽のスペクトルと同じだ……と、ドミトリィーは言った。そこで浦人は、日焼け止めが塗られていない場所である『口の中』にストロボをぶち込んだのだ。いちかばちかではあったが、成功して安あん堵どした反面、自分があまりにもむごいことをした事実に、浦人は震えだした。寄留の死体を見ていられなくて、浦人は背を向け、その場に吐きはじめる。

「……っゲエエエ！　ぐはぁあっ！」

　血液やサプリメントはもう消化されてしまっていて、胃液しか出てこない。それがよけいに苦しかった。

「くはぁ……っ、うげええええ！」

　吐いている浦人の背後に、ゆらり……と歩み寄る影かげがあった。寄留だ。頭部を破は壊かいされたことで体の統制が取れず、動きはロボットのようにぎこちない。しかしボロボロに砕けた首の断面からもう、髪が生えた新しい頭がゆっくりと再生しはじめている。

「よぐも……わだじのうづぐじいがおを……」

　まだ口の部分は首の中に埋まっているので、寄留はくぐもった声しか出せない。浦人は吐き続けていて、彼女に気づいていない。

　寄留の首の断面からロケット鉛えん筆ぴつのようにせりあがりながら生えていた新しい頭は、ようやく目の高さまで再生した。その目をきょろきょろ動かして彼女は浦人の姿を捜すと、おぼつかない手つきで拳銃に新しい銀の弾丸を込めはじめた。六発込め終わると、彼女は浦人の背中、心臓の真裏にぴたりと照準を合わせた。

「ちょっと待ちなさいよ」

　冷たい声に、寄留はぎょっとして振りかえる。その声に気づいて、浦人もようやく顔を上げた。

　ラミカがそこにいた。彼女はペン立てからボールペンを取ると、先せん端たんのペン先を外し、紙切れにくるんだひしゃげた銀色の物をペン軸じくにねじこんだ。銀色のものは血まみれで、柔やわらかく形を変えながらペン軸にフィットする。寄留の、首の断面のすぐ上にある目が恐怖にカッと見開かれた。

「ぐぅ……ぎ……ざまっ……！」

　彼女が向きを変えてラミカに発はつ砲ぽうしようとしたが、一瞬早くラミカが彼女を床に押し倒した。力いっぱい押されて寄留の足首がグキッと折れ、ハイヒールのかかとが砕けた。辛かろうじて一発撃ったが、弾丸は天井にぶつかってしまう。二発目を撃つ前に、ラミカは彼女の拳銃を蹴り飛ばした。

「ぎざま……っ！　ばな……っぜ……っ！」

　バタバタバタッ、と寄留が手足を激しく動かしてもがく。ラミカから逃げようとしているが、まだ体の統制がじゅうぶん取れていないらしい。

「お察しのとおりよ。これは、あんたがあたしの体にブチこんだ銀の弾丸よ」

　ラミカは彼女のスーツとブラウスを引ひき裂き、防刃チョッキを剥はぎ取とると、ペン軸を振りあげた。

「『林檎泥棒』……塵に還るがいいわ！」

　再生がようやく口の上まで進んだ寄留が、必死に声を上げた。

「ぎやああああああやめでえええええっ！　だずげでっ、じにだぐなっ……！」

　絶ぜつ叫きようは途中で止まり、寄留の目がグルンと上を向いた。ラミカが彼女の心臓にペン軸を突き立てたからだ。プツン、と心臓の筋肉を貫いた感かん触しよくがあった。次の瞬間、ペン軸から「プシュウウウッ！」と噴ふん水すいのように血が噴ふき出して、ラミカの白い頬に引っかかる。

「バタバタバタバタバタ！」

　寄留が、殺さつ虫ちゆう剤ざいをかけられて引っくりかえったゴキブリのように無む意いに暴れた。だが、心臓の動きを縫ぬいとめられてしまった以上、暴れることは全身の血管に残った酸素を早く使い切る結果にしかならなかった。

　心臓は銀の弾丸のためにあっという間に塵と化し、酸素が無くなった手足も先のほうから塵へと還っていった。

　一分もしないうちに、寄留は完全に、人の形をした塵へと還った。窓を開けると、軽い塵は夜風に乗って飛び散っていった。

「その命いのち乞ごい……あんたは今まで、一度だって聞いてあげたわけ？」

　ラミカは冷ややかにつぶやき、床に落ちていた写真を拾いあげた。ドミトリィーが倒れたひょうしに、ファイルから落ちたらしい。銀の十字架のブレスレットをつけた女性の死に顔は、恐怖と絶望に歪ゆがみ、引きつっていた。

「ま、これじゃどう見ても聞いてあげてないわよね」

　ラミカは写真をファイルに戻し、ファイルを棚たなに戻した。

「……自分の額の弾丸をほじくり出して、ボールペンにくっつけたのかよ。すさまじいなあ」

　浦人は、よろけながら立ちあがる。

「話は後よ。とっとと後始末をしましょ」

　ラミカは机き上じようのハサミを手に取ると、天井の火災報知器のセンサーに向けて投げた。ハサミはセンサーに突き立ち、粉々に砕く。続いてラミカは本ほん棚だなから本を出して床にばらまき、カーテンをかぶせてマッチで火をつけた。浦人が呆ぼう然ぜんとしているあいだに、火はたちまち燃えあがる。ラミカは、実に手て馴なれていた。

　じゅうぶん火が回ったことを確認してから、彼女は窓から飛び降りた。浦人も後に続いた。




　数十分後……だだっ広いラミカの家の居間で、浦人は疲れ果ててソファに倒れていた。

　寄留のスーツと二人が着ていた服は、ラミカが家の暖だん炉ろで焼き捨てた。彼女は暖炉に薪まきを足し、火かき棒でスーツなどを燃えやすいように配置しなおしていた。

「吸きゆう血けつ鬼き省が、火消しに動いたわ。署長が署長室に放火、謎なぞの失踪……こんなところでおさまるでしょうね。報告書をまた書くのが大変だわ、調査官まで死んだし」

　ふう、とラミカは面めん倒どうくさそうにため息をついた。浦人は、信じられないような顔で自分の胸を何度もさする。

「俺たちは死ななかったよな。自力で銀の弾丸をほじくり出す余よ裕ゆうがあった……なんでだ？」

「たいしてとりえもないあんたが、どうしてヴラドウイルスに強い耐たい性せいを持ってたのかってところよ。あんた、酸すっぱいもの好きでしょ。酸っぱいものはたいていビタミンＣをふくんでる。ペットボトルのお茶にもビタミンＣが入ってる、『酸化防ぼう止し剤ざい』としてね」

　あっ、と浦人は声を上げた。

「じゃあ、俺たちが出発前にかじってたサプリ、あれか！」

「そういうこと。はからずも、体の中に『酸化防止剤』を大量に摂せつ取しゆしてたってわけね」

「吸血鬼の細胞に人間のサプリメントが効果無くても、酸化防止剤が酸化を防止するという化学反応には変わりないってことか……ペットボトルのお茶のビタミンＣがお茶の酸化を防ぐように」

「おかげで寄留を倒せたってわけね。ドミトリィーが殺されて、ＭＯＶへの報告書が大変そうだけど……実はあたしが悪人で、彼や寄留を殺したって思われなきゃいいんだけど」

「九結が悪人なわけないだろ。そりゃ口と性格は良くは無いかもしれないけど……短いつきあいの俺でも、そばで見てれば判る。俺を助けてくれたし、窓月のことは本気で心配してたじゃないか。ＭＯＶだって判るに決まってるだろ」

　浦人が、いつになく真しん剣けんな表情で力説した。ラミカはそんな彼の顔を、少し驚いたような顔で見ていたが、ふとその表情をかげらせて、横を向いた。

「あたしが悪人じゃない？　そんなこと……判らないじゃない」

　ラミカは、力無くつぶやく。

「だって寄留氷美華は人間を……被ひ害がい者しやのことも切崎のことも、自分の美容のために消費すべき『道具』としか思っていなかった。あまりにも邪じや悪あくだけど、人間を林檎と呼ぶ吸血鬼と全く同じかもしれない。あたしも、もしかして……なゆりのことを、自分の寂しさを埋めるための『道具』としか思ってないのかもしれない」

　浦人は、暖炉の火に照らされたラミカの横顔をじっと見つめていた。五百年の時を生きた少女は、五百年の孤こ独どくを生きてきたのだと思った。小こ柄がらなラミカが、いっそう小さく見えた。

　ふと、浦人が彼女の肩かたに片手を置いた。え、とラミカが振りかえる。

「一方的に相手を利用するなら、『道具』だろうけど。でも、お互いに相手を必要としてたら、それは『道具』じゃなくて『友達』でいいんじゃないかな」

「……」

　ラミカは、しばらく考えこんでいる。やがて、少しもじもじしながら、怒ったような表情を浦人に向けた。

「一応……その下らない意見、採用してあげても……いい、わよ」

　彼女の顔が赤いのは、浦人の言葉に心を動かされたのが悔くやしいのか恥はずかしいのか、何なのか。

「下らない意見って何だよ」

「うるさいわねっ、あたしが採用してあげてもいいって言ってんだから素直に光栄に思っておきなさいよ！」

「ほんと上から目線な奴やつだな」

　浦人は呆あきれる。ラミカは、ぷいっとそっぽを向いた。




　それから、数日後……。

　しばらく上天気が続いていた。「腐った林檎」が片付いたおかげで凶きよう悪あく事件もしばらく起きておらず、浦人はのんびりした気分だった。「腐った林檎」さえいなければ、吸血鬼といえども普ふ通つうの高校生と何ら変わらない生活だ。このまま平和が続けばいい……と、浦人は青い空を見上げながら、そう思っていた。

「さて！　今日はボムボムバーガーの日だよな！」

　放課後、帰り支じ度たくをしていた浦人とラミカに、幹士が後ろから抱だきついてきた。

「何だよ、ボムボムバーガーの日って」

「このあいだ約束したじゃん、『明日食べよう』って言ったのに九結が休んでてさ」

　ラミカがその日学校を休んだのは、寄留の件を吸血鬼省に報告していたからである。二人とも休むと怪しまれるので、浦人は登校していた。

「野球部の基き礎そ練はどうしたんだよ」

「いいんだよ、期間限定『超ちよう絶ぜつギガトンボムボム』が二百円なのは今日までなんだから。なっ、九結も『フレッシュ野菜プチボムボム』食いたいよなっ！」

　幹士がなれなれしくラミカに言った。ラミカの性格だと絶対に怒って無視しそうなので浦人は冷や冷やしていたが、そのときラミカはにっこり笑って、

「ええ、もちろん。ずっと楽しみにしてたの」

　と、意外な答えを返した。

「えっ？　行くんだ」

　どういう風の吹き回まわしかと思って、浦人はきょとんとする。後ろから、なゆりがパタパタと走ってきた。

「お待たせ、ラミカ。家庭科室の掃そう除じなかなか終わらなくって」

「窓月も今日、ボムボムバーガー行ける？」

　幹士がなゆりを誘さそう。彼女は喜んで、頬を紅潮させた。

「えっ？　あっ、はい、おあずけになってていつ行くのかなーって思ってたんです。小滝くんも行くんですよねっ？」

「あ、う、うん」

「良かった。じゃあ今日は、ボムボムバーガーで絵の勉強ですねっ」

　なゆりは嬉き々きとして言った。幹士が、意外そうに目をぱちくりする。

「窓月がそんなにボムボムバーガー楽しみにしてたなんて、知らなかった」

「だって、わたし寄り道や買い食いって初めてなんです」

「初めてって……窓月、どんだけお嬢じよう様だよ」

「えっ？　だって、寄り道や買い食いはだめって学校で習いませんでした？」

「小学校ではな」

「えっえっ？　わ、わたし、何か変なこと言ってます？」

　なゆりは赤くなって、わたわたしている。浦人が口をはさんだ。

「あ、でも、俺も寄り道とか買い食いとか、あまりしなかったぞ。小こ遣づかいが少なかったからだけど。高校生になってからじゃないかな、小遣い増えたし」

「小滝くんもそうなんですか？　ですよね、寄り道して買い食いなんて、何だか高校生って感じでワクワクドキドキしますよねっ」

　なゆりは両手を胸に置いて、ニコニコした笑え顔がおを浦人に向けていた。

　彼女には、平和の匂いがする。寄留にとどめをさしたのは自分ではなかったとはいえ、あれほど残ざん忍にんなことを他人に対して行った自分に、浦人はかなりショックを受けていた。ラミカの家で落ちこんだラミカを慰なぐさめた浦人だが、その反面、自分自身の気持ちは傷ついたままだった。そんな気持ちが、なゆりの笑顔を見た瞬間、ものすごい勢いで癒いやされていくのを彼は感じた。

（九結も、こんな気持ちで窓月のことを見てたんだろうな……）

　地獄を越こえて初めて、なゆりの本当の素す晴ばらしさが解った気がした。

　正直、人間の血液以外のものは消化できないので、バーガーを食べたらあとで壮そう絶ぜつな腹痛が来ることは予想できた。予想はできたけれど、なゆりがとても楽しみにしているようすなので、断れない。

（それはそうと、九結はバーガー屋に興味無いと思うんだけどなあ……。窓月にくっついてきてるだけにしては、何だか今日は機き嫌げんがいいな）

　校門を出て四人で歩きながら、浦人は首をかしげている。ラミカが今日は、それなりに幹士の話に相あい槌づちを打ったりして愛あい想そが良いのも不思議だ。もしかしたらラミカも、このまま吸血鬼であることなんて忘れてしまいたいのかもしれない、と浦人は感じる。自分も、吸血鬼としての任務を投げだして、このまま平へい凡ぼんで平へい穏おんな日常生活の中に逃げこんでしまえたら……と思っていたからだ。

「小滝くん、顔色悪いですよ。どうしたんですか？」

　なゆりに尋ねられて、浦人はハッとする。ぼんやり考えごとをしているうちに、いつのまにか駅についていて、電車を待っているところだった。

　ラッシュアワーで、ホームは混こんでいる。ラミカと幹士がホームの最前列で電車を待ち、なゆりと浦人はその後ろにいる。ラミカがいつになく優やさしい顔で幹士と話を弾はずませているのが、妙に違い和わ感かんを抱かせたが……。

「あ、ううん。大丈夫、別に」

「あの、小滝くん。ラミカと榊くんって、けっこうお似合いですよね」

　なゆりは浦人にささやいて、いたずらっぽく笑う。親友の恋こい路じが、自分のことのようにうれしいようだ。やっぱりなゆりは優しいし可愛いな、と思って浦人はポーッとする。

　そのとき、背後から誰かが割りこんできた。

「わ！」

　浦人はよろけて、なゆりにぶつかる。制服の上からでは目立たないなゆりの胸が、意外にボリュームがあってふんわりしていて、浦人はどぎまぎした。

「あっ、ご、ごめん、窓月！」

　浦人は真っ赤になって謝あやまった。だがなゆりの視線は、浦人の背後に向いていた。

「榊くん、危ない！」

　なゆりが叫ぶ。はっ、と浦人が振りかえった。

　痩やせた中年の男だった。その顔を、浦人ははっきりと見た。男は幹士の背中を、後ろから突き飛とばした。

「ケケッ！」

　男は笑いながら、混雑しているホームの客をかき分け、逃にげていく。線路に落ちた幹士は頭を打って倒れている。気を失っているようだ。すぐそこに、電車が来ていた。

「幹士！」

　浦人は非常停止ボタンを探したが、人ごみで見当たらない。そのとき、ラミカが線路に身を躍おどらせながら浦人に言った。

「顔見たわね。『腐った林檎』よ、塵に還してきなさい」

「え」

　聞きなおす前に、ラミカは線路に下りていた。その直後、電車がホームに入ってきた。

「ラミカっ、榊くんーっ！」

　なゆりが半はん狂きよう乱らんとなって泣なき叫ぶ。浦人は、そんななゆりを放っていくのを躊ちゆう躇ちよした。だが、あの男が姿をくらませば、次の被害者が出るのは間違いない……ラミカが彼を「腐った林檎」だと言ったのだから。

「窓月、二人は大丈夫。九結は、その……運動神経抜ばつ群ぐんだから」

　そう言えば、高校生が電車に轢ひかれたという事件が最近、ときどき新聞の片かた隅すみに載のっていた。黒羽根市の事件ではなかったが、駅から駅へ、徐じよ々じよに事件現場が移動していたような気がする。

　被害者の共通点は、スポーツマンでハンサムで人気者で、美人の彼女がいて幸しあわせ絶頂、だから自殺の可能性は無い……ゆえに「事故」として処理されていた。

（九結の奴っ……！　『腐った林檎』をおびき寄せるために、わざと幹士につきあってやる振りをしたのかよ！）

　いくら彼を助ける自信がラミカにあったとしても、やっぱり吸血鬼の考えることは、自分には理解も同意もできない。幹士の気が良いのを利用して、親友を良いツラの皮にされて、彼女への怒いかりを感じたのも事実だ。

　けれど、もしラミカがおびき寄せなかったとしても、やはり幹士が狙われたかもしれない。今日でなくても、「腐った林檎」が野に放たれているかぎり、それはいつか起こったかもしれない。狙われたのが別の人間なら良かったという問題でもない。

　平穏な日常は、些さ細さいな悪意によって容易に砕け散ちる。幹士が線路に落ちるのを見た瞬間、ずっと浦人にまとわりついていた寄留の最さい期ごの無残なイメージが、パアッと砕け散った。

　平和はタダではない。彼女や親友、他た愛あいのない話と笑い声、寄り道して食べるボムボムバーガー……そんな平穏な日常を守るためには、死を恐れず戦わねばならない。

　そして自分には、その「力」がある。なゆりを守れず、ビルの隙すき間まに血まみれで倒れて絶望していた自分はもういない。ならば、すべきことはひとつではないか。




　男は駅裏の細い路地を逃げまわる。夜から開く小さなスナックやバーがごみごみと並んでいて、この時間にはまだ誰も出勤しておらず、静まりかえっている。

　男は何度も振りかえり、誰も追ってこないことを確かめると、電柱にもたれ、大きく息をつきながら、腕に注射器を突き立てて、笑いだした。

「ケケケケッ、まあビクビクするこたねえんだがな。覚醒剤シヤブさえ打っときゃ、責任能力を問えねえってことで無罪になるのは実証済みだからな。ケケケ、大人の俺がちっとも女にモテねえのに、ガキのくせに彼女なんて生意気なんだよ！」

　男がもたれている電柱の上に、浦人が立っていた。男を見下ろすその目は静かな怒りをたたえ、唇くちびるからは鋭するどい牙きばがのぞいていた。彼の制服のすそを、黒い髪を、向かい風が強く吹きなぶる。

　浦人がいることも知らず、男は勝ち誇って、下げ卑びた笑い声を上げつづける。

「あのガキ、今ごろ細切れのミンチになってやがるだろうなぁ～、ミンチじゃあ色男も形無しだぜ！　次はどこの駅で殺やってやるか！　ケケケ！」

　覚かく悟ごは決まった。もう迷わない。


《完》









あとがき







　唐とう突とつですが、わたしは注射が苦手です。厳密に言うと、予防接種などは大丈夫なのですが、血液検査のような「体から血を抜く」タイプの注射が苦手です。

　腕に針を刺されて、血管をさぐるために少ーし戻してからまた突いたりしますよね。「ああ、今血管の壁かべにプツッと穴開いた」と思うと、軽く意識が消えそうになります。そのあと、どす黒い血が注射器のシリンジの中にちゅるちゅるちゅる、と吸いこまれて行くのを見ると「あー命が抜ける命が抜けて行く」という感じで、ソフトに気絶しかけます。

　でも、大の大人が健康診しん断だんで「注射が怖こわいので血液検査は免めん除じよしてほしい」とは言いにくいし。言ってもスルーされるのは判っているし。血を取られる前に「五本取りますねー」と具体的な数を言うのもやめてほしいです。血を取られる前から貧血起こすので。

　わたしが血液検査が苦手になったのは、学校で血液検査があったときに、お医者さんがすごく注射が下手だったのが原因かもしれません。わたしは腕が内出血して、ひじの裏から手首まで青あお紫むらさき色いろの筋ができました。おかげで注射のあとズキズキ痛くて「痛い痛い」と思いながらガーゼで傷口を押さえていたら、保健室に誰かが入ってきました。白いワイシャツにべったり血がついた男子で、片かた腕うでが人でも殺してきたかのように血まみれでした。彼は引きつった笑みを浮かべながら「ガーゼください」と言いました。止血ガーゼを外してもこんなに血が出るのは、明らかに血管を縦に裂かれたからだと思うのですが（あ、「血管を縦に」まで書いて意識が消えそうに）、お医者さんはムッとした顔で「ちゃんと押さえてて下さいって言ったでしょ」と、彼を叱しかりました。

　いやいや、　そ　う　い　う　問　題　じ　ゃ　な　い　。

　そんなこんなで、時に耽たん美びなイメージで描かれる吸血鬼ですが、美形だろうが貴族だろうが金持ちだろうが、血を吸われるとかわたしは絶対嫌いやです。断固断ります。フランケンシュタインはただの大男だし、狼おおかみ男おとこはただのモフモフした男ですが、吸血鬼だけは駄だ目めです。本気で怖いです。ですから今回の作品で、吸血シーンは心を無にして書きました。

　献けん血けつは一度だけやったことがありますが、二百㏄取ってぶっ倒れました（精神的理由で）。現在は、特定の期間内にイギリスに滞たい在ざいしていたため、献血したくてもできません。献血でもらえる「けんけつちゃん」グッズが可愛かわいいので、それはそれで残念です。

　最後に十夜先生、美しいイラストどうもありがとうございました。


二〇〇九年四月　夏緑＠けんけつちゃんの耳がモロ血液だー、と気づいてまた気絶


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




夏 緑先生／十夜先生
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